
仙台市文化財調査報告書第192集

跡連Ｅ
23次発掘調査報告書

ゝ

　

　

・

∬
刊
　
敦第

1994年 10月

仙台市教育委員会



仙台市文化財調査報告書第192集

跡連逗
23次発掘調査報告書

ヽ

　

　

・

川
刊
　
敦第

1994年 10月

仙台市教育委員会



文序

日頃より仙台市の文化財保護行政に多大のご協力を賜 り、

誠に感謝にたえません。

現在、仙台市内には約 700箇所の遺跡が知られており、若

林区に所在する南小泉遺跡もその一つです。この遺跡は仙台

バイパスを採んで東西に広がっており、昔から仙台を代表す

る遺跡で、弥生時代以降の集落跡 として著名です。特に古墳

時代の 5世紀の上師器は南小泉式 と言われ、当遺跡出上のも

のが基準となっています。

今回この遺跡内で都市計画道路 と共同住宅を建設すること

になり、それに先行して第 22次、23次発掘調査を実施しまし

たが、遺跡西側の状況を知る手掛かりが得られたものと考え

ております。

このような発掘調査によって得られた多 くの成果は、地域

の歴史を知るうえで貴重な資料でありますので、今後の仙台

市における街づくりや学校教育などの中に、十分に活かして

いきたいと考えております。

この報告書が広 く皆様にご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査 と報告書作成にご指導、ご

協力 くださいました皆様に対し、心より感謝申し上げます。

平成 6年 10月

仙台市教育委員会

教育長 坪  山 繁



例    言

1.本書は、仙台市都市計画街路南材木町―古城線建設に伴う南小泉遺跡第 22次調査及び共同住宅建築工事に

伴う南小泉遺跡第 23次調査の本報告書である。

2.本書の編集は、結城慎一、川名秀一、菅原裕樹、神成浩志と協議をしながら、斎野裕彦が行った。

3.本書の作成作業は、次のとおり分担した。

本文執筆

第 I章～第IV章 。第Ⅵ章   斎野裕彦

第V章           結城慎一

遺構写真撮影        川名秀一、斎野

遺構図面整理、トレース    結城、斎野、川名、大山のり子、泉美恵子、渡辺好恵

遺物整理、水洗、ネーミング  阿部美香、佐竹志女子、佐藤弘子、山口佳子

遺物復元          我妻美代子、山田やす子、伊藤房江

遺物実測、トレース      斎野、菅原裕樹、神成浩志、菅谷裕子、原田由美子、津島久子、青山諒子、
大山由起子

遺物写真撮影        菅原

図版組み           斎野、菅原、泉、伊藤、青山、菅谷、大山

4.石器の材質の鑑定は、東北大学 蟹沢聰志氏にお願いした。
5.陶器 。磁器の鑑定は、当課の佐藤洋が行った。

凡   例

1.図中及び本文中使用の方位の「北 (N)」 は真北である。

2。 調査区は、平面直角座標系Xに位置づけた。

3。 本書で使用した遺構略号は次のとおりである。

SA:区画施設 SB:建 物跡 SI:竪穴住居跡・竪穴遺構 SD:溝 跡 SK:土 坑
SX:性格不明遺構 SP:ピ ット、小柱穴
4.竪穴住居跡内のスクリーントーン部分は、焼面の範囲を示す。

5。 本書に示した土色については、「新版標準土色帳」 (小山。佐藤 :1970)を使用した。

6.本書で使用した遺物略号は次のとおりで、それぞれ種類別に番号を付した。

B:弥生土器 C:上師器 (ロ クロ不使用) D:土 師器 (ロ クロ使用) E:須 恵器 F:丸瓦・軒丸
瓦 G:平瓦・軒平瓦 H:そ の他の瓦 I:陶器 」:磁器 K:石器・石製品 N:金属製品 P:
上製品 U:土師質土器
なお、筒形土器、手捏土器については、分類としては土製品としたが、遺物略号は「 C」 を用いた。また、

平安時代のロクロ不使用の甕については遺物略号を「D」 とした。

7.土器・石器の図化の方法については、下図に示した。

①ロクロ不使用の上師器の胎土には、緻密で砂粒が少なく、赤褐色の粒子を含む特徴的なものがみられ、こ

れを実測図の中心線の上に「☆」で示した。



②土師器の内面および外面が黒色を呈するものについては、黒色処理 (器壁内部まで黒色化している)と、

黒色仕上げ処理 (器壁表面が黒色化している)に分けた。黒色処理はスクリーントーンで示し、黒色仕上

げ処理は実測図の内面、外面の上にそれぞれ「◎」で示した。なお、「黒色仕上げ処理」としたものの類例

は仙台平野でも認められているが、栃木県稲荷塚遺跡では分析をしたところ、漆を塗布していることが指

摘されており、この遺跡の報告 (栃木県文化振興事業団 :1987『稲荷塚
。大野原』)では「漆仕上げ処理J

としている。実見させていただき、実物を,ヒ較してみたところ、酷似していることを確認したが、当遺跡

では分析を行っていないため、便宜的に黒色処理と区別するためこの名称を用いた。

③須恵器郭、ロクロ使用の上師器不の底部切り離し技法及び調整については、実測図の中心線の下にそれぞ

れ記号で示した。

④ロクロ不使用の上師器奏の外面調整には、砂粒が動くくらいのやや強いヘラナデが行われているものがあ

る。主に内面調整にみられるヘラナデ(1)と 区別するためヘラナデ(2)と し、方向を矢印で示した。ヘラケズ

リとの区別のつきにくい場合もある。

⑤口径の復元が難しい破片実測については、図に示したように、左側に断面と内面、右側に外面を図化した。

8.土師器邪、須恵器不の国径に対する底径の比率 (底径/口径)、 口径に対する器高の比率 (器高/口径)に

ついては、それぞれ「底径口径比」、「器高口径比」として記述した。

9,本文中で「小玉石」とした遺物は、仙台市郡山遺跡で「小玉石」と呼称されている遺物と類似するもので

ある。

10。 本文中で「埋土」 とした用語は、「埋 まっている土」

緻密で砂粒が少なく、赤褐色

の粒子を合む胎土を示す

外
晴 曇写

仕 Lll処理」

◎士ξ
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上げ処理」

という意味で用いた。

底部の切丁離 し技法載び調整を示す

○ 回転糸切り無調整
◎ 回転糸切り、のち手持ちヘラケズリ
□ 回転ヘラ切り、無調整
△ 手持ちヘラケズリ

内面丹塗りを示す

愛

^
破片実測

＼鱒望⑤

ロクロ調整 ヘラミガキ 黒色処理

ヘラケズリ

ヘラナデ(2)ヘ ラナデ(1)
図化の方法
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第 I章 調査に至る経過と調査要項

1.調査に至る経過

第 22次調査は、平成 4年 7月 27日 に仙台市都市計画街路南材木町古城線建設に伴う発掘届

が提出されたことに起因しており、建設担当部局の仙台市建設局と当教育委員会との協議によ

り平成 4年度に事前調査を行うこととなった。

第 23次調査は、平成 4年 8月 25日 に阿部武氏により、共同住宅建築に伴う発掘届が提出さ

れたことに起因しており、平成 4年度に事前調査を行うこととなった。

2.調査要項

(1)遺跡名

南小泉遺跡 (宮城県遺跡登録番号 :01021・ イ山台市文化財登録番号C-102)

(2)調査名と調査区所在地

南小泉遺跡第 22次調査 仙台市若林区南小泉 4丁目 17・ 18(申請者 仙台市長石井亨)

南小泉遺跡第 23次調査 仙台市若林区南小泉 3丁目15-103(申 請者 阿部武)

13)調査期間

第 22次調査 発掘調査 平成 4年 9月 1日 から平成 4年 12月 28日

室内整理 平成 5年 10月 1日 から平成 6年 3月 25日

第 23次調査 発掘調査 平成 4年 ■月 24日 から平成 4年 12月 4日

室内整理 平成 6年 1月 10日 から平成 6年 1月 31日

は)調査面積

第 22次調査 調査面積 :1382m2  対象面積 :2340m2

第 23次調査 調査面積 : 35m2  対象面積 : 68m2

6)調査主体

仙台市教育委員会

16)調査担当

仙台市教育委員会社会教育部文化財課

第 22次調査 斎野裕彦 川名秀一

第 23次調査 結城慎一

0)発掘調査参加者

三浦市子 佐藤愛子 佐藤よし子 芳賀節子 岡崎一郎 高橋喜八 高橋節子 相沢あい子

三浦陽子 横山美代子 柏倉憲一 御供宏子 七宮 清 峯岸安好 吉田アキヨ 蓬田明子

伊藤はるよ 鳥畑きみえ 岩下光五郎 大泉テイ子 鈴木美代子 遠藤ます子 福田美智子
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第 1図 周辺の遺跡

水戸 智 笹谷 明 岩井利桂 佐藤由喜子 佐藤三枝子 根岸ゆみ 斎藤美香 小松長司
佐藤三枝子 佐藤喜恵子 対馬悦子 加藤束穂 吉田公治 深瀬清和 佐藤 正 阿部敬子
阿部みはる 宮城富子 小松千代子 青山博樹

儡)整理作業参加者

大山のり子 泉美恵子 渡辺好恵 阿部美香 佐竹志女子 佐藤弘子 山口佳子 伊藤房江

我妻美代子 山田やす子 菅谷裕子 原田由美子 津島久子 青山諒子 大山由起子

(9 整理作業に際して次の方々から貴重なご教示をいただいた。記して感謝したい。 (敬称略)

向坂鋼二 蟹沢聰志 川江英孝 後藤健一 松井―明 木戸春夫 仲山英樹 内山敏行 片根
義章 藤沢 敦



第Ⅱ章 遺跡の立地と環境

1.立  地

宮城県中央部の地形は、山形県境沿いに船形山、面白山を擁し南北に連なる奥羽山脈と、こ

こより派生する陸前丘陵、さらに東方へ広がる宮城野海岸平野よりなる。この平野は、地理的

条件や成因、地質などから地形区分がなされており、仙台市南部の広瀬川と名取川の合流点付

近では河間低地を郡山低地、広瀬河以北を霞ノロ低地、名取川以南を名取低地と呼んでいる。

南小泉遺跡は、これらの低地のなかで霞ノロ低地に所在し、主に自然堤防に立地している。

標高は 7～ 14m、 遺跡範囲は東西 2km、 南北 lkmに及び、面積は約 135 haで ある。今回の調

査地点は、遺跡西部の広瀬川に南面する微高地縁辺部にあたり、地形面の標高は 12.0～ 12.5m

で、西方に高く、東方にやや低 くなっている。

2.歴史的環境

南小泉遺跡は、昭和 10年代の霞ノロ飛行場の拡張工事に際して発見され、伊東信雄氏らの調

査により、弥生時代の合口土器棺墓や多量の上器、石庖丁や太型蛤刃石斧などの大陸系磨製石

器、古墳時代の遺物が検出されている。その後、昭和 52年以降、主に当市教育委員会の調査に

より、遺跡の年代幅は縄文時代晩期から近世に及ぶことが知られてきている。この遺跡におけ

る弥生時代以降の遺構、遺物の継続性は、遺跡範囲の広さとも関わり、時期的な地点の違いも

認められるが、遺跡の立地する自然堤防と周囲の後背湿地の広がりが、生業基盤としては農耕

にとって適地であったことが大きな要因と考えられる。また、広瀬 。名取両河川の合流点付近

に位置することも水上交通の利便性だけではなく、周辺地域を含め、政治的な動きとも関連性

をもっていたものと推定される。

こうした歴史的環境をふまえたなかで行われた第 22次調査では、古墳時代後期～近世の数多

くの遺構、遺物が、第 23次調査では古墳時代後期の竪穴住居跡などが検出されている。各時期

の周辺の遺跡をみてみると、古墳時代後期では、法領塚古墳、藤田新田遺跡などがあり、広瀬

川を挟んで南方には官衛跡として知られる郡山遺跡、西方の青葉山丘陵には大年寺山横穴群な

どの横穴群が点在しており、今回の調査成果との関連性も考えられる。奈良・平安時代では、

陸奥国分寺跡、陸奥国分尼寺跡、神概遺跡、今泉遺跡がある。遺跡の東北方には仙台東郊条里

跡が広がっているが、表層条里であり、時期は明確でない。平安時代の水田跡は藤田新田遺跡

や郡山遺跡で検出されており、郡山遺跡の西方に位置する富沢遺跡では奈良時代に遡る条里型

土地割の存在が調査によって確認されている。中世～近世では、隣接する若林城跡をはじめと

して、今泉城跡、沖野城跡、長喜城館跡、養種園遺跡、広瀬川の対岸に北目城跡、青葉山丘陵

東端に茂ケ崎城跡が分布している。また、水田跡も高田B遺跡などで検出されている。



第Ⅲ章 調査の方法と調査経過

1.調査区の設定

(1)第 22次調査

対象地区は、第 2図に示すように、若林城跡の北東に隣接しており、遺跡のなかでは西部に

位置する。都市計画街路の建設予定地である東西 156m、 南北 15m、 面積 2340m2が対象であ

り、東西に細長く、東端は宮城野萩通りに接する。

調査区は、周囲に宅地や畑があることを考慮し、第 3図のように設定した。調査面積は 1382

m2でぁる。調査区北西コーナーを原点とし、ここから調査区の方向に合わせて基準線を設け、

これをもとに調査区内に6m× 6mの グリットを設定し、遺構実測を行った。グリット名称は原

点から南へA・ B、 東へ 1～21と した。基準線の方向は真北に対してN-12° 一Eである。

(2)第 23次調査

対象地区は、第 2図に示すように、若林城跡の北側に隣接しており、遺跡のなかでも西端部

に位置する。共同住宅建設予定地である面積 68m2が対象である。

調査区は、建物の位置に合わせて設定した。調査面積は35m2でぁる。

2.調査経過

(1)第 22次調査

発掘調査は平成 4年 9月 1日 に開始された。対象地区内で排土処理を行うため、調査区をA・

B-11グ リット中央を境に東西二つに分け、東側を排土置き場として西側の調査を先行した。

遺構は基本層Ⅱ層上面で検出された。西側では天地返しによる攪乱が著しく、遺構の残存状況

は良好ではない。また、以前の農道直下だけが天地返しを受けておらず、調査区を東西にベル

ト状に検出レベルの高いところがみられた。凹凸のある検出面の精査に時間をとられ、西側の

調査は 11月 末までかかり、排土置き場を反転して東側の調査へと移行した。平成 4年 12月 28

日に調査を終了した。

なお、この調査では、若林城跡と近い位置にあることから、当初予想された中世～近世の遺

構が検出されているが、この他に、『貞山公治家記録』のなかで伊達政宗がこの城について、「。中

回リノ堀一重ハ残置キ、外ハ皆故ノ田畑 トスヘキ・・・」 (巻之 39上 )

と言い残した記録から、現在みらる堀跡を内堀として、外堀の確認も調査のひとつの目的とし

ていた。結果として堀跡は検出されなかったが、今後の課題とされる。

(2)第 23次調査

発掘調査は平成 4年 11月 24日 に開始され、平成 4年 12月 4日 に終了した。
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第 3図 第22次調査区設定図



第Ⅳ章 第 22次調査

1.基本層序

基本層は I層、H層 を確認した(第 4図 )。 I層は畑の耕作土、H層 は河川によって供給され

た堆積層である。H層上面が遺構検出面であり、A・ B-13・ 14グ リットを境に、東ではHa

層上面、西ではHa層の分布が部分的なため、主にHb層上面で検出している。Ha、 Hb層

の層相変化については、調査区東部へむけて粘性が強くなっていくことが知られる。これは、

調査区周辺の地形面が西方へわずかに高くなっていることとも関連して、主な供給源が西方に

あった可能性を推測させる。また、より下層については、各遺構の壁面の観察などから、にぶ

い黄褐色～にぶい責橙色の粘土質シルトと砂質シル トあるいはシルトが互層になって連続して

おり、遺構検出面下 1.5mで も砂層は認められなかった。

2.調査概要

遺構は、古墳時代後期から近世にかけて竪穴住居跡及び竪穴遺構 26軒、掘立柱建物跡 1棟、

区画施設 3基、溝跡 14条、土坑 21基、性格不明遺構 1基、柱穴列 1条、ピット259個が検出

された (第 5図 )。

遺物の総量は収納用平箱で約 100箱で、総点数は約 30000点であり、各遺構及び基本層から

の出土数量は第 20～23表に示した。調査区は畑地であったこともあり、天地返しを受けている

ことから基本層 I層出土遺物は 20000点を越えており、その多くは土師器の破片である。また、

遺構には伴わないが、弥生時代の遺物も少量認められる。なお、礫としたなかには、磨石の可

能性のあるものが含まれている。

、/   /

I :10Y R%に ぶい責褐色シルト

Ⅱa:10Y R%に ぶい黄橙色粘土質シルト

Ⅱb:10Y R/に ぶい責掲色シルト

Ⅱci10Y R%に ぶい黄橙色シルト
~~~‐
こr~玉
三三

第 4図 基本層序 (B-14グ リット南壁)



一廊Ⅷ‐‐脇ｒ‐‐‐十一て‐‐＋

+   4

f―
‐
ど

hO

⑥
S P13

SK7

-、

・

○

S17

9 sP2ZЭ

c》 sP218

SP187的号 17

SP

ヽ
　

○上

S18

① そ

SK6

ヰ     騨

o SK19

十 一―――一―

詑②

繁

悧鰯
ノ
馴 〇

どS P200

SP197

♂
SP留92

196 刊JsP

③
SP192

ＳＰ

０

９

ＳＰ７
。

一十十

17

i、④
SK20

SP175◎

◎S P174

SPl

+ 十 +

Ｃ

　
鮒一　
〇

Ⅷ s「 s

♂η
ひ
Q52

○

O

0

○

S11

螂◎
　
　
ＳＰ・４◎
ＳＰ・６９◎

湿 響
SI虻 る

O esP釣
9

酢 _i15 sが

⑬
SP145 SPl

罵礁 潔
Ptt ξ尉愁ぎsP

S P150 0◎ ＼

S P149

紳墨縄加
P215ハ◎真P76、量 ◎sP67 」

SP176   SP173

+第 5図 調査区全体図 十
0      2      4m



3.検出された遺構 と遺物

(1)竪穴住居跡・竪穴遺構

S11(竪 穴住居跡):A-8・ 9グ リットに位置する。天地返しにより、床面は部分的にしか

残っていない。平面形は正方形である。ピットは 6個認められ、Pl～ 4が主柱穴、P5は貯

蔵穴と考えられる。カマドは東壁南側に設けられており、焼土面と煙出しの一部が確認された。

床面は4層上面である。掘り方底面は、中央部が濤状にやや深くなっている。

遺物は総数 363点出上しており、土師器破片が多数を占める。掘り方埋土からの出土遺物も

多い。第 7図には■点を図示した。土師器はすべて製作にロクロを使用している。これらは、

床面及びP5出土遺物と、掘り方出土遺物に分けられる。床面及びP5か らは、土師器の不 (D―

3・ 5)、 高台付不 (D-6・ 7)、 甕 (D-8・ 9)が出上している。邪D-3・ 5に は器形

的な類似性が認められ、体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾しており、内面は体部

と底部の境に屈曲をもたない。底径口径比 (D-3:0.38、 D-5:0.37)、 器高口径比 (D―

3:0.32、 D-5:0.34)も 近似する数値を示している。底部の切り離し技法も、ともに回転

糸切り無調整である。また、D-3・ 5に は大きさの違いが認められることから、郵に大小 2

種類のあることも知られる。大小 2種類は甕D-8・ 9に もみられる。高台付邪D-6・ 7は、

ともに高台部分が外傾しているが、その高さに違いもある。掘り方からは、土師器の邪 (D―

1・ 2・ 4)、 須恵器の不 (E-1・ 2)が出上している。上師器不には、器形的に体部から口

縁部にかけてやや丸みをもって外傾するD-1・ 4と 、体部から口縁部へ直線的に外傾するD―

2がある。底径口径比は、D-1(0.45)と D-4(0.35)に違いがみられ、D-1は D-2

(0.45)と 同じ数値を示す。器高口径比 (D-1:0.31、 D-2:0.29、 D-4:0.29)は近似

している。また、内面は、体部と底部の境に屈曲のあるD-1と ,屈曲のないD-2・ 4に分

けられる。須恵器郷E-1・ 2に は、器形的な類似性が認められ、体部から口縁部にかけてや

や丸みをもって外傾しており、内形線は体部と底部の境に屈曲をもたない。底径口径比は、E―

1:0.42、 E-2:0.36、 器高口径比は、E-1:0.32、 E-2:0.29である。また、内面の

体下部～底面にはロクロ痕とは異なる調整痕跡が認められる。この他、掘り方からは丸瓦 (F―

1:写真 67)も 出上している。

床面及びP5と 掘り方から出土した土師器不を比較してみると、底径口径比は掘り方出上の

邪に大きいものが多く、器高口径比は床面及びP5出土の不のほうがやや大きい傾向がうかが

える。これは住居構築時以前と廃絶時の時期的な違いを示している可能性はあるが、底部の切

り離し技法や器形的に類似性があり、それほどの大きな時期差は認められない。

S12(竪 穴遺構):A・ B-9・ 10グ リットに位置する。天地返しにより遺構の大半は残存し

ていない。農道直下の検出レベルの高いところで上端を確認しており、他の部分は貼床の残っ



ていた範囲を示した。平面形は隅丸長方形と推定される。 2層 は固くしまった砂質シルトで貼

床と考えられる。床面は 2層上面である。

出土遺物の総数は 10点であり、埋± 1層中から土師器破片 9点、2層中から燻し焼成瓦の破

片 (G-1:写真 67)力Sl点出上している。G-1は貼床から出土している点で、この遺構の

構築時期を示す可能性が考えられる。

十 A8G■A9C

移 E

産li mm

注

為

れ                     ど H ttm

土層註記 1

2

3

4

多

10Y R%褐色シルト,黒色土をブロック状に合む炭化物 (炭 )焼土粒を合む
10Y R%暗褐色シルト,炭化物 (炭 2～ 10mml焼土粒を共に多量に合む
10Y R%黄褐色シルト

0

10Y R/褐色ンルト,黄褐色土をブロック状に含む炭化物 (炭経2～ 5 mml

第 6図  S11平 面図・セクション図
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土層註記 1 10Y R%Hキ褐色シルト
2 10Y R%鈍 い黄tF」色砂質シルト
5YR%橙色のシルトのブロックを多量に合む。

o                2m
ト

T>    第8図  S12平面図・セクション図

S13(竪 穴住居跡):A-5。 6グ リットに位置する。SK7と 重複関係があり、S13のほ

うが新しい。天地返しにより、遺構の残存状況は良好ではない。北辺を確認していない。平面

形は方形を基調としていると推定される。ピットは 10個認められる。P2に は柱痕跡があり、

その位置からPlと ともに主柱穴と考えられるが、他のどのピットと組むのか明確でない。P

3、 P4と組むのであろうか。P8は P3に先行して存在した貯蔵穴と推定される。西壁際の

中央部には溝状のピット (P10)と その両側に 2個のピット (P6、 P7)があり、入口に関

わる遺構の可能性がある。カマドは東壁南側に設けられており、焼面と南側の袖、煙出しの一

部が確認された。床面は 5層上面である。

遺物は総数 320点出土しており、土師器破片が多数を占める。第 7図 と第 8図には、土師器

9点を図化した。これらは、D-18を除きすべて製作にロクロを使用している。P8か らは、

土師器の不 (D-10。 11・ 12)、 甕 (D-13・ 14)が出上している。不D-10。 11・ 12に は、器

形的に、体部から口縁部にかけて、直線的に外傾するD-10、 やや丸みをもって外傾するD―

11、 丸みをもって外傾するD-12と、それぞれ異なるが、口縁端部がやや外へ開く共通性があ

る。底径口径比は3点 ともほぼ同じ数値 (D-10:0.37、 D-11:0.38、 D-12:0.37)を 示

し、器高口径比はD-12が 0.36、 D-10。 11は ともに 0.31で、D-10・ 11は、ほぼ同じ大き

さでもある。内面では、体部と底部の境に屈曲のあるD-11・ 12と 、屈曲のないD-10に分け

られる。底部の切り離し技法は、いずれも回転糸切り無調整である。D-12に は焼成前の孔が

底部に認められる。埋± 2層から出土した甕D-18に は、内面にヘラミガキのち黒色処理が施

されている。

床面からの出土遺物には図化できるものはなく、住居廃絶の時期は明確でないが、P8は P

3よ りも古いことから、出土遺物は住居機能時に伴うものと考えられる。P3を主柱穴とすれ
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土層註記 1,7.5Y R%暗 褐色シルト,黄褐色シルト,黒色土をブロック状に合む炭を少量含む
2 10Y R/褐色シルト,黒色土をブロック状に合む炭を少量合む
3 10Y R%黒褐色シルト,炭・焼土粒を多量に合む
4.10Y R/鈍い黄褐色砂質ンルト,黒色上をブロック状に合む,炭 を含む
5 10Y R%責褐色シルト
6 10Y R%黄褐色砂質シルト,黒色上をブロック状に合む

10Y R%に ぶい黄褐色シルト

に多く含み炭化物焼上の粒を

少量合む。

10Y R%掘 色シルト

_A P3(1200m

10Y R影 炭黄褐色 シル ト

炭化物焼上 を小ブロック

状 に多 く合む。

10Y R/に ない黄掲色砂
質シルト

エ 1200m

B′
-1200m

_A P4 4気 180m

甥
l 10YR%褐 色砂質シルト

_A P10任 1200m

)
l 10YR%掘 色粘土質
シルト、炭を含む

△
一 Pl lとと12∞ m

P8
Ａ
引 ゼ12 11tlm A

10Y R%灰黄褐色粘土質シルト

炭を多く含む ,

第 9図  Si 3平面図・セクツョン図
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第11図 Si4平面図・セクション図 性          m

ば、柱の建て替えを行うためにP8が埋められた可能性もある。また、住居プラン内からでは

ないが、東壁から数 cm離れた地点より第 70図に示した三日月高台の灰釉陶器椀 I-8が出土

している。天地返しにより原位置を保っていないと思われるが、基本層H層 にくい込むように

して出土しており、この住居に伴うものと考えられる。

S14(竪 穴住居跡):A-4・ 5グ リットに位置する。 S15、 S16と 重複関係があり、 S

14のほうがいずれよりも新しい。平面形は長方形である。ピットは 5個認められるが、主柱

穴は明確でない。カマドは北壁中央に設けられており、東側の袖が確認された。床面北東部に

は焼土面がみられる。

遺物は総数 143点出土しており、土師器破片が多数を占める。床面から出上した 3点の上師

器の破片には図化できるものはないが、製作にロクロが使用されている。第 10図、第 11図に

は埋土から出土した 7点の遺物を示した。須恵器不には、器形的に体部がやや丸みをもって外

傾し、日縁部が外へ開くE-3と 、体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾するE-4

がある。底径口径比は、E-3(0.33)と E-4(0.41)と 違いはあるが、器高口径比 (E―

3:0.30、 E-4:0.28)は近似している。内面は、ともに体部と底部の境に屈曲をもたない。

また、内面の体下部～底面にはロクロ痕とは異なる調整痕が認められる共通性もあり、E-4

にはその工具痕も観察される。土師器甕D-19。 20に は大小がみられる。また、把手付の体部

破片 (D-21:写真 68)も 出土している。

遺物の多くは埋± 1層からの出上であるが、図示した甕D-19の ように住居南西隅から破片
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土層註記 ユ 10Y R%明黄禍色シルト,黒色上をブロック状に少量含む
2 10Y R%明焚椅色ンルト,黒色上を多量に含む
3 10Y R%褐色シルト,黄褐色をブロック状に少量合む,炭
を含む
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第13図  S15平面図・セクション図

がまとまって出上したものがあることや、第 18図 に示すように埋± 1層の厚さは 5cm以下と

薄いことから、これらの多くは住居廃絶時に伴う可能性が高い。

S15(竪穴遺構):A-5グ リットに位置する。S14と 重複関係があり、S15の ほうが古

い。平面形は長方形を呈すると推定される。

遺物は総数 29点出土している。多数を占める土師器破片には製作にロクロを使用したものは

認められない。 3点 を第 12図に示した。床面からは土師器郷 (C-1)が出上しており、住居

廃絶時に伴うものと考えられる。埋± 1層からは土玉 (P-2)、 砥石 (K-3)と ともに、写

真 68に示すように土師器不破片 3点 (C-2・ 3・ 4)な どが出上している。土師器邪C-1

～ 4に は、胎上の類似性と、黒色仕上げ処理が施されている共通性が認められ、C-2～ 4も

この住居に伴う可能性がある。これらは、口縁部が内傾し、日縁部と体部の境に段のあるC―

1・ 4と 、稜のあるC-2・ 3に分けられる。国縁の立ち上がりには、内傾するもの (C-1)

と直立するもの (C-2～ 4)がある。

S16(竪 穴遺構):A・ B-5グ リットに位置する。天地返しにより、遺構の残存状況は良好

ではない。S14と 重複関係がある。 S16の ほうが古い。平面形は方形を基調とすると推定

される。

遺物は総数 31点出土しており、すべて土師器破片である。製作にロクロを使用したものは認

められない。床面からの出土遺物はない。埋± 1層から出上した土師器邪の破片 2点 (C-5。

6)を写真 68に示した。 2点には、胎上の類似性と、黒色仕上げ処理が施されている共通性が

認められる。ともに口縁部と体部の境に段があり、口縁の立ち上がりは、C-5が 内傾、C―

6が直立している。

S17(竪 穴住居跡):A・ B-6グ リットに位置する。天地返しにより、床面の残存状況は良

好ではない。平面形は方形と推定される。ピットは 4個認められ、それぞれ主柱穴と考えられ

る。



B4誂 5G
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引
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-1200m

土層註記 1 10Y R/鈍 い黄褐色ンルト,loY R%明 黄褐色シルトを全体に
多く合み10Y R%鈍い黄掲色シルトを部分的に少量含む。

第14図  S1 6平面図・セクション図              m

遺物は総数 16点出上しており、多数を占める土師器破片には、製作にロクロを使用したもの

は認められない。床面からの出土遺物はない。

S18(竪 穴住居跡):A・ B-4・ 5グ リットに位置する。 S14、 SD7、 SK4と重複関

係があり、S18が そのいずれよりも古い。天地返しにより、遺構の残存状況は良好ではない。

平面形はやや南北に長い方形を基調としている。ピットは 5個認められ、 Pl～ 4が主柱穴と

考えられる。南辺はSD7に よって切られているが、中央にはわずかに焼土面が認められ、カ

マドは南側に設けられていた可台をl■がある。

遺物は総数 148点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。第 12図には、床面から出土した土師器 2点を図化した。C-7は 小型の壷で

ある。広口で、日縁部がやや長い。外面はヘラケズリ、内面はヘラナデ、ヨコナデによって調

整されている。C-7は 2点が接合している。C-8は甕である。口縁部 と体部の境は明際で

はない。体部外面には部分的に縦方向のヘラナデが認められる。C-9(写 真 68)は床面出土

の上師器不の破片である。日縁部が直立し、回縁部と体部の境に段がみられる。

S19(竪 穴住居跡):B-3・ 4グ リットに位置する。天地返しにより、床面は残存しておら



ず、掘 り方と貼床埋上を検出した。S123、 SD7と 重複関係があり、S19が S123よ り新

しく、SD7よ り古い。平面形は方形を基調とすると推定される。ピットは 6個認められ、P

2・ 3・ 5が主柱穴と考えられる。

遺物は総数 232点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。第 20図 には、貼床 (埋± 1層)から出上した土師器邦破片 1点 (C-10)を

図化した。 C―■ (写真 68)の上師器不破片とともに、胎土は緻密で細かく、口縁部が内傾し、

口縁部と体部の境に稜がみられる。C-10は 内外面に黒色仕上げ処理が施されている。

S110(竪穴住居跡):A-1グ リットに位置する。S111と 重複関係があり、S110のほう
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がS111よ りも新しい。平面形は方形を基調とすると推定される。カマドは北壁中央に設けら

れている。

遺物は総数 137点出上しており、土師器破片が多数を占める。第 20図 には土師器甕 1点 (D―

22)を 図化した。小型の甕である。製作にロクロを使用している。カマド焼面と床面との接合

関係が認められる。床面出上のものは小破片である。E-5(写 真 68)は須恵器甕が焼成時に

溶着したものの破片である。外面にはともに平行叩き目がみられる。

S111(竪穴住居跡):A・ B-1・ 2グ リットに位置する。S110と重複関係があり、SI

llのほうが古い。天地返しにより、床面は部分的にしか残っていない。平面形は南北にやや長

い方形である。ピットは 11個認められ、Pl～ 4が主柱穴、P9が貯蔵穴と考えられる。カマ

ドは焼土面の位置から、南壁中央部のやや西側に設けられていたと推定される。床面は 2層上

面である。

B3誂 4G

1 10Y R%明 黄褐色シルト
黒色上をブロック状に多量に含む。炭化物(炭)を少量含む。

10Y R%鈍 い黄褐色ンルト

10Y R%明 黄褐色シルトを粒状〔多く含む。

10Y R%鈍 い黄褐色シルト

10Y R%褐 色砂質シルトを部分的に多く合む。

1 10Y R/鈍い黄褐色シルト
2 10Y R%明 黄褐色ンルトを小プロック

状に多く合む。

0               2m

第17図  S19平面図・セクション図
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砂質ンルトを粒状に多く合む。
2 10Y R%褐 色砂質シルト,ユ OYR%明黄掲色
砂質シルトを粒状に多く含む。

0               2m

S110平面図・セクション図

遺物は総数 470点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。第 20図 には 7点を図化した。床面から出土した土玉(P-3)は直径 4.5mm

と小さい。Plか らは土師器甕 (C-17)、 P9か らは土師器甑 (C-16)が 出上している。C―

17は、回縁部が外反し、体部中央が膨らむ器形の甕である。口縁部から体部にかけて段は形成

されていない。外面は刷毛目ののちヘラナデによる調整が行われている。最大径は体部中位に

ある。C-16は 回縁部、体部が外傾する無底式の甑である。口縁部から体部にかけて段は形成

されていない。埋± 1層からは4点の上師器不 (C-12～ 15)が出土しており、胎土の共通性

が認められる。しかし、これらは、それぞれ器形的に異なり、日縁部が内傾し、体部との境に

段のあるC-12、 稜のあるC-13、 口縁部が直立し、体部との境に稜のあるC-14、 口縁部が

外傾し、体部との境に段のあるC-15に分けられる。調整では、C-12～ 14(内外面口縁部ヨ

コナデ、体部外面ヘラケズリあるいはそののちヘラミガキ、体部内面ヨコナデあるいはそのの

ちヘラミガキ)と 、C-15(内 外面口縁部ヘラミガキ、体部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、

体部内面ヘラミガキ)に は違いが見られる。また、 C-12・ 13は内外面に黒色仕上げ処理が施

されている。C-15の内面には黒色処理は施されていない。

床面からの出土土器には図化できるものはないが、Pl出上の上師器甕C-17と P9出上の

上師器甑C-16は、住居廃絶時に伴うものと考えられる。また、埋± 1層出上の上師器不 4点

については、いずれも破片資料であるが、埋上が薄いことなどから、この住居に伴う可能性が

考えられる。
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10Y R%鈍 い黄掘色砂質シルト

炭化物焼土を部分的に合む。
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セクション図
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S112(竪穴住居跡):A・ B-2・ 3グ リットに位置する。SA3と 重複関係があり、 S112

のほうが古い。天地返しにより、床面は部分的にしか残っていない。平面形は南北にやや長い

方形を基調としている。ピットは 7個認められる。

遺物は総数 365点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。第 26図には4点を図化した。床面からは須恵器盤 (E-6)と 、図化してい

ないが、土師器邦 (C-20:写真 69)が出土している。どちらも破片である。E-6は 推定回

径 19.lcmo C-20は 体部から口縁部にかけて直立気味に立ち上がる大型の不の破片である。

埋± 1層からは、土師器邦 C-18、 土師器甕 C-19、 鉄鏃N-1が 出土している。C-18は、

体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾し、口縁端部がわずかに外へ開いている。外面

体下部に段が形成されているが、内面には認められない。C-19は、口縁部が外反し、体部が

膨らむ器形の甕である。日縁部と体部の境には軽い段が形成されている。

床面出上の須恵器盤E-6は住居廃絶時に伴うと考えられる。また、図示した 2点の土師器
については、埋上が薄いことなどから、この住居に伴う可能

′
性がある。

S113(竪穴遺構):A-2グ リットに位置する。S111、 S112と 重複関係があり、S113

のほうが両者より古い。天地返しにより、遺構のほとんどは残存していない。床面は 2層上面

である。

遺物は総数 59点出上している。すべて土師器破片であり、製作にロクロを使用したものは認

められない。埋± 1層出土遺物には図化できるものはなく、埋± 2層 (掘 り方)出土の上師器

不 C-21を図示した。C-21は、体部から回縁部にかけて丸みをもって立ち上がっている。内

面の口縁直下に稜線が形成されている。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部から底部の内外

面はヘラケズリのちヘラミガキである。

S114(竪穴住居跡):A・ B-16グ リットに位置する。 S125、 SBl、 S D ll、 S K 19、

S K 20と重複関係があり、S114は 、 S125、 SBl、 S D llよ り新しく、 S K 19、 SK

20よ り古い。平面形は正方形である。ピットは 7個認められ、P4が貯蔵穴と考えられる。カ

マドは、西壁中央部のやや北側に設けられている。

遺物は総数 618点出土しており、土師器破片が多数を占める。床面から出土した 76点の上師

器には図化できるものはないが、その製作にはロクロが使用されている。なかには、内面に黒

色処理の施された邦破片も数点ある。第 26図には埋± 1層から出土した須恵器不E-8と砥石

K-4を 図示した。また、臼玉 (K-33:第 70図)も 出上している。

S115(竪穴住居跡):A・ B-14グ リットに位置する。 S116、 S126と重複関係があり、

S115の ほうが両者より古い。平面形は正方形である。ピットは 12個認められる。主柱穴は

明確でないが、P5と P8は貯蔵穴と推定される。カマドは東壁北側に設けられており、焼土
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第22図  S113平 面図・セクション図

面と北側の袖のところに礫 2個、短い煙道が確認された。埋土は 2層に分かれている。埋± 1

層下部には、灰白色火山灰が層厚 1～2cmで 2層上面を覆うように堆積している。

遺物は総数 1396点出上しており、土師器破片が多数を占める。埋土出土遺物は、灰白色火山

灰の上下で大きく二つに分けられる。第 26図 。27図・28図には、主に埋± 2層 と、床面及び

ピット出土遺物 16点 を図示した。土師器はすべて製作にロクロを使用している。

床面からは土師器不D-23、 P■ からは耳皿D-34が出上している。D-23の器形は、体

部から口縁部にかけてやや円みをもって外傾しており、内形線は体部と底部の境に屈曲をもっ

ている。底径口径比 :0。 45、 器高口径比 :0.37。 体部下端と底部は手持ちヘラケズリ調整が行

われている。D-34は燻し焼成されている耳皿で、内外面とも黒色を呈する。ロクロ形成のの

ちヘラミガキなどの調整は行われておらず、土師器とは異なる。

埋± 2層からは土師器の不 (D-24～ 26、 28)、 甕 (D-29～ 31)、 甑 (D-32)、 壺 (D-33)、

須恵器邪 (E-8～ 10)が出上している。邪D-24～ 26、 28に は器形的な類似性が認められ、

体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾しており、D-25に は口縁端部がやや外へ開く

違いはあるが、内形線はいずれも体部と底部の境に屈曲をもたない。底径口径比 (D-24:0.41、

D-25:0.39、 D-26:0.35、 D-28:0.40)と器高口径比 (D-24:0.33、 D-25:0.36、

D-26:0.35、 D-28:0.31)で は、D-26の回径底径比がやや河ヽさいが、他はそれぞれ近い

数値となっている。底部は、すべて回転糸切 り無調整である。また、D-24～26と D-28に は

大きさの違いが認められることから、不に大小 2種類のあることも知られる。E-8～ 10は、

器形的にそれぞれ異なる。口縁部から体部にかけては、E-8は やや丸みをもって外傾し、口

縁端部が外へ開き、E-9は丸みをもってそのまま外傾し、E-10は外傾している。内面は体
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2 10Y R%に ない黄橙色シルト,

暁土 を少量含む。

土層註記
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シルト

第24図  S114セ クション図

部と底部の境に屈曲をもつE-8・ 9、 屈曲をもたないE-10に分けられる。底径口径比 (E―

8:0.39、 E-9:0.46、 E-10:0.44)と 器高口径比 (E-8:0。 29、 E-9:0.33、 E―

10:0.34)で は、E-9と 10の 数値は近似するが、器形とともに大きさの違いが認められる。

底部は、すべて回転糸切り無調整である。また、E-8・ 9の内面体部下半から底部にかけて、

E-10の内面体部下半には、ロクロ痕とは異なる調整痕が認められ、E-8・ 9では工具の痕

跡も観察される。D-29～ 31に は、土師器甕の大小がみられ、小型の甕D-30の 内面にはヘラ

ミガキののち黒色処理が施されている。D-32は底部を欠損しているが、把手付の甑と推定さ

れる。日径 22 cmを測る。器形は、体下部は外傾、体上部は直線的に立ち上がり、日縁は外へ

開いている。 2個の把手は小さく、先端は上方を向いており形骸化している。D-33は壷と考

えられる。

埋± 1層からは、土師器邪D-27と砥石K-5の ほか、平瓦破片 1点 (G-2:写真 70)や

赤焼土器の破片 2点などが出土している。G-2は狭端部付近の平瓦破片である。製作上の痕

跡は、凸面では全面に縦方向の縄叩き目とその叩き目の潰れ、凹面では細かい布日とそれを消

す全面的なナデがみられる。凹面側縁にはヘラケズリにより面取りは行われていない。再利用

されており、凸面の中央部に磨面が認められる。

これらの出土遺物のなかで、床面から出土している土師器不D-23は住居廃絶時に伴うもの

と考えられる。埋土中出土遺物については、図示した 2層出上の土器は床面直上からの出上で

あり、層厚が薄いことや、残存率の高いものが多く、この住居に伴う可能性が高い。

S116(竪穴住居跡):A・ B-13・ 14グ リットに位置する。 S115、 S126、 SA2と 重複

関係があり、S116は、S126よ り新しく、S115、 SA2よ り古い。平面形は方形を基調

としていると推定される。ピットは 6個認められる。主柱穴は明確でないが、Plは貯蔵穴と

推定される。

遺物は総数 947点出上しており、土師器破片が多数を占める。遺物のほとんどは埋± 1～ 3

層から出上している。第 28図・30図には 12点を図示した。上師器はすべて製作にロクロを使

用している。

土層註記

1 5YR%橙 色シルト,
焼土 炭を多く含む。

土層註記

1 10Y R%黄 褐色シルト

o               2m
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床面からは土師器不D-35、 Plか らは須恵器壺E-14が出上している。D-35の器形は、

体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾し、口縁端部が外へ開いており、内面は体部と

底部の境に屈曲をもっている。底径口径比 :0.50、 器高口径比 :0.33。 底部には回転糸切り痕

がそのまま残されており、調整は体部下端にのみ手持ちヘラケズリが行われている。E-14は、

口縁は外反するが、端部を欠損しており、体部は算盤玉状を呈する丸底の広口壷である。外面

は、体上部に回転ヘラケズリ、体下部に叩き日、底部は手持ちヘラケズリによって調整されて

いる。

埋土中からは、土師器の不 (D-36・ 37)、 甕 (D-38)、 須恵器邪 (E-12・ 13)、 灰釉陶器

長頸瓶 (I-1)、 砥石 (K-6・ 7)、 石製模造品 (K-8)、 土玉 (P-4)、 軒丸瓦 (F―

2:写真 71)が出上している。D-36と D-37に は器形的な類似性が認められ、体部から口縁

部にかけてやや丸みをもって外傾し、内面は体部と底部の境に屈曲をもっている。底径口径比

はD-36:0.47、 D-37:0.52、 器高口径比はD-36:0.30、 D-37:0.34と やや異なる。D一

37の方が器高が高く、日径も大きい。D-36は底部 :回転糸切り無調整、D-37は体下部から

底部を回転ヘラケズリによって調整されている。D-37の底部内面には井桁状にヘラミガキが

施されている。E-12・ 13は、器形的にD-36と類似する。E-13は体部から口縁部にかけて

直線的に外傾する点で異なるが、E-12と ともに底径口径比 (E-1210.48、 E-13:0.47)、

器高口径比 (E-12:0.28、 E-13:0.30)は 近似する数値を示している。E-12は D-36よ

りわずかに大きいが、ほぼ同じ器形、法量の不といえる。底部は、E-12が回転ヘラ切り無調

整、E-13が回転糸切り無調整である。 I-1は高台の付く長頸瓶である。器厚は頸部から体

上部にかけて 5～6mmと薄い。体部は球形に近く、最大径は上半部にあり、頸部は下端が細 く、

直線的にやや外傾して立ち上がり、口縁部が外へ開いている。日縁端部は欠損している。接合

痕は体部と高台部、頸部と体部の境に認められる。外面体中～下部は回転ヘラケズリによって

調整されている。釉は顕部から体上半部にみられる。F-2は陸奥国分寺跡 (伊東他 :1961)

で、重弁蓮花文鐙瓦Ⅵ類として分類されている軒丸瓦の瓦当部である。再利用されており、瓦

当面の裏側に磨面が認められる。

これらの出土遺物のなかで、床面から出土している土師器不D-35は住居廃絶時に伴うもの

と考えられる。埋土中出土遺物については、図示した 2層出上の上器は床面直上からの出土で

あり、層厚が薄いことや、残存率の高いものが多く、この住居に伴う可能性が高い。

S117(竪穴住居跡):B-14・ 15グ リットに位置する。住居中央部に攪乱が入っており、遺

構の残存状況は良好ではない。SBl、 S D 12と 重複関係があり、S117は、S D 12よ り新

しく、SBlよ り古い。平面形は方形を基調としている。ピットは9個認められる。主柱穴は

Pl、 P2、 P6は貯蔵穴と推定される。カマドは北壁中央部に設けられているが、燃焼部は
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魔 を部分的に多く含む。
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_AP 51‐ 1l mm

_A IP3 
～

11.80ね

甥
1 10Y R/鈍い黄掘色―シルト
尿化物・焼上を少量含む

摯  P6 任 H.80m

l 10Y R%掘色シルト,

1.

第29図  S116平面図・セクション図



残っておらず、煙道の一部と煙出しのピットが確認された。東西の壁際には周清が検出されて

いる。床面は 4層上面である。埋土は 3層に分かれるが、人為的な堆積状況を示している。

遺物は総数 1776点出上しており、土師器破片が多数を占める。遺物の多くは埋± 1・ 2層か

ら出土している。第 30図・32図 には 10点 を図示した。土師器はすべて製作にロクロを使用し

ている。

床面からは土師器邪D-39が出土している。D-39の器形は、体部から口縁部にかけてやや

丸みをもって外傾し、日縁端部が外へ開いており、内面は体部と底部の境に屈曲をもっている。

底径口径比 :0.48、 器高口径比 :0.31。 体部下端 と底部には手持ちヘラケズリによる調整が行

われている。

埋土中からは、土師器の不 (D-40。 41)、 甕 (D-42・ 43)、 須恵器不 (E-15)、 土玉 (P―

5)、 鉄製品(N-2～ 4)が出土している。D-40は D-39と器形的に類似し、底径回径比 :

0.47、 器高口径比 :0.31も ほぼ同じ数値を示し、体部下端と底部の調整も共通する。しかし、

D-40の器厚は薄く、口縁端部がより外方へ開いている点では異なっている。内面底部のヘラ

ミガキは井桁状に行われている。D-41は 、D-39・ 40と 比べて大きく、底径口径比 :0.41、

器高口径比 :0.37も 異なっている。器形としては、体部から口縁部にかけてやや丸みをもって

外傾し、内面は体部と底部の境に屈曲をもっている。体部下端と底部には手持ちヘラケズリに

よる調整が行われている。E-15の器形はD-39・ 40と 類似するが、口縁端部がそのまま外傾

している点で異なる。底径口径比は 0.48、 器高口径比は 0.28であり、D-39・ 40と 比べると

やや浅い。底部は、回転糸切 り無調整である。D-42・ 43の甕には大小の違いがみられる。N―

2～ 4の鉄製品については、N-2が 鉄斧、N-4が 刀子で、N-3は馬具の轡を構成する喰
と推定される。

これらの出土遺物のなかで、床面から出上している土師器邦D-39は住居廃絶時に伴うもの

と考えられる。埋土中出土遺物については、前述のように埋± 1～ 3層には人為的な堆積状況

が認められることから、住居廃絶後、それほどの時間差をもたないことが推定される。

S118(竪穴住居跡):A・ B-17・ 18グ リットに位置する。 S121、 S D 10、 S K 16と 重
複関係があり、S118は、S121よ り新しく、S D 10、 S K 16よ り古い。平面形は方形を基

調としている。ピットは 5個認められる。カマドは北壁中央部東寄りに設けられている。床面

は4層上面である。

遺物は総数 697点出上しており、土師器破片が多数を占める。遺物の多くは埋± 1・ 2層か

ら出土している。第 32図・34図には 6点を図示した。土師器はすべて製作にロクロを使用して

いる。

カマドからは土師器甕 (D-45。 46)、 須恵器不 (E-16・ 17)が出上している。E-16と 17
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3層  10Y R%明 黄褐色粘土質シルト,loY R%鈍 い黄褐色ンルトを小プロック状に合む。
4層 10Y R%灰 黄褐色シルト,黄掘色上を多量にブロック状に含む。
5層 10Y R%褐 色シルト,黄褐色土を細かなプロック状に含む。

P2:ユ 層 10Y R/褐 色粘土質シルト,10Y R%明 黄褐色シルトを小ブロック状に合み炭化物 焼上を少量含む。
2層  10Y R/鈍 い黄褐色粘土質ンルト,loY Rえ 明黄掘色シルトを小ブロック状に合み炭化物 焼上を少量含む。

郷m   _A  P8   任11_ωm   摯

1層 loY R%褐 色シルト
,

2層  loY R%黄 褐色シルト
3層 10Y Rχ 鈍い黄褐色シルト
4層  10Y R%鈍 い黄褐色シルト
5層  10Y R%黄 褐色シルト

1層  10Y R%暗 褐色ンルト,
炭化物・焼土を多量に合む。

2層  10Y R%に ぶい黄褐色粘上質
シルト,焼上を少量合む。

3層  10Y R%に ない黄褐色シルト,
炭化物 焼上を少量合む。

4層 10Y R%明 黄褐色シルト,
炭化物を少量合む。

第31図  S117平面図・セクション図

恥洗16

1層  10Y R%黒 掘色シルト
炭 焼上を含む。

2層  10Y R%黄 褐色砂質シルト
炭を多く含む。

3層  10Y R%黒 褐色ンルト
炭を含む。
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には、器形的にE-17の 口縁端部が外へ開いていることや底径口径比 (E-16:0.49、 E-17:

0.54)にやや違いはみられるが、大きさや器高底径比 (E-16:0。 28、 E-17:0.26)は近似

し、ともに内面は体部と底部の境に屈曲をもっている。底部は、E-16が手持ちヘラケズリに

よる調整、E-17は 回転ヘラ切り無調整である。土師器甕には、回縁部と体部の径がほぼ同じ

D-46と 、日径に対して体部の径が大きいD-45と いう2つの器形のあることが知られる。

埋土中からは、土師器甕 (D-44)と 須恵器不 (E-18)が出上している。D-44の外面体

部上半には平行叩き目がみられ、内面には回転刷毛目が施されている。E-18は再過熱を受け

ており、底部は火はねにより器面が象1落している。大きさや器形はE-16と ほぼ同じで、底径

口径比 :0.49、 器高口径比 :0.30も 近似している。

これらの出土遺物のなかで、カマド埋土から出土している4点の上器は住居廃絶時に伴うも

のと考えられる。また、E-18(埋± 2層出土)は、第 33図でも知られるように床面直上から

出土しており、この住居に伴う可能性が高い。

S119(竪穴住居跡):B-17・ 18グ リットに位置する。調査区南壁際に攪乱が入っている。

S D 10と 重複関係があり、S119は、S D 10よ り古い。平面形は方形を基調としていると推

定される。ピットは 1イ回認められる。カマドは東壁北端部に設けられている。

遺物は総数 116点出上しており、土師器破片が多数を占める。遺物の多くは埋± 1層から出

土している。第 34図には床面から出上した 2点を図示した。

土師器邪D-47は 、製作にロクロが使用されており、器形は体部から口縁部にかけてやや丸

みをもって外傾し、内形線は体部と底部の境に屈曲をもっている。底径口径比 :0.45、 器高口

径比 :0.41と やや深い。体部下端から底部にかけて手持ちヘラケズリによる調整が行われてい

る。土師器甕D-48は 、製作にロクロが使用されていない。口縁部内外面はヨヨナデ、体部外

面は刷毛目、内面はヘラナデが施されている。最大径は体部上半にある。

S120(竪穴住居跡):A-18・ 19グ リットに位置する。住居南辺から東辺南端部にかけて攪

乱が入っている。S121、 SD8と 重複関係があり、S119は 、S121よ り新しく、SD8

より古い。平面形は南北にやや長い方形を基調としている。床面は新・古 2面が検出されてい

る。第 36図のセクションにおいて、 3層上面を床面とする住居跡をS120a、 2層上面を床

面とする住居跡をS120bと した。ピットは 8イ固認められ、Pl～ 4は S120bに 伴う。 P

5～ 8は どちらの住居に伴うか明確でない。カマドはS120a・ 20bに伴い、東壁南寄りに設

けられている。S120bの カマド燃焼部の左右の壁には、それぞれ平瓦が用いられている。ま

た、東壁北寄りにも煙道と思われる遺構があり、その底面のレベルからはS120bに 伴うと考

えられるが、それを煙道としてカマドが作られた痕跡は認められず、その埋土には炭や焼土は

含まれず、主に基本層H層がブロック状に入っており、煙道を作る際に崩落した可含Z陛がある。
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la 10Y R%鈍 い黄掘色シルト,炭 を多量に合む。
ユaそ 10Y R/鈍い黄褐色ンルト,焼上を多量に含む。
lb 10Y R%暗 褐色シルト,炭 を少量合む。
lc 10Y R%暗 褐色土をブロック状に多量に含む。
ld 10Y R勉褐色シルト黄褐色上をブロック状に少量含む。
2 10Y R%粘土質シルト
3 10Y R%鈍い黄褐色ンルト,焼土粒・炭を多量に含む。
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｀ 十

1 10Y R%暗褐色シルト,黄褐色上をブロック状に多量に合む。
2 10Y R%褐色シルト,黄褐色土黒色上をブロック状に多量に含む。

土層註記

嘱絲 盲熱緒4

5 10Y R%灰黄褐色シルト灰,焼土粒 炭化物を含む。
6 10Y R%褐色シルト黄褐土をブロック状に多量に合む。

0                2m

第35図  S119平面図・セクション図

遺物は総数 1994点出土しており、土師器破片が多数を占める。それらはS120 a o20 bそ

れぞれに伴う遺物と、 S120b埋土出土遺物に分けられる。第 37図・第 38図 には 14点 を図

示した。上師器はすべて製作にロクロを使用している。

S120aで は、ヵマド燃焼部に近い床面から須恵器邪 E-20、 カマド埋土から須恵器不 E―

23、 埋± 2層から土師器甕D-51が出土している。E-20。 23は、ともに器形的に、体部から

口縁部にかけてやや丸みをもって外傾し、内形線は体部と底部の境に屈曲をもっているが、大

きさや、底径口径比 (E-20:0.48、 E-23:0.39)と 器高口径比 (E-20:0.25、 E-23:

0.44)は異なっている。須恵器不の大小と理解される。底部は、E-20は手持ちヘラケズリ、

E-23は 回転糸切り無調整である。

S120bで は、カマド燃焼部底面から須恵器イ E-19・ 21、 丸瓦 F-3、 床面から土師器甕

D-52、 P3か ら土師器不D-50が出上している。D-50の器形は、体部から口縁部にかけて

やや丸みをもって外傾し、口縁端部がやや外へ開き、内面は体部と底部の境に屈曲をもってい

る。底径口径比 :0.47、 器高口径比 :0.38。 底部は、手持ちヘラケズリが行われている。 E―

19・ 21は 口径、器高ともほぼ同じで、器高口径比 (E-19:0.27、 E-21:0。 29)も近似する。

器形は、体部から回縁部にかけてやや丸みをもって外傾し、口縁端部がやや外へ開くE-19と、

土層註記



la 10Y R%掘 色シル ト,黄撮色土をプロック状に少量合む。
lb 10Y R/鈍 い黄褐色シルト,黄掲色土黒色土をブロック状に合む。
lc 10Y R%鈍 い黄褐色シルト,黄褐色土をブロック状に多く含み
煙道部分では黄褐色上のプロックは特に多い。

ld 10Y R%鈍 い黄褐色ンルト,黄掘色上をブロック状に多量に含む。
le 10Y R%鈍 い黄橙色シルト,焼土を多量を含み炭を含む。
lr 25Y%褐 色シルト,黒色の灰を多量に合む。ほとんど灰層。
18 10YRχ褐灰色灰層。

A´
1160m

lh 10Y R%暗 褐色 ンルト,炭 焼土を含む。
11 黒色の灰層 (Pl)
2a110Y R%褐 色シルト,黄褐色上を横 じま状に合む。
2a争 loY R/鈍 い黄褐色シルト,黄褐色上をブロック状に多量に含む。
炭焼土を合む。

2b 75Y%褐 色シルト焼土粒を合む。
2c 10Y R%鈍 い黄掘色シルト,黄褐色土をブロック状に多量に含む。
炭 焼上 を多量に含む。
2d 黒色の灰層 灰を含む。
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①
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1 10Y R%鈍い黄褐色シル ト黄
褐色上をプロック状に合む。

2 10Y R%鈍 い黄褐色シル ト黄
褐色上をブロック状に合む。

3 10Y R%明 黄褐色シル ト。

1 10Y R%褐灰色シルト炭を
プロック状に含む。

75YR%褐色シルト炭焼土粒を含む。
75YR%灰掘色粘土質シルト炭焼土粒を多量に合む。
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直線的に外傾するE-21の違いはみられるが、内面はともに体部と底部の境に屈曲をもってい

る。底径口径比はE-19:0.52、 E-21:0.46。 底部は、E-19が回転糸切り無調整、E-21

が回転ヘラ切り無調整である。E-19は再火熱を受けており、褐色を呈している。

また、カマド燃焼部の南壁には平瓦G-3、 北壁には平瓦G-4が用いられている。ともに

凸面を燃焼部側に向け、狭端を上にして据えてある。G-3は完形品、G-4はやや欠損して

いるが、取上げ時にはすでにいくつかに割れていた。 2枚の瓦の平面形は、細長い台形状を呈

している。色調は、G-3は うすい黄褐色、G-4は灰色～黒色である。G-3の凸面の狭端

から約 2/3は熱を受けたため、剣落しているところや黒斑がみられる。凹凸両面に残された製

作上の痕跡はほぼ共通している。凸面には、縦方向の縄叩き目が全面にみられるが、叩き目の

つぶれが観察されるところがある。その場所は、左右両側縁付近に部分的と、広端側縁付近か

ら瓦中央へ向けての部分がある。つぶれているところに明確な木目圧痕はみられない。凹面に

は、細かい布目が全面にみられるが、布目を消す指ナデ状の痕跡が観察されるところがある。

その場所は、狭端付近と、広端側縁付近から瓦中央へ向けての部分である。側縁の調整は、広

端左右の角を取るような面取りと、凹凸両面からの側縁の面取りがヘラケズリによって行われ

ている。凹面側では、G-3は左右上下の 4辺、G-4は左右の 2辺が面取りされており、ヘ

ラケズリの方向はG-3は時計回り、G-4の 2辺の方向はG-3と 同じである。凸面側と凹

面側では、凹面側の面取りのほうが弱い (註 1)。

S120b埋土からは、土師器不D-49、 須恵器郷 E-22、 須恵器の底部E-24(壷 ?)砥石

K-9が 出上している。D-49の器形はE-19と類似しており、底径口径比 :0.50、 器高口径

比 :0.30も近似しているが、回径がやや小さい。底部の切り離しは回転糸切りによって行われ

ており、そののち体部下端から底部が手持ちヘラケズリによって調整されている。再火熱を受

けており、色調は赤褐色を呈する。E-22の器形はE-20と 類似しており、日径もほぼ同じで

ある。底径口径比 :0.55、 器高口径比 :0.29。 底部は回転糸切りののち手持ちヘラケズリが行

われている。この他、埋土中からは弥生土器 4点 (B-1・ 3～ 5:写真 80)、 石器 5点 (K―

26～30:写真 80)も 出上している。

これらの出土遺物と住居との関係については、S120a廃絶時には床面及びカマド埋土から

出土した須恵器不 E-20。 23が伴い、S120b廃絶時にはカマド燃焼部底面及び床面から出土

した須恵器邪 E-19・ 21、 土師器甕D-52、 丸瓦 F-3、 P3出土の上師器邪D-50が伴うも

のと考えられる。また、S120bのカマドに用いられた平瓦G-3・ 4は この住居の構築時に

伴い、S120a廃絶時に伴うE-20・ 23、その可能性のある埋± 2層から出上した土師器甕D―

51と それほどの時間差はないと推定される。S120b埋土から出土したD-49、 E-22につ

いては、D-50、 E-19・ 21と 器形的な類似性などが認められることから、この住居に伴う可
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能性がある。

S121(竪穴住居跡):A・ B-17・ 18グ リットに位置する。 S118、 S120、 S K 14、 SK
15、 S K 16、 S K 17と 重複関係があり、S121は、S K 17よ り新しく、他のすべての遺構よ

り古い。残存状況は良好ではないが、平面形は方形を基調としていると推定される。ピットは

2個認められる。

遺物は総数 562点出土しており、すべて土師器破片である。製作にロクロを使用したものは

認められない。図化できるものはなく、写真 73に埋± 1層から出上した土師器C-22を示し

た。体部破片であり、器形を推定すると、丸みをもって外傾しており、外面には段があり、内

面にはそれに対応する段や屈曲はみられない。外面の段より下は手持ちヘラケズリ、内面はヘ

ラミガキが施されている。再火熱を受けているためか、内面は褐色を呈している。

S122(竪穴住居跡):A-19グ リットに位置する。SD8、 S D 13、 S D 14と 重複関係があ
り、S122は、 S D 13、 S D 14よ り新しく、SD8よ り古い。また、重複するピットも多い
が、S122の ほうがそれらより古い。平面形は方形を基調としていると推定されるが、南辺は

直線的でなく、わずかに弧状を呈する。ピットは 8個認められ、P2と P4が主柱穴と考えら
れる。住居北西端には壁際からの張出しがみられ、袖とも考えられること、その近くのP5に

は焼土、炭が含まれていることから、カマドは西壁に設けられている可能性もある。床面は 9

層上面である。

遺物は総数 360点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。遺物の多くは埋± 1～ 3層から出土している。第・図には 5点を図示した。

床面からは土師器邪C-24が出上している。南東コーナー付近からの出土である。器形は、

底部は丸底で、体部から口縁部にかけてやや丸みをもって外傾している。内外面とも底部と体

部の境は明瞭でない。外面体下部は手持ちヘラケズリののち部分的なヘラミガキ、外面上半部

と内面はヘラミガキが施されている。

埋土中からは、土師器のイ C-23、 高不 C-25、 C-26、 臼玉K-10が出土している。この

うち、C-23・ 25。 26は床面直上から出上している。その位置は、C-26が C-24の近くから、
C-23、 25は南西コーナー付近である。C-23は浅い郭で、外面体下部に稜線を形成しており、
口縁部は直線的に外傾している。調整はC-24と ほぼ同じである。C-25は高邦の脚部である。

縦長の透かし孔が 3個認められ、その位置から四方透かしであったと考えられる。外面及び透

かし孔は手持ちヘラケズリによって調整されている。C-26は残存状態が悪く、調整は不明で

ある。この他、埋土中からは弥生土器 2点 (B-2・ 6:写真 80)、 石器 2点 (K-25。 31:写

真 80)力 出ゞ上している。K-25は大型板状安山岩製石器 (斎野 :1992)であり、第 67図 に図

示した。
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1  10Y R%鈍い黄褐色シルト,黄褐色土を細かなブロック状に含む。
2  10Y R%褐色シルト。
3a 10Y R%褐色ンルト黒色土ゑブロック状に合む。
3b 10Y R%暗褐色シルト,黒色土 黄褐色上を細かなブロック状に含む。
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第40図  S122平面図・セクション図

これらの出土遺物のなかで、床面から出上している土師器不 C-24は住居廃絶後に伴うもの

と考えられる。埋土中出土遺物については、床面直上から出土した土師器 C-23・ 25・ 26は、

破片ということもあるが、この住居に伴う可能サ性がある。

S123(竪穴住居跡):B-3グ リットに位置する。天地返しにより床面は残っておらず、掘り

方と貼床埋土を検出した。S19、 SA3と 重複関係があり、S123は両者より古い。平面形

は方形を基調としていると推定される。ピットは 1個認められた。

遺物は総数 38点出土しており、ほとんどは土師器破片である。図化できるものはないが、製

作にロクロを使用したものは認められない。
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S124(竪穴住居跡):A・ B-12・ 13グ リットに位置する。天地返しにより床面は残ってお

らず、掘り方の南東部を検出した。南辺と東辺は直線的であり、住居のプランと符号すると考

えられ、平面形は方形を基調としていると推定される。ピットは 2個認められ、Plは貯蔵穴

と考えられる。南辺にはカマドの掘り方が検出されている。

遺物は総数 228点出上しており、土師器破片が多数を占める。第 44図 には埋± 1層から出土

した土師器の不D-53と甕D-54を 図示した。2点 とも製作にロクロを使用している。D-53

の器形は、体部から口縁部にかけて直線的に外傾しており、内面は体部と底部の境に屈曲をも

たない。底径口径比 :0。 44、 器高回径比 :0.32。 底部は、回転糸切り無調整である。土師器不

底部破片は埋土中から5点出上しており、いずれも底部は回転糸切 り無調整である。この他、

小玉石 (写真 73)、 軒平瓦 (G-5:写真 73)、 平瓦 (G-6:写真 73)、 赤焼土器破片 5点 も

出上している。G-5は軒平瓦の平瓦部であり、凸面には赤彩が認められる。製作上の痕跡は、

凸面では全面に縦方向の縄叩き日と部分的な叩き目のつぶれ、凹面では細かい布目とそれを消

す指ナデ、さらにそれらの上に木目圧痕がみられる。凹面側側縁にはヘラケズリによる面取 り

は行われていない。G-6は狭端付近の平瓦破片である。製作上の痕跡は、凸面では全面に縦

方向の縄叩き日とその叩き目のつぶれ、凹面では細かい布目とそれを消す全面的なヘラナデが

A′
岸 1200m

土層註記  1 10Y R/に ない黄褐色シルト
黒色土をプロ ック状に合む。

第41図 S123平面図・セクション図
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1 1 10YR%褐 色シルト10YR%明 黄褐色ンルトを小ブロック状に含み炭化物を下部に帯状
に含む

2 1 10YR%褐 色ンルト10YR明黄褐色シルトをブロ ック状に多く含む、土器片を少量含む
P-1 10YR%褐 色シルト10YR%黄 掲色ンルトと10Y%明黄褐色 シルトを小ブロ ンク状
に合み焼土、炭化物を少量合む

B′
片-1180m

10YR%褐色シルト
10YR%鋭 い黄橙色シルト
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第42図 S124平面図・セクション図

みられる。凹凸両側縁にはヘラケズリによる面取りが行われている。

S125(竪穴住居跡):A-16グ リットに位置する。 S114、 S K 18、 S K 19と 重複関係が

あり、S125は いずれの遺構より古い。平面形は正方形である。ピットは 1個認められる。

遺物は総数 239点出土しており、土師器破片が多数を占める。製作にロクロを使用したもの

は認められない。床面北東コーナー付近からは土師器 C-27～38がまとまって出上しており、

第 45図 にはそれらとともに埋土中より出土した鉄製品N-5・ 6も 図示した。

土師器の器種には、不 (C-27～ 33)、 壼 (C-34)、 甑 (C-36・ 38)、 甕 (C-37・ 35:写

真 74)、 鉢 (C-39)があり、完形品も多い。

郭はいずれも丸底で、器形的に 4つ に分けられる。口縁部と体部の境の外面に段があり、口

縁が直立するC-27・ 29、 口縁が内傾するC-28・ 30、 国縁部と体部の境の外面に稜があり、

口縁が直立するC-31、 口縁が内傾するC-32・ 33である。C-31の 口縁にはわずかに内傾し

ているところもみられる。C-32の稜線はやや弱い。これら7点の内面は口縁部と体部の境に

外面の段・稜に対応して屈曲をもっている。段のある4点 は、日径は13.8～16.lcm、 器高は

4.4～ 5.5cm(C-28・ 30は推定値)である。口縁部の高さは 1.6～ 1.7cmで、器高に占める

比率は 0.31～ 0.39である。調整は、いずれも口縁部外面と内面がヨコナデ、体部外面がヘラケ

ズリである。C-28は 内面黒色処理、C-30に は内外面に黒色仕上げ処理が行われている。稜



のある3点は、口径は 15.0～ 15。 8cm、 器高は 4.2～ 5.Ocmである。口縁部の高さは 1.0～ 1.4

cmで、器高に占める
'ヒ

率は 0.24～ 0.33である。調整は、いずれも口縁部外面と内面がヨヨナ

デ、体郡外面がヘラケズリであるが、体部には部分的にヘラミガキの施されているものがみら

れる。 C-31・ 32には内外面に黒色仕上げ処理が行われている。胎土は、C-28・ 29を除き、

他の 5点は緻密で細かく明橙色を呈し、砂粒をほとんど含んでいない。C-29は褐色を呈し、

砂粒を含んでいる。器厚も他と比べて厚い。

壺C-34は、日縁を下にして出上している。体部縁辺を打ち欠いており、器台として使われ

ていた可能性がある。器形は、頸部は直立気味に短く立ち上がり、口縁は外反する。体部は球

形状を呈すると推定される。調整は、口縁部内外面をヨコナデ、のち外面に間隔をあけた縦方

向のヘラミガキ、体部外面はヘラミガキ、内面はヘラナデである。胎土は不の多くと同じであ

る。

甕は大小 2種類が出上している。C-35は 回縁部から体上端部の破片である。日縁は外反し

ている。口縁部と体部の境に段はみられない。体部外面はヘラケズリのち部分的なヘラミガキ

が行われている。C-37は 口縁が外反し、体部がやや膨らむ。最大径は回縁にある。胎土は砂

粒を多く含んでおり、比較的脆く、器面の剣落もみられ、調整は明瞭には認められない。体部

上半には刷毛目の痕跡が確認されるが、これが最終調整か否かは明確でない。

甑も大小 2種類が出土している。C-36は底部を欠損しているが、口縁が外反し、体部がや

や丸みをもって外傾している。口縁部と体部の境に軽い段がみられる。体部外面はヘラナデの

ち部分的なヘラミガキが行われている。C-38は 口縁が外反し、体部がやや膨らむ。最大径は

口縁にある。胎土はC-37と ほぼ同じで、調整は明瞭には認められない。体部上半にはヘラナ

デの痕跡が確認される。
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1:7 5YR%褐色シルト、10YR%明黄掘也 シルトを
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土器片も含む

1:10YR%鈍 い黄褐色シルト
黄褐色上をブロノク状に多量に含む炭を含む
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鉢C-39は、平底で、器形は体部から口縁部にかけて丸みをもって外傾しており、口縁端部

が外へ開いている。体部外面はヘラケズリによって調整されている。

埋土中から出土した鉄製品 2点については、N-5は鎌で、N-6は紡錘車と考えられる。

また、出上した土師器破片のなかで、不破片は 19点認められ、それらは前述の邪 4種のいずれ

かであり、胎土も緻密で細かく明橙色を呈し、黒色仕上げ処理の行われているものもある。ま

た、甕の破片では、口縁部と体部の境に段をもつものはなく、体部の調整はヘラケズリあるい

はヘラケズリののち部分的なヘラミガキが行われている。

これらの出土遺物のなかで、図示した床面出上の土師器は一括性が高く、住居廃絶時に伴う

ものと考えられる。また、それらと埋土中出土土師器には、器形、調整などにおいて共通して

いることが認められ、鉄製品 2点についてもこの住居に伴う可能性が高い。

S126(竪穴住居跡):A-13。 14グ リットに位置する。 S115、 S116と重複関係があり、

S126は両者より古い。平面形は方形を基調としている。ピットは 1個認められる。

遺物は総数 60点出土しており、そのほとんどは土師器破片である。製作にロクロを使用した

ものは認められない。第 45図 には埋土中から出上した 3点を図示した。土師器不C-40は丸底

で、器形は体部から口縁部にかけて丸みをもって外傾している。胎土は緻密で細かく明橙色を

呈する。土師器不C-41の器形は、体部と口縁部の境の外面に稜があり、口縁は外反している。
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内面は外面の段。稜に対応して屈曲をもっている。土師器甕C-42の器形は、口縁部、体部と

もに外傾しており、その境は強いヨコナデによって屈曲している。このヨコナデに先行して口

縁部、体部とも刷毛目調整が行われている。

鬱)掘立柱建物跡

SBl:A・ B-15グ リットに位置する。 S114、 S117と 重複関係があり、SBlは両者

より新しい。桁行 3間以上、梁行 3間、建物の方向はN=15° 一Eである。 P4・ 7・ 9に は

柱痕跡が認められる。

遺物は総数 124点出上している。製作にロクロを使用している土師器破片が多数を占める。

図示できるものはないが、写真 74に はP8か ら出土した須恵器不底部破片を示した。底部は回

転ヘラ切り無調整である。

俗)区画施設

SAl:調 査区中央部B-8～ 13グ リットに位置する。SDl・ 2・ 4・ 5・ 6と 重複関係が

あり、SAlは、SD4・ 5。 6よ り新しく、SDl・ 2よ り古い。また、SA2と 接続して

いる。真東西方向に直線的に延びている。埋土は 3層に分かれており、 2層中で径 15 cmほ ど

の柱痕跡を4基検出した。底面近 くの壁はほぼ直線的に外傾しているが、上部では開きが大き

い。 1層 は柱の抜取りに伴う埋土と理解される。 SAlの両側には間隔をあけていくつかのピ

ットがみられる。なかには柱の抜き取りによって切られているものもあり、SAlと の関連′性

が推定される。

遺物は総数 928点出上している。製作にロクロを使用している土師器破片が多数を占める。

土師器には内面黒色処理の施された邪破片も多いが、図示できるものはない。その他、 3層中

より赤焼土器イ体部破片 1点、須恵器郷底部破片 1点 (回転糸切 り無調整 )、 1層中よりF-4

丸瓦 (写真 74)と N-7椀 形滓 (写真 74)が出上している。

SA2:調 査区中央部A・ B-13グ リットに位置する。S116と重複関係があり、SA2は、

S116よ り新しい。また、 SAlと 接続している。N-8° 一Eの方向に直線的に延びている。

埋土は 3層に分かれており、3層上面で径 10～25 cmほ どの柱痕跡を 14基検出した。柱痕跡は

掘り方底面中央にジグザグに配置されている傾向がみられる。 1・ 2層 は柱の抜取りに伴う埋

土と理解される。また、 SA2の主に東側には間隔をあけていくつかのピットがみられる。な

かには柱の抜き取りによって切られているものもあり、SAlと の関連サ性が推定される。

遺物は総数 678点出上している。製作にロクロを使用している土師器破片が多数を占める。

土師器には内面黒色処理の施された邦破片も多いが、図示できるものはない。写真 74・ 75に は

2層から出上したD-55土師器邪底部破片 (回転糸切 り無調整)、 E-26～28須恵器不破片

(E-27:底部手持ちヘラケズリ、E-28:底部回転糸切り無調整)、 F-4丸瓦、G-7平瓦
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甥
上層註記

1 10YR%に ない黄褐色シルト
10YR%灰 黄taJ色粘質シルト
酸化鉄を斑状に多く合む

SAl

土層註記

la 10YR%IP・ 色ンルト黒色土原色上をブロック状に合む

lb 10YR%灰 黄掲色粘質シルト
2 10YR%暗 簡色粘質シル ト、女鶴色土を多く含む
3 10Y R%に ない黄褐色砂、Fl色 J:を部分的に含む。

_A sDl任1180n―B SDl程と1180m

SA2

土層註記

la 10Y R/褐灰色シルト、黄掲色土を細かをブロック状に下部に含む
lb 10YR%褐灰色シルト、黒色土黄褐色上をブロック状に少量合む
2 10YR/灰 白色シルト、黄褐色土をブロック状に多量に含む
3 10YR%灰自色シルト、黄褐色土黒色上をブロック状に多量に合む
4 10YRχ灰自色シルト、黄褐色土を多量に合む

錦  

的

以

塩 m

l 10Y R%灰黄掲色砂質ンルト10YR%鈍 tゝ黄褐色砂質シルトを全体的に多く含み

配化鉄を維大に多く含む

2 10Y R%黄褐色砂質シルト酸化鉄を粒状に含む

3 10YR%砂質シルト10YR%黄橙色砂質シルトを多く合み酸化鉄を粒状に合む
4 10YR%灰 黄褐色砂質シルト10YR》鈍い黄裾色砂質シルトを斑状に多く含み
10Y R%黄 橙色砂質シルトを底部に部分的に含む

SD5 モ 11おOn_A sD6 任 11ぉOn_A sD7任 12 ЮOm

土層註記
1 10YR%灰 黄褐色シルト
10YR%明黄褐色シルト

を斑状に含む

3:10Y R%明 黄褐色砂質ンルト

酸化鉄を部分的に含む

A
SDl  SD4 任1180m‐A

土層註記                          土層註記

1 10Y R%に ない黄掲色シルト、質粘■           1 10YR%灰 黄褐色粘土質ンルト

2 10YR%に ない黄橙色シルト、砂層と互層になる。
3a 10YR%に ぶい黄褐色シルト、黒色土をブロ ノク状に合む
3b 10YR/暗 褐色粘土質シル ト、黒色粘土黄色粘土をブロック状
に多く合む

_A SD8任 1160m

斡

SD10

A      筑1ぉOn

露 競 斡

1 10YR%暗 裾色シルト

1160m_ピト
S D14任

錦 己甥
1 10YR%鈍 い黄栂色ンルト

11ぉOm_A SD9主

Ａ
「
SD■ 任1180n

甥

摯  SD12 任1180m

土層註記

1 10YR%鈍 い黄褐色砂質シルト
黒色土をブロック状に含む

A

土層註記

la 10YR%黒褐色粘土質シルト、黄褐色上をブロック状
に多量に含む

lb 10YR/暗 掲色シルト黒色土黄褐色上を細かなブロ ノ
ク状に多量に含む

2 10YR%明 黄掘色砂細砂 うすい瓦層となる。
3 10YR%に ない黄裾色 シルト黒色粘土質ンルト
明黄褐色砂と互層となる。

任1200m

土層註記

1 10YR%鈍 い黄捉隆
シルト

SXl

土層註記
1 10Y R/褐灰色砂質シルト黄褐色土をブロック状に含み炭を含む。
2 10Y R/褐灰色砂質シルト黄褐色上をブロック状に多量に合む。
3 10YR/褐灰色シルト質粘土
4 10Y R%褐灰色粘土質シルト黄褐色土をブロック状に多く合む。
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を示した。その他、 1層中より赤焼土器郭体部破片が数点出土している。また、第 67図 に示す

ようにP-13土玉も出上している。

SA3:調 査区西部 B-1～ 3グ リットに位置する。 S112、 S123と 重複関係があり、SA
3は、両者より新しい。N-79° 一Wの方向に直線的に延びている。Pl～ P llが列をなす 1

本柱列であり、 P4・ 6・ 8。 10に それぞれ対応する南側にP12・ 13・ 14・ 15が配置されてい

る。

遺物は総数 54点出土している。すべて土師器破片である。図示できるものはない。柱穴列 :

B-4・ 5グ リットに位置する。Pl～ P5が列をなしている。両端の柱間が短いことから、

建物跡の桁にあたる可能性もある。

は)溝跡

SDl:A・ B-10グ リットに位置する。 SAl、 SD4と 重複関係があり、SDlは、両者
より新しい。遺物は、総数 13点出土している。

SD2:A・ B-10～12グ リットに位置する。 SAl、 SD5、 SD6、 SK3と 重複関係が

あり、SD2は、SAl、 SD5、 SD6よ り新しい。SK3と の関係は不明である。遺物は、
総数 209点出土している。H-1・ 2(写真 79)は燻し焼成された道具瓦である。H-2は 焚

斗瓦であり、焼成前に刻みを入れ、焼成後に割っている。

SD3:A・ B-7グ リットに位置する。 SK5、 SK8と 重複関係があり、SD3は、両
者より古い。N-30°一Eの方向に直線的に延びている。検出長は 14.2mで ある。幅は、検出レ

ベルの高い中央部で測ると6.9mである。断面形については、第 51図のB― B′及びC― C/の

断面図でみるように、幅 70～ 100 cmの底面から緩やかに立ち上がり、平坦面を東西両側に形成

したのち、やや急角度に立ち上がっている。平坦面の幅や東西で異なり、西側が 30～50 cmな

のに対して東側は 70～130 cmと広い。西側の平坦面と底面の間にはピット13個が埋± 4層上

面で検出されている。直線的に等間隔に並ぶ傾向はみられない。大きさにもそれぞれ違いがあ

り、径 15～ 50 cm、 深さは 15～40 cmである。柱痕跡はいずれのピットでも認められなかった

が、何らかの施設に関わる可能性が考えられる。埋土は 4層に大別される。 1層 は主にシル ト

の黒色土で、炭化物が多量に含まれている。主に溝の北半部に分布する。 2層上面の窪んだと

ころでは下部に粘土層が薄く何枚か認められるところがある。 2層堆積直後の自然堆積と考え

られ、これは 1層 と2層の上質の違いからも1層堆積時との間にやや時間差のあることを示し

ているが、黒色シル トには人為的な堆積状況が認められる。 2層 は基本層H層 に類似する黄褐

色のシルトで、小さな炭を含んでいる。全域に分布し、層厚は厚 く、細別層に層相の違いはあ

まりないことなどから、人為的に埋められたものと考えられる。 3層はシル ト～シルト質粘土

で、上部には黒色土をブロック状に含んでいる。溝の中央から西側に分布する。 4層は基本層
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% 蒻
la層  10YR%鈍 い黄掲色ンルト炭を含む
lb層  10Y R%暗掘色シルト、炭を多量に合む
2a層  10YR%鈍 い黄褐色シルト
2a.層  10YR%鈍い黄梗庖 ンルト
2a2層  10YR%鈍い黄掲色ンルト
2b層  10YR鈍い黄掲色シルト
2 bl層  10YR%鈍い黄褐色シルト、炭を含む
2b2層  10YR%褐色ンルト灰を少量含む
3a層  10YR%黄 褐色シルト黒色上を多量にブロ ンク状 1こ含む
3 al層  10YR晃 黄褐色シルト、黒色上を多量にブロック状に含む
3a2層  10YR%黄褐色シルト、黒色上を少量ブロック状に含む

3b層  10Y R%シ ルト質粘土
3 bI層  10Y R%シ ル ト質粘上、炭を多量に含む

3b2層 10YR%ン ルト質粘上、砂粒の混入がみられる
3b3層  10Y R%シ ルト質粘土
3c層  10YR%鈍 い黄褐色粘土
4a層  10YR%褐 色ンルト
4 al層  10YR%鈍い黄褐色砂質シルト、灰を少量合む
4a2層 10YR%鈍い黄褐色砂質シルト、灰を少量含む
4b層  10YR%暗 掲色粘土質シルト、灰を少量含む
4c層  10YR%鈍 い黄褐色 ンルト、灰を少量含む
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H層 に類似するが、細別層の層相は砂質シルト～シル ト質粘土とそれぞれ異なる。3層 と同様、

清の中央から西側に分布する。

遺物は、総数 5242点出上している。そのうち、小さな土器破片などを除いた 1719点の遺物

について、地点とレベルを記録して取り上げた (接合したものを 1点 として算出、接合関係は

ラインで表示)。 ここでは、主にこれらを対象として出土状況をみていきたい。第 52図には 1719

点の平面垂直分布を、第 53～56図には 1～ 4各層ごとの平面分布を示した。第 52図の平面分

布図では、全域に遺物の分布が広がっているが、各層ごとにみると、出土点数や分布がそれぞ

れ異なっている。また、層位を越えた接合関係はほとんど認められない。1層 :227点 は溝の北

半部に分布しており、北端部では密集した出土状況を示している。2層 :1204点 は南端部を除

き、全域に分布している。溝の中央よりやや西寄りに集中しているところがみられる。接合関

係をもつ土器も多く、接合距離が 4mを越えるものもある。3層 :141点 は全域にまばらに分布
するが、やや西に寄っている。4層 :147点は全域にまばらに分布する。これらの出土状況の違

いは、埋上の堆積状況とも関連していると考えられる。とくに、 2層では、完形に近い土器が

つぶれて出上しているものもあり、復元された土器の比率も他層に比べて高いことから、遺物

の多くは溝が 2層で埋まる時に伴うと考えられる。また、 2・ 3層の遺物が全体 としては清の

中央よりやや西寄りに分布の中心をもっていること、密集して出上しているところがいずれも

西寄りの位置にあることは、ピットが西壁にあることとも合わせ、居住域が主に溝の西側にあ

ったことを推測させる。

1719点の遺物の内容については、第 1表に種類別、層位別に数量を示した。遺物の種類と数

量は、弥生土器 2点、土師器 1569点、須恵器 5点、金属製品 2点、石器 。石製品 24点、土製

品他 23点、骨片 1点、礫 93点である。大半を占める土師器には、製作にロクロを使用したも

のは認められない。

土師器の器種には、邪、壷、甕、甑、鉢、片口土器、高邦、蓋が認められる。これらについ

て、以下のように分類を行った。

不は 365点出土しており、49点を図示した。第 57図のように器形からいくつかに分類され

る。また、調整・胎土などによっても類別される。各類の層位ごとの数量は第 2表に示した。

邦 I類 :口縁部と体部の境に段のあるもの。丸底で、口径に対する器高の比率は 1/4～ 2/5。 74

点認められ、16点 を図示した。調整は、国縁部内外面と体部内面がヨヨナデ、体部外

面がヘラケズリで、そののち、多くは体部内外面か片面にヘラミガキが行われている。

ヘラミガキの程度には個体差がある。内面に認められるヘラミガキには、単線の放射

状、花弁状の複線による放射状、非放射状の 3種がある。このうち、C-58は 内面に
ヘラミガキののち黒色処理が施されており、他と異なる。また、内外面あるいは片面



第 Itt SD3出土遺物数量表

1層 2層 3層 4層 計

弥生土器 2 0 0 2

土

師

器

不 5

1569

壷 3 1

甕

甑 0 6 0 1 7

鉢 1 13 0 0

片口土器 0 1 0 l

高不 4 17 1

蓋 2 1 0 3

口縁部破片 1 2 1

体部破片

底部破片 4 4 7

須恵器 0 5 0 0 5

金属製品 0 1 ユ 0 2

石

器

・
石

製

品

磨石 3 5 3 3

敲石 0 2 0 0 2

凹石 0 1 0 0 1

砥石 0 1 0 0 1

劉片石器 0 1 0 1 2

石製品 1 2 1 0 4

土
　
製
　
日叩
　
他

上製品 1 2 0 15

筒形土器 0 0 0 2

手捏土器 1 5 0 6

骨 片 0 0 1 l

礫 4

計 1719



邪Ⅱ類

IA類

第57図 SD3出 土土師器郭の器形分類    陛中==士=中車ゴ
Cm

に黒色仕上げ処理の行われているものが 7点みられる。胎土は、緻密で細かく明橙色

を呈する。砂粒をほとんど含まない。

口縁が内傾するもの-50点あり、そのうちC-43・ 44・ 62・ 64～ 66・ 68・ 69・ 128の

9点を図示した。内面は外面の段に対応 して屈曲をもっている。口径は 13.5～ 15.4

cm、 器高は 3.5～ 5.4cmである。日縁部の高さは 1.1～ 1.5cmで、器高に占める比率

は0.22～ 0.40である。

口縁が直立するもの-24点あり、そのうちC-57～ 61・ 63・ 67の 7点 を図示した。内

面は外面の段に対応して屈曲をもっている。口径は 12.6～ 14.8cm、 器高は 4.1～ 5.2

cmである。口縁部の高さは 1.4～ 1.7cmで、器高に占める比率は 0。 28～ 0.34である。

日縁部と体部の境に稜のあるもの。丸底で、口径に対する器高の比率は 1/4～ 2/5。 80

点認められ、12点 を図示した。調整は不 I類とほぼ同じであるが、内面にヘラミガキ

のち黒色処理が施されているものはない。内外面あるいは片面に黒色仕上げ処理の行

われているものが 9点みられる。胎土は、邪 I類と同じである。

口縁が内傾するもの-26点あり、 C-45。 72・ 73・ 75。 76・ 77・ 79の 7点を図示した。

内面は外面の稜に対応して屈曲をもつが、屈曲の弱いものもある。口径は 13.8～ 19.6

cm、 器高は 3.6～ 4.5cmである。最も口径の大きいC-79の器高は不明であるが、残

存高は5.8cmで ある。口縁部の高 さは 0.8～ 1.05 cmで、器高に占める比率は

0.20～ 0.22である。

口縁が直立するもの-54点あり、C-70・ 71・ 74・ 78。 127の 5点を図示した。内面

は外面の稜に対応して屈曲をもつが、屈曲の弱いものもある。口径は 13.0～ 17.6cm、

器高は 3.7～ 5,Ocmで ある。口縁部の高さは 0.8～ 1.2cmで、器高に占める比率は

VA類



郭 III類

A

邪Ⅳ類

不 V類

A

0.20～0.27である。

口縁部と体部の境に稜があり、体部～底部が半球状をなすもの。口径に対する器高の

比率は 1/2前後。 3点認められる。

口縁が内傾するもの一C T81と 82の 2点である。大きさはほぼ同じで、C-81は口

径 9.8cm、 器高 6.lcmで ある。最大径の位置は、C-81が体部にあるのに、C-82

は体部と口縁部の境にある。また、調整ではヘラミガキの施されないC-81と、施さ

れるC-82の違いがある。これは、胎土の違いと関係している可能性があり、粗粒で

砂粒を多く含むC-81と 、緻密で細かく砂粒をほとんど含まないC-82で は、製作工

程も異なるものとなったのであろう。

口縁が直立するもの一C-47の 1点である。日径 11.2cm、 器高 5.Ocmで ある。体部

外面にはヘラケズリののち部分的なヘラミガキが施されている。胎土は、緻密で細か

く砂粒をほとんど含まない。

丸底で、体部から口縁部にかけて丸みをもってそのまま立ち上がるもの。外面の調整

は、ヘラケズリによって行われており、口縁端部も面取りがなされている。 5点認め

られ、C-92・ 93の 2点を図示した。C-92は 、口径 12.lcm、 器高 5.lcmである。

C-93は、内面に黒色処理が行われている。

口縁部と体部の境に段あるいは稜をもち、回縁が外傾するもの。23点認められ、11点

図示した。器形復元のできるものはないが、底部は丸底と考えられる。

口縁が外反するもの一C-49・ 86・ 87・ 89。 90・ 134の 6点である。調整は、外面は不

明のC-134を 除きすべてヨヨナデで、内面ヨコナデのち黒色仕上げ処理の行われて

いるC-49、 内面ヘラミガキのち黒色処理のおこなわれているC-86・ 87・ 90。 134

内面ヨヨナデのち赤彩されているC-89に 分けられる。胎土は、砂粒を含むC-134を

除き、すべて緻密で細かく砂粒はほとんど含まれていない。

口縁が直線的なもの一C-85・ 88・ 91の 3点である。調整は、外面はすべてヨヨナデ

で、内面ヘラミガキのち黒色処理のおこなわれているC-88、 内面ヨコナデのち内外

面に赤彩されているC-91に分けられる。C-85は 内面調整が不明である。胎土は、

砂粒を含むC-85。 88と 、緻密で細かく砂粒はほとんど含まれていないC-91に分

けられる。

口縁が内湾するもの一C-135。 140の 2点である。調整は、外面はどちらもヨヨナデ

で、内面ヘラミガキのち内外面に黒色仕上げ処理の行われているC-140、 内面ヘラミ

ガキのち黒色処理の行われているC-135に分けられる。胎土は、どちらも緻密で細か

く砂粒はほとんど含まれていない。

B:

C:



必Ⅵ類

A

B

C

D

E

不Ⅶ類

不Ⅷ類

その他、器形のわかる不。 5点認められ、それぞれ異なる。

日縁部と体部の境に段があり、丸底と考えられ、口径に対する器高の

'ヒ

率は約 1/2と

推定される。日縁は直立する。C-83の 1点である。推定口径は12.6cm。 高郷邦部

の可能性がある。胎土は緻密で細かい。

口縁部と体部の境にゆるやかな稜のあるもの。丸底と考えられ、国径に対する器高の

比率は約 2/5と 推定される。口縁は内傾するが、端部は外へ開く。C-46の 1点であ

る。推定回径は 13.2cm。 内外面に黒色仕上げ処理が行われている。胎土は緻密で細か

く明橙色を呈する。

口縁部と体部の境にゆるやかな稜のあるもの。丸底で、口径に対する器高の比率は約

1/3。 口縁は直立する。C-80の 1点である。口径 14.8cm、 器高 4.9cm、 口縁部の

高さは 1.7cmで ある。内外面に黒色仕上げ処理が行われている。胎土は緻密で細かく

明橙色を呈する。

日縁部と体部の境に稜があり、口縁が短く外傾するもの。C-84の 1点である。推定

回径 16.Ocm、 口縁部の高さは 1.lcmで ある。内面はヘラミガキののち黒色仕上げ処

理が行われている。胎土は緻密で細かい。砂粒を含む。

大型邪。口縁が強く外反し、口縁部と体部の境にわずかな稜をもつもの。C-48の 1

点である。丸底と考えられる。推定口径 21.8cm。

不 I類・II類の体部～底部破片。胎上、色調、調整の特徴によって類別した。■1点認

められ、黒色仕上げ処理の行われているものも多い。

その他のイ小破片。64点認められる。このなかには、赤褐色を呈し、砂粒を多く含む

やや厚手の邪破片が 7点識別されている。

第 2表  SD3出 上のITxの分類と数量
1層 2層 3層 4層 計

IA類 3 0

IB類 6 l 0

HA類 4 0 1

[IB類 4 0

IIA類 0 2 0 0 2

ⅡI B類 1 0 0 0 1

Ⅳ類 0 5 0 0 5

V類 2 0 3

VI類 2 3 0 0 5

Ⅶ類 10 2

Ⅵ‖類 5 ユ

計 15 5



壷は25点認めけれ、7点を図示した。器形と大きさ、口縁の形態などからいくつかに分類さ

れる。

壺 I類

A

重 H類

A

壷Ⅲ類

A

体部が球形を呈し、大型のもの。

口縁部が外反し、端部が丸みをもつもの。C-105の 1点である。1個体が潰れた状態

で出土している。外面の調整は口縁部ヨコナデ、体部はヘラナデののち下部にヘラミ

ガキが行われている。口径 19.7cm、 器高 33.6cm、 体部径 31.5cmである。胎上には

砂粒を多く含んでいる。

口縁部が外反し、端部外面に平坦面をもつもの。C-129の 1点である。外面の調整は

口縁部ヨヨナデ、体部は刷毛目ののちヘラミガキが行われている。口径 23.6cmで あ

る。胎上には砂粒を多く含んでいる。

体部が球形を呈し、小型のもの。

口縁部が外反し、端部が丸みをもつもの。C-102の 1点である。口縁部から体部上端

が残存している。口縁部の調整は、内外面ヨヨナデである。日径は 13.6cmである。

胎土には砂粒を多く含んでいる。また、口縁部資料であるC-101に ついては、器形も

類似し、口径も推定 13.6cmで、この類に属する可能性もある。調整はC-102と は異

なり内外面にヘラミガキが行われている。胎土は緻密で細かく砂粒をほとんど含まな

体部資料である。C-104の 1点である。調整は、外面ヘラケズリのち主に上半部にヘ

ラミガキ、内面ヘラナデで、外面には黒色仕上げ処理が行われている。体部高 14.6cm、

体部径 16.7cmである。胎土は、緻密で細かく砂粒をほとんど含まない。

体部が縦に長い精円形を呈し、小型のもの。

口縁部が直線的に外傾し、端部外面に段をもち直立するもの。C-103の 1点である。

口縁部から体部上端が残存している。内外面ともヘラミガキによる調整が行われてい

る。内外面とも黒色仕上げ処理が行われている。口径は 12.8cmである。胎土は緻密

で細かく明橙色を呈し、砂粒をほとんど含んでいない。

国縁部が外反気味に立ち上がるもの。C-55の 1点である。口縁下部から体部上半が

残存している。外面の調整は、国縁部ヨヨナデ、体部ヘラケズリである。体部径 16.0

cmである。胎土は緻密で細かく明橙色を呈し、砂粒をほとんど含んでいない。

甕は 741点認められる。全体の器形が復元されたものが少ないため、破片資料を含めて 22点

を図示し、第 3表には体部外面の調整を 8つ に分け、層位ごとの数量を示した。なお、741点の

なかには、甑の破片も含まれている可能性もある。

甕 I類 :口縁が外反あるいは直線的に外傾し、体部が膨らむもの。口径 20 cm前後 と 10～ 15



F

甕H類

cmほ どの大小 2種類がある。口径と体部径の関係、体吉[の膨らみなどによって 5つに

分けられる。また、これらの胎土には砂粒を多く含んでいるが、小型の甕には緻密で

細かく、砂粒をほとんど含まないものもある。

体部が張り、国径に比べ体部径の方が大きいもの。C-53・ 110。 ■1・ 113・ 137の 5

点である。口縁部は短 く外反している。体部との境には段は形成されず、C-110にお

いて軽い稜が認められる。体部外面の調整は、C-53・ 110。 1■ がヘラケズリ、 C―

137がヘラナデ、C-113がヘラナデのちヘラミガキである。

体部が膨らみ、口径と体部径がほぼ同じもの。C-107・ 122・ 119の 3点である。口縁

部は外反し、体部との境に軽い稜が認められる。体部外面の調整は、C-122がヘラケ

ズリのちヘラミガキ、C-107がヘラナデのちヘラミガキである。C-107の 回径は

20.Ocm、 C-122の 口径は 12.5cmと 、大小の違いがみられる。

体部の膨らみは弱く、口縁もあまり外反せず、口径と体部径がほぼ同じもの。C-118

の 1点である。体部外面の調整はヘラナデである。

体部はやや膨らむが、国径に

'ヒ

ベ体部径の方が小さいもの。 C-54・ 106・ 112・ 114・

115の 5点である。口縁部は、短 く外反するC―■2、 外反するC-114、 やや外反気味

に外傾するC-106・ ■5、 直線的に外傾するC-54に分かれる。体部と口縁部の境に

はC-54に は段があるが、他は軽い稜をもつ。C-54と C-106は体部下端に段がみ

られる。底部は、C-54はヘラケズリによって上げ底気味になっているが、C-106に

は木葉痕が残されており、平坦である。体部外面の調整は、C-54が刷毛日、他はヘ

ラナデである。大きさは、C-54が口径 21.6cm、 器高 22.9cm、 C-106が口径 17.2

cm、 器高 18.lcmである。

体部はあまり膨らまず、口径に比べ体部径の方が小さく、体部最大径が体部上端付近

にあるもの。 C-109・ 116・ 117・ 130の 4点である。口縁部は外反しており、体部と

の境は、C―■7に は軽い稜がみられるが、他は屈曲している。体部外面の調整はC―

109と 116がヘラナデ、C-117がヘラナデのちヘラミガキである。C-109で は、体

部上端において、ヨコナデとヘラナデの境界が軽い稜になっている。

体部から底部にかけての資料である。C-108の 1点である。体部は膨らみをもつ。外

面の調整は、刷毛目ののちヘラナデである。底部には木葉痕が残されている。

口縁が短くやや外反し、体部が外傾するもの。C-52の 1点である。最大径は口縁部

にある。口縁部 と体部の境には軽い稜がみられる。底部はヘラケズリが行われており、

平坦である。体部外面の調整は、ヘラケズリのちヘラナデ、さらにヘラミガキが施さ

れている。日径 19.8cm、 器高 17.6cmである。胎上には砂粒を多く含んでいる。



甕Ⅲ類 :口縁が内傾し、体部が膨らむもの。C-120の 1点である。口縁部内面がやや膨らんで

いる。最大径は体部上半にある。口縁部と体部の境には軽い稜がみられる部分もある。

底部はヘラケズリが行われており、平坦である。体部外面の調整はヘラケズリである。

口径 16.7cm、 器高 16.lcmである。胎土は、緻密で細かく砂粒をほとんど含まない。

甕Ⅳ類 :口縁がわずかに外反し、口縁部と体部の境が明瞭でないもの。C-124の 1点である。

口縁直下の内面がやや膨らむ。内面には粘土紐の積み上げ痕を残している。推定回径

12.8cm。 胎土は、緻密で細かく砂粒をほとんど含まない。明褐色を呈する。

甑は 7点認められた。すべて底部資料であり、器形のわかるものはない。C-138の 1点を図

示した。無底式の底部破片である。胎土には砂粒を多く含んでいる。

鉢は 14点認められ、 2点を図示した。それぞれ器形は異なる。

鉢 I類 :体部は丸みをもって立ち上がり、口縁部と体部の境に稜があり、口縁は外反するもの。

C-50の 1点である。底部は丸底と考えられる。体部外面の調整は、ヘラケズリのち

部分的なヘラミガキである。内外面に黒色仕上げ処理が行われている。胎土は、緻密

で細かく明橙色を呈する。

鉢H類 :体部のわずかに丸みをもって立ち上がり、口縁はそのまま直立するもの。C-121の 1

点である。底部は平底で、体部外面の調整はヘラケズリである。口径 13.7cm、 器高 9.6

cmである。胎土は、緻密で細かく砂粒をほとんど含まない。明褐色を呈する。内面は

黒色仕上げ処理が行われている。

片口土器は 1点認められる。C-123である。口縁部から体部にかけての破片であり、器形は

不明である。体部外面の調整はヘラケズリである。内外面に黒色仕上げ処理が行われている。

推定口径 13.8cmである。胎土は、緻密で細かく明橙色を呈する。

高年は 30点認められるが、器形全体がわかるものはない。このうち、Ⅳ類を含む 18点は南

第 3表  SD3出 上の義の分類と数量

ヘラナデ
ナデ ミガキ

ヘラケズリ
ケズリ ミガキ

→ナデ
ケズリ

刷毛 目 刷毛目→
ナデ
ヘラミガキ 計

1層
55

(54)

1

(1)

32

(31)

0 4

(4)

4

(4)

6

(6)

0

2層
300

(62)

25

(5)

91

(18)

5

(1)

15

(3)

12

(2)

４５
　
０

5

(1)

3層
33

(46)

8

(11)

5

(7)

0 8

(11)

17

(24)

0

4層
17

(20)

8

(9)

0 0 8

(9)

0

計
429

(57)

51

(7)

132

(18)

6

(1)

19

(3)

23

(3)

5

(1)

※ ( )内 はパーセン トを示す。



小泉式土器の高不と考えられる。 8点を図示した。

高不 I類 :不部資料 :C-136の 1点である。口縁部と体部の境に段がある。国縁部はやや外傾

しており、その下部はわずかに膨らみをもつ。内面はヘラミガキのち黒色処理である。

口径 9.4cmである。胎上には砂粒を含んでいる。

高イⅡ類 :邪部下部から脚部上部の資料 :C-95。 96・ 97の 3点である。不部には段がみられ

ず、丸みをもって立ち上がる。脚部は不部直下から外へ広がっている。調整は、外面

がヘラケズリのち部分的なヘラミガキ、内面はヘラミガキである。内外面あるいは片

面に黒色仕上げ処理が行われている。胎土は、緻密で細かく明橙色を呈する。

高不Ⅲ類 :脚部資料 iC-98の 1点である。脚部は外傾しており、端部はやや外へ開いている。

器厚は 7～8mmで、胎土は緻密で細かい。色調は明褐色～明橙色を呈する。

高不Ⅳ類 :脚部資料 :C-99。 100。 139の 3点である。脚部はは外傾するものと直立するもの

があり、どちらも端部は外へ開いている。脚上部が中実になっているものもある。外

面にはヘラミガキが全面に行われている。器厚は 10 mm以上と厚 く、胎土には砂粒を

含む。色調は橙色～赤褐色を呈する。

蓋は 3点認められる。C-51・ 94・ 141である。いずれも小破片である。 C-51・ 94は胎土

に砂粒を含んでおり、C-51の 内面は黒色を呈する。C-141は 、端部に刻目があり、内外面

に丹塗りが施されている。胎土は、緻密で細かく明橙色を呈する。

この他、土師器には器種不明の回縁部破片 18点、体部破片 302点、底部破片 63点が認めら

れた。

須恵器は6点認められるが、器形復元ができるのはE-29の 1点だけである。E-29は短頸

壼の口縁部から体部上端にかけての破片資料である。口縁部は直線的にやや外傾している。体

部は肩が張り、沈線が 1条めぐっている。沈線直下には櫛状の工具によって連続した斜めの刺

突文が施されている。口径は推定 10.3cm、 器厚 5～6mm。 脚のつく可能性がある。胎土は緻

密で、色調は暗青灰色を呈し、小さな黒色の粒子がみられる。焼成は極めて堅緻である。

金属製品は2点認められるが、どちらも鉄製品の小破片である。

石器 。石製品は 24点認められ、そのうちK-11～ 18・ 20を図示し、K-19・ 21・ 34は写真

で示した。磨石 (K-12・ 16・ 20。 34)と 敲石 (K-13)に は安山岩が多く用いられている。

K-34の ように重さ13 kgの礫も使われており、磨面の広がりが明瞭に認められる。礫とした

93点のなかには、磨面の判断に迷うものが含まれている。砥石 (K-14)と 凹石 (K-15)は

1点ずつの出土で、石材には石英安山岩質凝灰岩が用いられている。石質は軟質である。象J片

石器は 2点出上しており、いずれも石材は黒曜石で、K-17は石核、他は象J片である。K-17

にはピエス・エスキーユの可能性もある。石製品は 4点出土しており、石材には頁岩 (粘板岩)
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が用いられている。K-18は有孔円板、K―■ は刀形をした石製品である。K-19と 21は石

製模造品の素材とも考えられるが、磨面がみられ、未製品であることや他の可能性もある。

筒形土器、手捏土器を含めて土製品は23点認められ、そのうちC-56・ 125。 126・ 131・ 132

P-6～ 10を 図示し、 P llは写真で示した。C-131・ 132は筒形土器である。同一個体の可

能性もある。どちらも外面はヘラミガキ、内面はナデが行われている。内面には粘土組の積み

上げ痕跡を残されている。C-132の外面には火はねによる器面の剣落がみられる。C-131の

残存高は 19.lcmで ある。胎上には砂粒を多く含んでいる。手捏土器は 6点出土しており、C―

56。 125・ 126を 図示した。胎上には砂粒を多く含んでいる。体部下端に段をもつC-56・ 125と

段をもたないC-126がある。P-7、 8は土製紡錘車であり、2点はほぼ同じ大きさと形態を

示している。調整はヘラミガキが施されており、P-7に は黒色仕上げ処理も行われている。

P-6、 9、 10は 土玉である。胎土は、緻密で細かく、砂粒をほとんど合んでいない。P-11

は支脚と考えられる。円柱状を呈する。胎土は、緻密で細かいが、砂粒を含んでいる。外面は

ほとんど象」落している。

SD4:A・ B-9～ 10グ リットに位置する。 SAl、 SDl、 SK3と 重複関係があり、 S

D4は、いずれの遺構より古い。埋土は大別 3層に分かれており、 2層はシルトと砂が互層に

なる自然堆積層である。そのいずれかのシルトの上面では人の足跡が検出されている。1層は、

基本層H層 と類似する黄褐色土をブロック状に含んでおり、人為的に埋められた可能性がある。

遺物は、総数 717点出上している。製作にロクロを使用している土師器破片が多数を占める。

写真 78。 79に 5点を示した。すべて埋± 1層からの出土である。C-142は製作にロクロを使

用していない土師器不破片で、体部外面に段があり、内面には対応する屈曲はみられない。こ

の遺構の機能していた時期には伴わないものと考えられる。D-56は土節器不底部破片 (回転

糸切り無調整)、 E-30は須恵器不底部破片 (手持ちヘラケズリ)、 F-6は陸奥国分寺跡 (伊

東他 :1961)で細弁蓮花文鐙瓦第一類と分類されている軒丸瓦の瓦当部である。G-8は平瓦

の破片である。凸面は縦方向の縄叩き目と叩き目のつぶれ、凹面は細かい布目とそれを消すナ

デがみられる。この他、 1層中からは赤焼土器不破片が数点出上している。赤焼土器破片は埋

± 2・ 3層からは出上していない。

この溝の廃絶要因については、埋± 2層の堆積により、濤としての機能が損なわれた可能性

が考えられる。その点では、埋± 1層出土遺物のなかには溝廃絶時に伴う遺物が含まれている

と理解される。

SD5:A・ B-11グ リットに位置する。 SAl、 SD2、 SD6と 重複関係があり、SD5

は、いずれの遺構より古い。遺物は、総数 48点出上している。

SD6:A・ B-11グ リットに位置する。 SAl、 SD2、 SD5と 重複関係があり、SD6



は、SD5よ り新しく、SAl、 SD2よ り古い。遺物は、総数 42点出土している。写真 79に
は 2点を示した。E-31は須恵器不底部破片 (回転糸切 り無調整)で、内面は体部と底部の境

に屈曲をもっている。G-9は平瓦の破片である。凸面は縦方向の縄叩き目と叩き目のつぶれ、
凹面は細かい布日とそれを消すナデがみられる。

SD7:B-3～ 5グ リットに位置する。S19、 SAlと重複関係があり、SD7は、両者
より新しい。遺物は、総数 93点出土している。写真 79に はE-32須恵器不破片を示した。内

面は体部 と底部の境に屈曲をもっている。

SD8:A-18～ 20グ リットに位置する。A-18グ リット付近で方向を変えている。S120、
S122、 SXlと重複関係があり、SD8は、S120、 S122よ り新しく、SXlよ り古い。
遺物は、総数 103点出上している。写真 79に は I-2陶器甕破片を示した。常滑産であり、時
期は中世 と考えられる。

SD9:B-14グ リットに位置する。遺物は、総数 20点出土している。
S D 10:A・ B-17グ リットに位置する。S118、 S119と 重複関係があり、S D 10は、両

者より新しい。遺物は、総数 133点出上している。写真 79に は埋± 1層から出上した I-3陶

器破片を示した。渥美産であり、年代は 12～13世紀と考えられる。

SD■ :A-16グ リットに位置する。S114、 S D 10と 重複関係があり、S D llは、S D 10
より新しい。 S114と の関係は不明である。遺物は、総数 30点出土している。

S D 12:B-14グ リットに位置する。 S117と重複関係があり、 S D 12は、S117よ り新

しい。遺物は、総数 4点出上している。

S D 13:A-19グ リットに位置する。検出長は短い。S122、 S K 12と 重複関係があり、S

D13は、両者より古い。遺物は、総数 5点出土している。

S D 14:A-19グ リットに位置する。検出長は短い。 S122と 重複関係があり、 S D 14は、

S122よ り古い。遺物は、総数 4点出上している。

G)土坑他

SKl:B-10グ リットに位置する。平面形は方形を呈する。底面には凹凸がみられる。遺物
は、総数 12点出上している。写真 79に はH-3を 示した。燻し焼成された焚斗瓦であり、焼
成前に刻みを入れ、焼成後に割っている。

SK2:B-10グ リットに位置する。平面形は方形を呈する。総数 3点出上している。
SK3:A-11グ リットに位置する。SD2、 SD4と重複関係があり、SK3は、SD4よ

り新しい。SD2と の関係は不明である。平面形は精円形を呈する。底面には凹凸がみられる。

遺物は、総数 83点出上している。H-4(写真 79)は燻し焼成された英斗瓦であり、焼成前に

刻みを入れ、焼成後に割っている。K-22(第 69図、写真 79)は石製紡錘草である。ていねい



なミガキが施され、線刻がみられる。

SK4:B-5グ リットに位置する。SD6と 重複関係があり、SK4は、SD6よ り新しい。

平面形は楕円形を呈する。底面には凹凸がみられる。遺物は、総数 18点出土している。

SK5:A-7グ リットに位置する。SD3と 重複関係があり、SK5は、SD3よ り新しい。

平面形は細長い楕円形を呈する。遺物は、総数 351点出上している。写真 79に はD-57を示し

た。製作にロクロを使用した土師器不の破片である。内面はヘラミガキのち黒色処理が行われ

ている。

SK6:B-1～ 2グ リットに位置する。全容は不明である。遺物は、総数 10点出上している。

第 69図にはD-58を示した。製作にロクロを使用した土師器甕である。

SK7:A-6グ リットに位置する。S14と重複関係があり、SK7は、S14よ り古い。

全容は不明である。遺物は、総数 32点出上している。上師器は 31点で、製作にロクロを使用

したものは認められない。第 69図 には土師器鉢 C-143と 甕C-144の 2点を図示した。 C―

143は、平底で、体部から回縁部にかけて丸みをもって外傾している。口縁部と体部の境にわず

かな段がみられる。口縁直下の内面がやや膨らみをもっている。調整は口縁部外面と内面がヨ

コナデ、体部外面がヘラケズリである。胎土は、やや砂粒を含むが緻密で細かく明橙色を呈す

る。C-144は、口縁部が外反し、体部はやや膨 らみをもっている。体部外面はヘラナデによっ

て調整されている。また、小玉石が 1点出土している。

SK8:A-7グ リットに位置する。SD3と 重複関係があり、SK8は、SD3よ り新しい。

全容は不明である。遺物は、総数 28点出土している。

SK9:A-5グ リットに位置する。S13と 重複関係があり、SK9は、 S13よ り古い。

全容は不明であるが、平面形は精円形を呈すると推定される。遺物は、総数 12点出上している。

すべて土師器で、製作にロクロを使用したものは認められない。第 69図 には土師器不 C-145

を図示した。丸底で、口縁部と体部の境に弱い稜があり、口縁は直立している。内面は口縁直

下にわずかに屈曲をもっている。胎土は、緻密で細かく明橙色を呈する。

S K 10:A-20グ リットに位置する。 S P 212と 重複関係があり、 S K 10は、 S P 212よ り

古い。平面形は楕円形を呈する。遺物は、総数 37点出上している。土師器は 35点で、製作に

ロクロを使用したものは認められない。第 69図には土師器高不 C-146・ 147と 石器K-23・ 24

を図示した。C-146と 147は中空の脚部資料で、下方へ開いている。不部との接合は、邪部に

凸部を作り、脚部に埋め込むように行われている。 C-147は 邪部がそのまま抜けたものであ

る。胎土は、やや砂粒を含み赤褐色を呈する。K-23は剣片、K-24は二次加工のある劉片で

ある。K-24は素材の末端背面に連続した二次力日工が行われている。2点 とも自然面打面で、

先行する剣離面の加撃方向は腹面の加撃方向と同じであり、背面には自然面がみられる。石材
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はともに黒曜石で、挟雑物がやや含まれている。

S K ll:A-19グ リットに位置する。平面形は長辺にくびれをもつ長方形を呈する。底面には

凹凸がみられる。遺物は、総数 13点出土している。

S K 12:A-19グ リットに位置する。 S D 13と 重複関係があり、 S K 12は、 S D 13よ り新

しい。平面形は長方形を呈する。底面には凹凸がみられる。遺物は、総数 44点出土している。

第 69図にはU-1土 師質土器を図示した。底部は回転糸切りののちナデが行われている。外面

には黒斑が部分的にみられる。写真 79に は 4点を示した。I-4は丹波産のすり鉢、J-2は

白磁破片である。年代は、I-4が 17世紀前半、J-2が 17世紀と考えられる。F-7と G―

10は燻し焼成された瓦で、F-7は丸瓦、G-10は 平瓦の破片である。

S K 13:A-19グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は精円形を呈すると推定さ

れる。遺物は、総数 3点出土している。

S K 14:A-17グ リットに位置する。 S K 15と 重複関係があり、 S K 14は、 S K 15よ り新

しい。全容は不明であるが、平面形は円形を呈すると推定される。遺物は、総数 25点出上して

いる。

S K 15:A-17グ リットに位置する。 S K 14と 重複関係があり、 S K 15は、 S K 14よ り古

い。全容は不明であるが、平面形は円形を呈すると推定される。遺物は、総数 14点出上してい

る。

S K 16:A-17グ リットに位置する。S118、 S119と 重複関係があり、S K 16は 、両者よ

り新しい。平面形は長方形を呈する。壁面は直線的にやや外傾している。遺物は、総数 29点出

上している。写真 80に は I-5陶器破片を示した。時期は近世と考えられる。

S K 17:B-18グ リットに位置する。 S120と 重複関係があり、 S K 17は、S120よ り古

い。平面形は長方形を呈する。遺物は出上していない。

S K 18:A-16グ リットに位置する。S125と 重複関係があり、 S K 18は、S125よ り新

しい。平面形は楕円形を呈する。遺物は、総数 44点出上している。

S K 19:A-16グ リットに位置する。S114、 S125と 重複関係があり、S K 19は 、両者よ

り新しい。平面形は長方形を呈する。東側は壁中位に段がみられる。遺物は、総数 64点出土し

ている。写真 80に は 2点を示した。 J-3は肥前産の磁器椀の破片で、年代は 17世紀と考え

られる。G-11は燻し焼成された平瓦の破片である。

S K 20:A-16グ リットに位置する。S114と 重複関係があり、 S K 20は、S114よ り新

しい。平面形は長方形を呈する。壁面は直線的にやや外傾している。遺物は、総数 52点出上し

ている。写真 80に は I-6:美 濃産の陶器皿の破片を示した。

S K 21:A-15グ リットに位置する。平面形は長方形を呈する。東側は壁中位に段がみられる。
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遺物は、総数 13点出土している。写真 80に は 2点を示した。U-2は かわらけの底部破片で、

回転糸切りののちナデが行われている。 I-7は瀬戸美濃産の陶器皿の破片である。年代は 17

世紀前半以前と考えられる。

SXl:A・ B-21グ リットに位置する。 SD8と 重複関係があり、SXlは、 SD8よ り新

しい。全容は不明である。遺物は、総数 50点出上している。

S P 134:A-19グ リットに位置する。S120、 S122と 重複関係があり、S P 134は 、両者

より新しい。平面形は精円形を呈する。遺物は、総数 16点出上している。写真 80に はG―■ :

燻し焼成された平瓦を示した。

脩)遺構外出土遺物

基本層 I層からは、総数 20953点の遺物が出土している。第 72図、73図、写真 80・ 81に は

そのうちのいくつかを図示した。

土師器D-59は蓋と考えられる。製作にロクロを使用している。つまみ部が細長 く作られ、

孔があけられている。孔は体部にもある。欠損しており、径は不明である。調整は、外面はヘ

ラケズリ、内面はロクロ調整痕を残している。

土師器 C-148～ 150は製作にロクロを使用していない。 C-148・ 149は不、150は複合回縁

の重である。C-148の胎土は、砂粒を含み、赤褐色を呈している。

須恵器では、E-33・ 34の ように返 りのある蓋の破片、E-35の高台付不の底部破片、E―

36の長頸壷の頸部が出上している。

土師質土器U-3・ 4は、ほぼ同じ大きさと器形である。A-16グ リットS114の プラン内

から、日縁を合わせるようにして出土している。近接するS K 19、 S K 20に伴う可能性もある。

底部はともに回転糸切りののちナデが行われている。

土製品は 10点 (P-12、 14～21)図示した。これらはA・ B-7グ リット以西から出上して

いる。A・ B-7グ リットから出土した P-12・ 14。 18は SD3に伴う可能性がある。 P-12

は土製紡錘車、P-14～ 17は土玉、P-19は スタンプ形の上製品、P-23は土製勾玉、P-18・

20は不明である。 P-14・ 17・ 18・ 23は孔が貫通していない。P-21は土錘である。

石製品には、K-32剣形石製模造品がある。
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4.出土遺物の検討 と遺構群の変遷

第 22次調査における遺跡の年代幅は、出上した遺物から弥生時代～近世に及ぶことが知られ

る。弥生時代の遺構は検出されていないが、遺跡の時期的な変遷は、土器を基準として以下の

ようイこ大きく4期に分けられる。

I期

H期

Ⅲ期

弥生土器が製作されていた時期

土師器の製作にロクロが使われていない時期 (古墳時代～奈良時代 )

土師器の製作にロクロが使われている時期 (平安時代)

Ⅳ期 :中・近世の陶器・磁器が用いられていた時期

(1)I期 (弥生時代)

この時期の遺構は検出されていないが、弥生土器、石器が出土している。主に調査区東部の

Ⅲ期の竪穴住居跡の埋土中から出上している。

弥生土器は、ほとんど破片であるが、中期中葉の桝形囲式土器と後期の天王山式上器が認め

られる。ほとんどは地文だけの体部破片であるが、内面をナデ調整しているものが比較的多く、

これらは天王山式上器と理解される。B-1(写 真 80)は天工山式の蓋のつまみ部である。

石器では、仙台平野の弥生時代に特徴的な大型板状安山岩製石器 (斎野 :1992)が 1点 (K―

25)出上している。この石器は、日本列島において地域性をもって組成される大型直縁刃石器

として理解され、形式分類では I B eO類 (斎野 :1993)に 属する。南小泉遺跡では、大型直縁

刃石器は第 12次調査で 1点出土 (斎野 :1988、 I B dO類 )している。この他、写真 80に は剣

片石器 6点 (K-26～ 31)を示したが、これらは弥生土器、大型板状安山岩製石器 (K-25)

とともにS120・ S122の埋土から出上しており、弥生時代に所属するものと推定される。石

材には遺跡周辺で採取の容易な流紋岩などが用いられている。また、基本層 I層などからは黒

曜石の象]片が出土しているが、H期に属する可能性もある。

鬱)Ⅱ期 (古墳時代～奈良時代 )

この時期の遺構としては、竪穴住居跡・竪穴遺構 13軒、清跡 4条、土坑 2基などが検出され

ている。Ⅱ期は、東北南部の上師器編年 (氏家 :1957他)を指標とすると、A～ Cの 3小期に

細分される。

① ⅡA期

遺構は、竪穴遺構 1軒 (S113)、 土坑 1基 (S K 10)が 検出されている。S113の掘り方

から出上している土師器不C-21は、半球状の器形と砂粒を多く含み赤褐色を呈する特徴から

古墳時代中期の南小泉式に属すると考えられる。S113はⅡB期のS111よ り古いことから、

この遺構の時期については、南小泉式期を上限とし、HB期が下限とされる。S K 10か らは土

師器高不の脚部 2点 C-146・ 147と黒曜石の石器 2点 K-23・ 24が出上している。高不につい



ては、器形の金容はわからないが、脚部の形態や胎土・色調からは南小泉式あるいはそれに後

続する型式に属するものと考えられる。C-21と同様の胎土、色調を呈している。石器 2点の

うち 1点には二次加工が施されている。

この他、基本層 I層からは土師器重C-150(B-2G)、 土師器杯 C-148(A-3G)、 C―

149(A-3G)、 K-32父」形石製模造品 (A-2G)が 出上している。C-150は複合口縁の
重であり、古墳時代前期の塩釜式に属すると考えられる。C-148は南小泉式か引田式に属する

と考えられる。他時期の遺構では、SK3か ら石製紡錘車K-22、 S116か らK-8石製模造
品、SD3か らK-18有孔円板石製模造品が出上している。また、SD3出上の上師器不ⅥⅡ類
のなかに 7点、高不IV類のなかに8点、C-99、 C-139の ように南小泉式あるいはその前後の

時期に属するものが含まれており、C-100に ついてもその可能性がある。他の器種でもだヽ破片

として含まれている可能性はあるが、識別は困難である。石器、石製品でも、K-11の刀形の

石製品やK-17の黒曜石の石核はこの時期に伴う可能性がある。黒曜石の石器については、こ

れまでの南小泉遺跡の調査では弥生時代にも認められ、石質も似ており肉眼での区別は難しい。

今回の調査でもSD3か らは 2点の弥生土器の破片が出土しているが、 S K 10に みるように、
高不と共伴している遺構があることからすれば、 SD3か ら他に 1点出土している黒曜石の破
片を含め、高不 C-99、 C-139や K-18石製模造品とともにこの時期に属する可能性のほう
が高いと考えられる。これらは、S K 10出土遺物とともに祭所E関係遺物としての性格を示して

いる可能t生 もある。

以上のように、HA期は古墳時代中期の南小泉式期を中心とする時期と考えられるが、前期
の塩釜式期とともにHB期に先行する後期を含むものとしておきたい。

② HB期

遺構は、竪穴住居跡 5軒 (S18。 9。 11・ 23・ 25)、 竪穴遺構 2軒 (S15・ 6)、 土尻 1

基 (SK7)、 溝跡 1条 (SD3)力 検ゞ出されている。
これらの遺構群の構成については、遺物の出土量の多いSD3の所属時期を上師器の製作方
法をとおして検討し、そののち、他の遺構を含めた遺跡の構成、その背景について考えてみた

ヤゝ。

i)SD3出 土遺物とその所属時期

前述のように、SD3の埋土は 1～ 4層に分かれ、遺物の接合関係が各層位内でおさまる傾
向がみられること、埋± 3・ 4層が溝の機能時、埋± 2層が溝の廃絶時、埋± 1層が溝の廃絶

時以降を示す堆積状況から、各層出土遺物はそれぞれ時間差をもっていることが考えられてい

る。ここでは、土器組成を把握できる埋± 2層出土土器を対象として、土器製作のうえでの分

類と器種組成との関係、それらの編年的位置について検討したい。



・胎土・焼成の 2種

2層出土遺物のなかで、地点とレベルの記録されているのは 1204点で、土器は土師器 ■01

点、須恵器 5点の■06点を占める。多くは破片資料であるが、このうち、土師器のなかで、調

整などが不明な破片資料 285点、不VⅢ類 46点のうち 41点、HB期に属すると考えられる不ⅥⅡ

類 5点、高不Ⅳ類 8点を除いた 762点について、土器の製作と器種との関係をみていきたい。

この 762点の上師器の製作方法については、胎土・焼成の点から大きくA種・ B種の二つに

分けられる。

A種 :胎土は緻密で細かく砂粒をほとんど含まない。色調は明橙色～明褐色を呈する。焼成は

堅緻であるが、やや軟質な感じを与える。

B種 :胎土は細かいものから粗いものまであるが、砂粒を含んでいる。小礫の混じるものもあ

る。色調は明褐色を呈するものが多い。焼成は堅緻なものから脆いものまでさまざまで

ある。

この 2種 と器種及びその各分類との関係を数値で示したのが下表である。

第 4表  SD3埋 上 2層 出土 A種・ B種と器種 との関係

この表からは、点数の少ない片口土器、蓋を除くと、A種と不、高邪、鉢、壷、B種と甕、

甑の関係が強いことが知られる。そして、壷では、A種は大型の壷には用いられておらず、甕

においてもA種はC-115の ように河ヽ型の甕に用いられている。これらのことは、A種と河ヽ型の

上器、B種と大型の上器の関係としても理解され、各器種の機能的な面からいえば、食膳具に

A種、煮沸具にB種、貯蔵具にA種とB種が用いられている傾向を認めることができる。

また、調整のうえで特徴的な黒色仕上げ処理との関係をみてみると、食膳具としての不 (V

類を除く)、 高不H類、鉢の 3種 と、貯蔵具としての小型の重に行われているものが多く、A種

と密接な関係にあり、B種には認められない。つまり、A種による土器の製作は、対象となる

器種 とともに、粘土作 りから調整・焼成までの一連の工程がB種とは異なる方法で行われてい

ると考えられる。

・A種土器群とB種土器群

A種による土師器の製作方法は、HA期には認められず、地域的な土器製作技術のなかにそ

の出自を求めることは難しい。類例は、南小泉遺跡の第 ■ 次調査や郡山遺跡において数は少な

邪 IA IB HA HB IIA Ⅳ V VI Ⅵ I 計

A 17 1 7 3 225

B l

士霊 IA II A HB Ⅲ A 他 計

A 1 1 1 2 5

B 1 l 3 5

甕 I Ⅳ 計

A 1 1

B 1

高不 II Ⅳ 他 計

A 1 2 3 9

B

甑 鉢 片 口 蓋

A 9 1

B 6 4 1



いが不 I～Ⅲ類が出土しており、それらは「関東系土器」あるいは「外来系土器」と呼称され、

関東地方の上師器との類似性が指摘されている(結城他 :1984、 木村他 :1991)。 こうした上器

については、筆者も栃木県稲荷塚遺跡などから出土した土師器に同じような土器製作技術をみ

ており、関東を中心としたなかのいずれかの地域あるいはいくつかの地域に出自をもつとは考

えている(註 2)。 しかし、土器組成におけるあり方は、出土数量が少ないこともあり、これま

であまり明確ではなかった。今回の調査では、数量の点や、器種も不だけではなく、組成全体

と不可分の関係にあることから、基本的にこの遺跡で製作されていると考えられ、それらを含

めた土器組成を知るうえでは良好な資料といえる。そこで、これらの上器に対しては、他地域

に出自をもつ製作技術に系譜が求められる土器として、「A種土器群」とする。

では、B種によって製作された土器群の実態はどうであるのか、A種土器群の不などととも

に他地域で組成されている大型の壺、甕、甑が、器形や製作方法において認識されるのか否か、

検討してみよう。それには、A種土器群と器種分類において共通する小型でB種の上器は、少

なくともこの地域の上器と考えられることから、A種土器群を含まない資料によって地域的な

編年的位置を求め、同じ時期の大型の上器と,ヒ較していくこととする。

A種土器群と共通する小型でB種の上器は、郷V類、重HA類、鉢、甕 I類に認められる。

鉢はすべて小破片であることから、不V類と壷HA類、小型の甕 I類について他の遺跡に類例

を求めると、遺跡周辺では、南小泉遺跡からは南南西方 6kmに位置する仙台市栗遺跡があげら

れる。栗囲式上器の標識遺跡であり、その I期土器群 (工藤 :1982)を構成する 10号住居跡

(1974～75年調査)出土土器のなかに壷HA類のBttC-102と共通する特徴を示す土器 (甕 I

類 。河ヽ型と分類されている IP.189-12)力 みゞられ、Ⅱ期・Ⅲ期土器群には認められない。不V

類については、それらは口縁部から体部にかけての破片であるが、10号住居跡に伴う郷と器形、

調整に共通性は認められるが、H期 。Ⅲ期の不と区別するのは難しい。この栗遺跡 I期土器群

の編年的位置は、住社式から栗囲式への移行期の上器 (工藤 :1982)、 あるいは住社式 (東北学

院大学考古学研究部・仙台市教育委員会 :1979、 辻 :1990)と 理解されている。住社式上器の

標識遺跡である角田市住社遺跡は、南小泉遺跡の南方約 30 kmの 角田盆地にあり、やや地域的

に離れるが、その出土土器 (志間 :1958)のなかには、甕 IB類の小型のBttC-122と 共通す

る器形的特徴を示す土器 (鉢形土器と分類されている :第 3図 13)がみられる。この器形の上

器は、栗遺跡において、個体数の少ない I期土器群や、個体数の多いH期・Ⅲ期土器群にも認

められていない。これらのことは、両遺跡ともA種土器群を含まないことから、SD3埋± 2

層から出土したB種の上器が、住社式のなかに位置づけられる可能性が高いことを示している。

なお、住社式上器については、大別 2時期の細分が行われており(加藤 :1990)、 住社遺跡出土

土器はその新しい段階に位置付けられている。また、山元町合戦原遺跡では、第Ⅲ群土器が古



い段階に相当し、 5世紀末葉～ 6世紀前葉の年代 (TK 47～TK 10)が与えられている(岩見 :

1991)。

次に、大型でB種の上器を、栗遺跡と住社遺跡から出上した土器と比較してみることとする。

埋± 2層出上の大型でB種の上器には、壷 I類、甕 1類、甑があるが、破片資料が多く、甑は

底部破片だけなので、壷 IA類と甕 I類を対象とする。壷 IA類の類例は、住社遺跡には認め

られず、栗遺跡において類似する体部球形の上器はみられるが、口縁部と体部の境に段をもっ

ていることや口縁端部の形状において異なっている。壺 IA類は、前述の壺HA類及びそれと

共通する特徴をもつ栗遺跡 10号住居跡出土土器の大型品と理解され、I期土器群に含まれると

考えられる。甕 I類の器形的特徴には、器形復元がなされたものや破片資料においても、回縁

部と体部の境に段のあるものは認められないことがあげられる。これは、住社遺跡と栗遺跡 I

期土器群に共通する特徴であり、栗遺跡ではH期以降の上器群とを区別する指標ともなってい

る。A～ Fに細分された甕 I類のそれぞれの器形も両者に認められている。調整は、体部外面

について第 3表に示してあり、ヘラナデを主体にしており、ヘラケズリを含めると、全体の 90

%近 くを占めている。刷毛目もみられるが、その多くはヘラナデにより再調整が行われており、

刷毛目調整だけの甕はほとんど含まれていないといえる。破片資料が多いことから、直接両遺

跡と比較はできないが、傾向としては、刷毛目調整がほとんどの栗遺跡Π期・Ⅲ期土器群とは

異なり、住社遺跡と栗遺跡 I期土器群と類似している。そのうち、ヘラケズリによる調整がみ

られる栗遺跡 I期土器群を構成する 10号 。14号住居跡については、10号住居跡の甕 2点はヘ

ラケズリのちヘラミガキで、14号住居跡の甕 4点は、 2点がヘラナデ、他の 2点が刷毛目調整

である。14号住居跡で刷毛目調整奏が基本的な組成に含まれていることは、10号住居跡との間

にやや時間差のあることを示していると考えられており (東北学院大学考古学研究部・仙台市

教育委員会 :1979)、 奏 I類では、ヘラケズリの比率が 20%を越えていること、刷毛目調整は

わずかにしかみられないこと、壺 IA・ II A類 と共通する土器が 10号住居跡出工であることか

ら、SD3埋± 2層から出土したB種の土器は、栗遺跡 I期土器群でも古い 10号住居跡に近い

時期と考えることができる。なお、A種土器群の出自を関東方面に求めた場合、甕の体部外面

がヘラケズリによって調整される特徴は、関東地方のこの時期に一般的に認められ、B種の甕

のヘラケズリ調整をその影響と考えることも可能ではあるが、破片資料が多いこともあり、甕

Ia～ f類 との特定の対応関係や他の甕と識別できるような胎土、焼成の特徴は、認められて

はいない。

以上のことは、大型・小型のB種の上器が、A種土器群を含まない仙台平野と角田盆地の遺

跡と共通する特徴をもっていることを示しており、地域の伝統的な製作技術に系譜が求められ

る土器と理解され、これを「B種土器群」とする。



・ B種土器群の編年的位置と年代

このB種土器群の編年的位置については、甕を基準とした場合、「頸部に明確な段を形成する

ものが普遍的になる」 (氏家 :1957)こ とが栗囲式の特徴とされており、SD3埋± 2層から出

上したB種の上器には、栗遺跡 10号住居跡出土土器との共通性もあり、それに先行する時期が

与えられる。また、住社遺跡出土土器とは、甕に共通するところも多いが、邦の内面調整に住

社遺跡ではヘラミガキののちに黒色処理がなされていない点で異なり、それに後続する時期が

推定され、住社式とすれば最も新しい段階と理解しておきたい。

また、具体的な年代を考える資料としては、須恵器短頸壷E-29がある。この須恵器は口縁

部から肩部までの破片であり、短頸壼としては類例に乏しいが、胎土・焼成などの特徴から静

岡県湖西産 と考えられ、器形としては脚付短頸壼の破片の可能性が高く、湖西編年 (後藤 :1989)

ではH-3a期 (TK 43併行期)の新相からH-3b期 (T K 209併行期)の古相にあたる (註

3)。 脚付短頸壷は、静岡県では数は少ないながら主に古墳からの出土例が知られており、その

なかに類例を求めると、浜松市蛭子森古墳出上の 2点の完形品がある(向坂他 :1964、 挿図 7-

7、 8)。 実見したところ、E-29に比べてやや小さいが、器形や調整は酷似していることが確

かめられた (註 4)。 この古墳では、 2回の追葬が行われたことが指摘されており、共伴する須

恵器については明確でないが、 2点の脚付短頸重の脚部は 2段二方透かしであり、他に長脚 2

段二方透かしの高不脚部破片も1点 (向坂他 :1964、 挿図 7-9)出 上している。この 3点は

2段二方透かしの共通性などから同じ時期と推定され、田辺編年 (田辺 :1966・ 1981)で はH

期後半 (TK 43～ T K 209)の時期にあたり、両者の編年的位置はほぼ一致する。実年代につ

いては、T K 43の新相を奈良県牧野古墳 (広陵町教育委員会 :1987)に 求めると6世紀末葉に

比定され、E-29は 6世紀末葉～ 7世紀初頭に位置付けられる。

このE-29の年代とB種土器群の関係については、B種土器群とほぼ同時期の栗遺跡 I期土

器群の年代からみておきたい。栗遺跡では、須恵器との共伴から時期のわかる遺構はないが、

I期の上限は出上した須恵器から6世紀前半～ 7世紀前半の間に求められている (工藤 :

1982)。 また、栗遺跡H期 。III期土器群の時期に相当する清水遺跡第Ⅳ群・ V群土器の時期は、

栗囲式の古い段階とされる第Ⅳ群土器の年代が 7世紀前半と考えられており (丹羽他 :1981)、

中村編年 (中村 :1981)で H型式 5段階 (T K 209併行)に比定される須恵器を伴つている。

これは、栗遺跡 I期土器群の上限が 6世紀前半、下限が 7世紀初頭以前であると理解され、B

種土器群の年代は、E-29との関係から6世紀末葉 (T K 43新相)頃 と考えられる。

・土器組成 とその製作

SD3埋± 2層から出土した土師器は、A種土器群とB種土器群によって構成されているこ

とが明らかになったが、土器組成との関係を示したのが第 5表である。



第 5表  SD3埋 ± 2層 出土土師器の組成

不 一里 甕 高邦 甑 鉢 片 口 蓋 計

A種 225 9 0 9 1 0 325(42.6%)

B種 5 0 1 437(57.4%)

計

％

237

(31.1)

10

(1.3)

485

(63.7)

9

(1.2)

6

(0.8)

13

(1.7)

1

(0.1)

1

(0.1)

つ
々

組成としては、邪 (31.1%)と 甕 (63.7%)でほとんどを占めており、A種土器群とB種土

器群の比率は、郷が主体のA種土器群が 42.6%、 甕が主体のB種土器群が 57.4%である。ま

た、邦の各分類においてその多くを占める I・ H類の数量ととヒ率を示したのが第 6表である。

第 6表 ィ I類・ ‖類の数量と比率

IA類 IB類 ⅡA類 HB類 計

36

(32.7%)

17

(15.5%)

21

(19.1%)

36

(32.7%)

53

(48.2%)

57

(51.8%)

I類 とH類の比率がほぼ 1:1であることが知られ、 I類に比べてH類の回径の方がやや大
きい傾向が認められる (第 71図 )こ とから、両者はセットをなし、 I類は不身、H類は郷蓋と

して製作されている可能性が考えられる。これは、 IA類 とHB類が同率で、 IB類 とHA類
の比率が近似していることとも関連していよう。こうしたA種土器群と郭 I類・ H類の強い相

関性が他の器種においてB種土器群とどのような関係にあるのか、次に、土器製作のうえで各

器種と両群の関係を器形と調整から考えてみる。

不では、 B種土器群の器形を示すものとして不V類があり、VAttC-86・ 87・ 90の ように

内面の調整にヘラミガキのち黒色処理が行われているものと、VAttC-89、 V BttC-91の

ように赤彩されているものがある。A種土器群の I BttC-58に おいても、内面の調整にヘラ

ミガキのち黒色処理が行われており、邦Ⅶ類のなかにも認められる。不Ⅵ類についても、ⅥA

類C-83、 Ⅵ CttC-80は B種土器群の器形と理解される。また、B種土器群に、A種土器群

の器形を示すものとして邦IIIAttC-81がある。

壷では、A種土器群の壺H AttC-101が、B種土器群の壺H AttC-102と ほぼ同じ器形を

示している。

甕では、A種土器群の甕 I DttC-115は 、大きさは異なるが、B種土器群の甕 ID類のC―

106と 器形、調整の共通性がみられる。

この他、甕Ⅲ類 C-120、 片口土器 C-123に ついては、この時期の類例はみられないが、栗



囲式の栗遺跡 H期・III期土器群には認められる。しかし、甕III類の類例は器形的にやや細長 く、

頸部に屈曲あるいは段をもつことなどにおいて異なっており、片口土器の類例も頸部に段があ

り体部外面も刷毛目調整と異なっている。これは、甕 IA類における I期土器群とH期 。H期

土器群の違いと共通しており、C-120と C-123は甕 IA類 と同様、B種土器群に含まれてい

る可能性が考えられる。また、高不 H～Ⅳ類については器形の全容が不明なため比較すること

は難しいが、住社遺跡出上の高不 (加藤 :1989)と 比較すると、やや脚部が長く、邦部 と脚部

の接続部分の幅も小さい傾向があり、器形的にやや異なる可能性もある。

これらのことは、高不に不明な点はあるが、不、壼、甕には、A種土器群にみられるB種土

器群の器形や調整技術、あるいはB種土器群にみられるA種土器群の器形の存在が認められ、

両土器群の密接な関連性を示しているといえる。土器組成全体からみても、各土器群ごとでは

器種組成が成立しないことは明らかであり、両土器群の製作は一体のものとして行われていた

と考えられる。その点では、土器組成に高い比率を占める煮沸具と大型の貯蔵具がB種土器群

に含まれ、食膳具・小型の貯蔵具のなかで主体 となる壷の製作にA種・ B種の製作技術的な交

錯性が認められることは、B種の上器製作者がA種の製作にも関わっていることを示している

と考えられる。

・埋± 1、 3、 4層出土遺物

SD3埋 ± 1、 3、 4層からは、埋± 2層 と比べると少ないが、地点とレベルが記録されて

いる遺物が 1層 :227点、 3層 :141点、 4層 :147点出土している。これらの遺物のなかで、

土師器の製作方法については、A種土器群とB種土器群がみられ、器種との関係では、A種土

器群の主体である邪 I類、H類、B種土器群の主体である甕 I類が各層で組成されており、埋

± 2層出土土師器の共通性が認められる。ここでは、他の遺物も含めて埋± 2層出土遺物 との

'ヒ

較を行っておきたい。

3・ 4層からは溝の機能時を示す遺物が出土している。その数量は少ないが、埋± 2層 と共

通する土師器不 I・ H・ V類がみられる。 4層出上の郷 V AttC-134、 V CttC-135の 2点

の内面調整にはヘラミガキののち黒色処理が行われていることや、甕の体部外面調整も2層 と

ほぼ同じ傾向を示していることから、2層出上の上師器とそればど時期差はないと考えられる。

2層にみられない器形としては、4層出上の高邪 I ttC-136が ある。須恵器模倣の高不と考え

られる。また、3層出上の壷 I BttC-129は 、栗遺跡 10号住居跡出土土器に類例 (工藤 :1982・

甕 I類 。だヽ型と分類されている :P.18911)力 求ゞめられる。大きさは異なるが、器形とともに

調整 も共通しており、 2層 とほぼ同じ時期であることを示している。この他、 3層出上の筒形

土器 C-131、 132は、この地域では認められておらず、福島県でも数例出上している (柳沼 :

1987)が、関東地方に多くみられるもので、他の地域に出自が求められる。カマドから出土す



る傾向がみられ、手捏土器とともに 2個出上している例や支柱としての報告 (栃木県文化振興

事業団 :1987)も あり、土製品としての用途が考えられている。C-132の外面には受熱による

と考えられる器面の剣落が認められ、こうした使用方法と関係している可能性がある。C-131

と132は胎土、焼成、製作方法がほとんど同じで、外面の調整もヘラミガキされており、同一

個体の可能性もあるが、器厚からみると別個体 と考えられ、 2個あったものと推定される。

1層からは清の廃絶時以降を示す遺物が出上している。土器は 2層 と共通する器種も多 く、

邦では I類、H類、V類が出上しており、甕の体部外面調整もほぼ同じ傾向を示している。 2

層にみられない器形として、A種土器群には郷Ⅲ BttC-47、 不ⅥBttC-46、 鉢 I類、重Ⅲ

B類、B種土器群には郷ⅥEttC-48、 甕H類などがある。このうち、A種土器群のC-46は、

B種土器群の器形を示していると理解される。この他、蓋としたC-141は端部に刻目が認めら

れ、内外面に赤彩されている点で他の蓋と異なっている。また、甕には、顕部に段をもち体部

外面が昂」毛目調整されている I D cttC-54が 1点だけみられる。全体の器形は、 2層出上の

C-106と ほぼ同じであり、平底の底部はヘラケズリによってやや上げ底風になっている。この

上器は、栗囲式に特徴的な器形と調整を示しており、 1点だけの出土ではあるが、溝の埋まる

下限を示していると理解される。前述のように、 1層下部には自然堆積層があり、出土遺物に

もやや時間幅のあることを考えると、この層の堆積時期については、 2層堆積以降、栗囲式の

初期を下限としておきたい。

。SD3の 所属時期

埋± 1～ 4層出土遺物の検討からは、溝の廃絶につながる埋± 2層の堆積時期は、古墳時代

後期の住社式期のなかでも最も新しい段階に位置付けられる。溝の開削時期については、底面

出土遺物がないため明確ではないが、その機能時期を示す埋± 3・ 4層の堆積時期は、埋± 2

層との間にそれほどの時間差は認められていない。 SD3の機能していた年代については、埋

± 2層出土土器の年代 (6世紀末葉頃)か ら、それとほぼ同じか、あるいはやや逆る頃を考え

ておきたい。また溝の廃絶以降の埋± 1層の堆積にはやや時間幅があり、下限は栗囲式期の初

期と理解された。

ii)各遺構の所属時期と変遷

HB期の各遺構からは、SD3埋± 2層 と類似する土器が出上しており、A種土器群・ B種

土器群 も認められる。ここでは、それらをとおして所属時期を検討し、遺構群の構成と変遷を

考えてみたい。

・ S125出土遺物の検討

この住居跡からは、床面一括資料として土師器 13点 (C-27～ 39)が出上している。SD3埋

± 2層の器種分類とA種・ B種との関係は第 7表のとおりである。



第 7表  S125出 上上師器の器種と数量

不 IA 不 IB 郭 HA 壻くII B 壺 HA 甕 IB 甕 ID 甑 鉢

点数 2 2 1 1 1

A種 1 1

1

1 1

2B種 1 1 1 1

邪、壷のほとんどがA種土器群で、甕、甑、鉢がB種土器群であり、邪 I AttC-28・ IB

類 C-29と壷HAttC-34に 製作方法の交錯がみられる。A種土器群の邪 5点のうち 3点には

黒色仕上げ処理が行われている。甕、甑には大小 2種類があり、甕C-37と観C-38はセット

をなすものと考えられる。体部外面の調整はヘラナデを主体にしている。これらのことは、 S

125出土土器が、器種組成、製作方法においてSD3埋± 2層出土土器との共通性が高いこと

を示しているが、B種土器群において甑はSD3で は器形のわかるものは出上しておらず、鉢
にもC-39の ように

'ヒ

較的胎上に砂粒の混入が少なく、口縁端部が外へ開く器形はみられない

ことや、不V類がS125か ら出土していないため、時期的な同時性は明確ではない。他の遺跡

などとの関係では、甕C-37と甑C-36の類例が住社遺跡出土土器 (志間 :1957、 第 3図 2、

17)や、当遺跡で住社式期とされている第 ■ 次調査 23号住居跡 (結城他 :1984)に認められ

る。SD3埋± 2層出土土器とほぼ同時期と考えられる栗遺跡 10号住居跡とは、壷HA類は共

通するが、甑 (工藤 :1982:p.18910)の 形態は異なっており、S125と住社遺跡との類似性

が高い可能性はあるが、両者の時期的な関係は明確にはならない。そこで、A種土器群の主体

である不 I類 。H類の器形と調整を図示した土器で比較してみることにする。
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器形では、日径の分布を第 71図 に、器高と口縁部の高さ (口縁高)の関係を第 72図 に示し

た。口径では、両者ともI類のほうがⅡ類よりやや小さい傾向がみられる。分布はS125に比

べてSD3の ほうがまとまりがなく、SD3の Ⅱ類は 13～ 20 cmと 分布幅が広く、集中する傾

向は認められない。また、S125の I類・II類の口径よりも小さいものがSD3に は比較的多

くみられる違いがある。器高と口縁高の関係においては、日縁高はS125では I類 :1.6～1.7

cm、 H類 :1.0～ 1.4cmで、1.5cmを境に I類 とH類が分かれるのに対し、SD3で は I類 :

1.1～1.7cm、 H類 :0.8～ 1.lcmで、1.lcmを境に分かれる違いがあり、それは器高に対する

口縁高の比率にも反映されている。つまり、I類ではS125:0.30以上、SD3:0。 22～0.34、

H類ではS125:0.24～ 0.33、 SD3:0.20～0.23と いう数値を示す。器高もSD3に低いも

のが多い。

調整では、 I類 。H類とも口縁部内外面はヨコナデであるので、体部内外面について第 8表

のように分類し、それを第 9表に示した。

第 9表  S125。 SD3の 不 1類・ ‖類の体部調整

第 9表からは、S125に比べてSD3の ほうがヘラミガキが多 く用いられており、調整の多

様性があることが知られる。S125の 資料数が少ないこともあるが、SD3で は内面調整にお

いて特徴的な放射状のヘラミガキが施される b・ Cは 5点みられるのに対し、S125に はなく、

そののち黒色処理の施される gも SD3に 認められる。

こうした違いについては、S125と SD3の 遺構の性格にもとづく可能サ性はあるが、前述の

第 8表 不 1類・ ‖類の体部調整の分類

内

面

a

b

C

d

e

f

g

h

ヨヨナデ

ヨヨナデのち放射状 (単線)ヘラミガキ
ヨヨナデのち放射状 (複線)ヘラミガキ
ヨヨナデのち非放射状ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヨコナデのち黒色処理

ヘラミガキのち黒色処理

不明

外

面

1:ヘラケズリ
2:ヘ ラケズリのちヘラミガキ

※a～ eは、内外面あるいは片

面に黒色仕上げ処理の行われ

るものが多い

S125 SD3

内  面 a b c d e f g h a b C d e f g h

外

面

1

I鋏買 3 1 1                         1   2

H類 1 ユ

I夢賃 2   2   2       2

H類 2 3       1   2



ように土器組成や製作方法に共通性が認められ、邦 I類・ H類の比率もほぼ 1:1であること

からすれば、時期差として理解することが妥当であると考えられる。つまり、S125の時期か

らSD3の時期にかけて、器形的な変化として、口径の小さいもの力ゞ増えること、器高・ 口縁

高の低下とともに口縁高/器高が小さくなること、調整の変化として、多様化が進むことなど

がその特徴としてあげられる。しかし、この変化については、S125の I類のように、上ヒ較的

口縁高の高い器形がSD3に もみられることから、それが漸移的であることをも示している。

また、土器製作のうえで、口径の安定性がなくなることは、製作技術とともに、製作者のA種

土器群への関与の変化とも理解され、調整におけるヘラミガキの多用やそののち黒色処理が行

われるようになることなどと関連していると考えられる。

これらのことは、それほどの時期差はないにしろ、S125の ほうがSD3よ り古いことを示

しており、HB期に2時期の変遷を考えることができる。S125出土土器の編年的位置につい

ては、B種土器群に比較資料は少ないが、住社遺跡出土土器に類例の求められる土器があるこ

とから、そこを上限とし、土器組成や製作方法に共通性が認められるSD3埋± 2層出土土器

に先行する時期と理解しておきたい。また、HB期の細別については、S125出土土器によっ

て「HB期古」、SD3埋± 2層出土土器によって「ⅡB期新」とする。

・遺構群の変遷

ⅡB期古 。新の設定にもとづいて、各遺構の所属時期について検討していき、遺構群の変遷

を考えてみたい。

SD3・ S125を除くⅡB期の遺構としては、 S15、 S16、 S18、 S19、 S111、

S123、 SK7がある。S15で は、A種土器群の上師器不 I類・ H類・Ⅵ類 4点が出土して

いる。すべて破片ではあるが、床面から出上している I AttC-1は、器形的にSD3出上の

C-62に類似していること、埋土 I層出上のC-3は SD3か ら1点出土しているC-80に類

似し、ⅥC類に分類されること、H AttC-2の 口縁高が 0。 9cmであることから、時期はⅡB

期新の可能性が高い。S16か らはA種土器群の上師器郷 I AttC-5、 I BttC-6が 埋土

1層から出土している。ともに破片ではあり、口縁高はいずれも1.6cmと 比較的高いが、新古

のどちらに属するかはわからない。S18で は、床面からA種土器群土師器不Al類 C-9と

B種土器群土師器C-7・ 8が出上している。C-9は 口縁端部を欠損しており、口縁高は不

明である。土師器壺C-7の器形は、SD3の分類にも含まれておらず、この調査では出上し

ていない。そのため、細別時期は不明であるが、他の遺跡にC-7の類例を求めると、住社遺

跡出土土器 (斎藤 :1991)の なかに 1点 (1号住居跡 16)認められる。C-7の ほうがやや大

きいが、内面の体部上端にみられる稜線も共通している。 S19か らはA種土器群の上師器不

H AttC-10、 11が貝占床から出上している。ともに破片ではあるが、口縁高はC-10が 0.8cm、



C-12が 0。 9cmで、SD3の HA類に共通しており、ⅡB期新に属する可能性がある。SI■

からは、A種土器群土師器不 C-12～ 15と B種土器群土師器 C-16・ 17が出土している。 C―

12～15については、すべて破片であり、埋± 1層出上ではあるが、層厚が薄いことからこの住

居に伴う可能性が指摘されている。そのうち、C-14は 回縁高の器高に対する比率が 0。 22と S

D3の HB類と共通している。C-15は、SD3の分類にも含まれておらず、内外面ともヘラ

ミガキが施されている。内面ヘラミガキ調整である点ではSD3のⅥDttC-84に 共通しよう

か。甑 C-16は、器形としてはS125C-36と 類似するが、わずかに体部に膨らみがあり、

調整では体部外面が刷毛目調整されていることで異なっている。これらのことから、SI■ は

HB期新に属すると考えられる。S123は、出土遺物が少なく、土師器の破片資料だけであり、

細別時期は明確でない。胎上、焼成、調整などの観察から、貼床からA種土器群の邪ⅥI類 1点

(内外面黒色仕上げ処理)、 B種土器群の内面ヘラミガキのち黒色処理が行われている不 1点な

どが出土している。SK7か らは、A種土器群土師器鉢 C-143、 B種土器群土師器甕C-144

が出土している。C-143の胎土にはやや砂粒が含まれている。器形は、SD3の分類には認め

られない。不の出上がないこともあり、新古どちらに属するかは不明である。

以上のように、ⅡB期には新古のわからない遺構もあるが、細別時期と各遺構との関係を示

したのが第 10表である。

第 10表  ‖B期古・新の遺構

ⅢB期古 S125

S16、 S18、 S123、 SK7II B期新 SD3
S15、 S19、 SI■

遺構の配置は、S125がA-16グ リットに位置しているが、他の遺構はSD3の あるA・

B-7グ リット以西に位置している。特に、HB期新の時期には、幅が約 7mの SD3を はさ

んで、東側には遺構がみられず、西側にだけ竪穴住居跡及び竪穴遺構が展開し、それらの方向

性が、 SD3と ほぼ同じ傾向を示しており、大溝で区画された居住形態を示している。土製品

との関係ではⅡB期の竪穴住居跡やSD3か らも出土している土玉や土製紡錘車などの上製品

のいくつかはA種土器群と同様の方法で製作されている。基本層 I層から出土している土製品

にもその特徴がみられ、主な分布がA・ B-7グ リット以西であることとも関連していよう。

また、新古の不明なS16、 S18、 S123、 SK7も 同じような配置をとっており、S18

を除く各遺構の方向性もSD3と ほば同じ傾向を示すことは、これらの遺構もSD3と の関連

性のうえに理解されるが、細別時期については、遺構間の新旧関係や密接した配置がみられ、

それらすべてをHB期新とするには難しい面もある。土器の製作方法や器種との関係が共通し

ていることは、不 I類に新古両者にみられる形態のあることからも、HB期古から新への連続



した変化ととらえられ、新古の不明な遺構のなかにはHB期古に属する遺構のあることも考え

られ、それは、時期の明確でないSD3の 開削時期とも関係していよう。

いずれにしても、HB期新の時期にはSD3で 区画された居住形態を示しているこれらの遺

構群は、土器のあり方からみても、この地域の一般的な集落とは異なることが推定される。関

東方面に出自をもつA種土器群の安定した組成や、SD3埋± 3層から出土した筒形土器は、

人の移住とともに生活様式も移入されていると理解されるが、B種土器群も安定して組成され

ており、土器製作のうえで、A種とB種の交錯性もみられることは、この集落の構成員が他地

域の人だけではないことを示している。大溝 SD3の性格については、出土遺物からはわから

ないが、その幅からすると単なる区画溝とは考えにくく、防御的な機能をもつ可能性もあり、

地域集団との関係に不安定な要素のあることとも受け取れる。

では、こうした居住形態の背景にはどのような要因があるのか、南小泉遺跡周辺においてA

種土器群の出土する遺跡をとおして考えておきたい。

iii)遺跡周辺出上のA種土器群

南小泉遺跡周辺の名取川下流域では、本稿HB期のA種土器群と類似する土師器は、南小泉

遺跡第 ■次調査地点や、第 1図の遺跡分布図では藤田新田遺跡、郡山遺跡などで認められてき

ている。それらの器種はほとんどが不であり、主なものを第 73図に 11点示した。 SD3の分

類では、イ I～Ⅲ類がみられ、他の器形もあるがその数は少なく、不 I・ H類が多い傾向があ

る。ここでは、SD3や他の遺跡との比較を行いながら、それらの編年的位置を検討してみる。

南小泉遺跡第 11次調査地点 (結城他 :1984)と藤田新田遺跡 (後藤他 :1992)か ら出上した

4点については、B種土器群が不明であるが、HB期古新の上器と比較してみると、 1(IB

類)は 口径が推定で 12.9cmと 小さく、口縁高も1.3cmと 低く、HB期新に属する可能性があ

る。 2はⅣ類と類似する外面ヘラケズリ調整の不である。ともに偏平な球形を呈するが、Ⅳ類

では、口縁端部もヘラケズリによる面取 りが行われている点で異なっている。しかし、全体の

器形や調整は共通するところがある。 3(HA類 )と 4(HB類 )は、HB期新の不 H類の特

徴と一致する。口縁高も低く、器高に対する比率も3が 0.23、 4が 0.20であり、対比資料 とし

ては、C-77(HA類 )、 C-78(IB類 )があげられる。この 2点 と同じ層位からは、平底で

あるが、日縁部から体部上半にかけては不ⅢA類 と類似する不が出土している。

郡山遺跡では、A種土器群の出土は比較的多く、S1260の 5～ 7(木村他 :1983)、 S11206

の 8(結城 :1989)、 S11299の 9(斎野 :1991)は、B種土器群とともに出土している。 S

1260で共伴する甑 (B種土器群)の器形は、 S125の C-38の大型品とも理解され、また、

他の遺跡との比較では栗遺跡 10号住居跡出上の甑 (工藤 :1982、 p.18910)と は、体下部の径

がやや大きいが、器形や調整にも類似性がみられ、HB期に位置付けられる可能性がある。不
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第73図 遺跡周辺出上のA種土器群杯 (カ ッコ内は本稿分類)



の比較では、 5(IA類 )と 6(IB類 )は口縁高が 1.5～ 1.7cmと 高く、器高に対する比率

は5が 0.31、 6が 0.35である。IB期新でも、郷 I類に口縁高の器高に対する比率が 0.30を

越えるものはあるが、それらは口径が小さく、口縁高も1.3～ 1.4cmと 低いことから、この 2

点はHB期古に属すると考えられる。 7(HB類 )と ともに、回径や器高、内面の調整にも共

通性がみられ、S1260の 時期を示している。 S11206は、共伴する甕と甑 (B種土器群)が、

栗遺跡 I期土器群の時期に比定されており、 8(II A類)は破片資料ながら口縁高が 0。 9cmと

低いことから、HB期新に属する可能性が高い。S11299出上の 9は、 IA類に類似するが、

口縁部に最大径がある点で異なっており、共伴する郷 (B種土器群)と ともに名取市清水遺跡

の第III群土器 (丹羽他 :1981)を 介して住社式のなかに位置付けられ、口径の小さいことから

時期的にはやや降る可能性などが指摘されていた土器である。南小泉遺跡HB期には認められ

ていない器形であり、B種土器群の器形として理解することもできる。しかし、A種土器群と

の胎土、調整が共通することや、口径が 12.2cmと 小さいことからすると、HB期新に属する

可能性もある。10。 11は遺構からの出土遺物ではない。10(IB類 )は第 24次調査 (木村他 :

1983)の北東部から出土しており、口縁高が 1.3～ 1.4cmで、器高に対するとヒ率が 0.25と 小さ

く、HB期新に属する可能性がある。11(Ⅲ B類)は第 68次調査 (木村 :1988)で出上してい

る。

このように、名取川下流域において分布するA種土器群の邪の多くには、南小泉遺跡HB期

に併行する時期を考えることができる。そのなかで、郡山遺跡ではA種土器群 とB種土器群に

よる土器組成がみられ、南小泉遺跡のHB期古新に対応して、S1260、 S11206に伴う集落

が存在している可能性がある。特に、図示した不 5～■ は、すべて遺跡の北部地区(第 24、 35、

61、 68、 79、 87、 88、 98次調査地区)か ら出上している。この地区は、 7世紀後葉とされる I

期官衛の中枢域にあたり、それに先行する郡山遺朋第 2段階の竪穴住居跡などの遺構も多いと

ころである。各遺構の出土遺物が少ないことから、時期のわかる遺構は限られるが、HB期や

栗囲式期の古い段階の遺構の存在、須恵器ではH型式後半からⅢ型式にかけての出土例 (田辺 :

1966・ 1981、 T K 43～ T K 217)も 認められ、 I期官衡の成立に繋がる集落の継続性が推定さ

れる。郡山遺跡では、こうした遺構群の変遷は遺跡の南端部など他の地区でも推測されるが、

ここでは、南小泉遺跡HB期遺構群の性格について、この北部地区との関係から地理的環境を

含めて検討しておきたい。

�)南 小泉遺跡と郡山遺跡

第 1図にみるように、二つの遺跡は名取川の支流である広瀬川の南北両岸に位置している。

立地からすると、北岸の南小泉遺跡でA種土器群が多く出土するところは第 22次調査区とその

周辺であり、微高地の南辺付近にあたる。南岸の郡山遺跡北部地区も、段丘崖の縁辺部にあた



り、両地区は広瀬川を挟んで最短距離にあり、直線距離にして 2kmと 、目視可能な位置にある

ことが知られる。これは、南小泉遺跡HB期 と郡山遺跡のS1260、 S11206な どが時期的に

併行するとした場合、集落の同時性や土器の共通性だけではなく、両者の密接な関連性ととも

にA種土器群の背後に他地域からの人の移住を考えると、水上交通路を重視した計画性のある

占地がなされた可能性がある。この二つの地区の遺構群の展開については、南小泉遺跡ではH

B期新の時期にSD3が廃絶され、それ以降の集落の営みが近接するこれまでの各調査を含め

ても希薄であるのに比べ、郡山遺跡ではその前後からI期官衛の時期にかけての集落の継続性

が推定される違いがある。SD3の廃絶要因については明確でないが、郡山遺跡との関係にお

いて、北岸の大溝を伴う集落の機能そのものが必要ではなくなったこともひとつの要因として

考えられ、SD3埋± 2層の人為的な堆積状況とも関連しているのではないだろうか。郡山遺

跡 I期官行の成立は、こうした動きの延長にあると考えられ、南小泉遺跡のHB期遺構群は、

その初期の重要な役割を果たした集落と位置付けられる可能性がある。また、ⅡB期の居住域

を区画する大溝 SD3の方向は、郡山遺跡 I期官衡の区画線の方向 :東偏約 30度 とほぼ一致し

ている。この方向は、郡山遺跡では広瀬川に沿った段丘などの崖線に影響された結果 (斎野 :

1990)と 考えられており、南小泉遺跡でも同様の可能性がある。両者の関連性については、今

後その時期差を含めた検討 (註 5)が必要とされよう。

③ HC期

遺構は、竪穴住居跡 4軒 (S112、 21、 22、 26)、 土坑 1基 (SK9)が検出されている。各

遺構の所属時期については、最初に出土遺物の比較的多いS112と S122について検討した

セゝ。

S112に ついては、床面から須恵器盤E-6が 出上している。口縁端部が平坦になっている

特徴は、清水遺跡の第V群土器や郡山遺跡でみられるが、小型である点ではやや降る可能性が

ある。土師器 C-18・ 20の類例は、郡山遺跡のⅡ期官衝外郭大溝 (木村他 :1985)か らも出土

しているが、蔵王町塩沢北遺跡第 2群土器 (だWII:1980)に は土師器邪C-18と甕C-19の類

例がともに認められている。この上器群は栗囲式でも新しい時期に位置付けられており、 7世

紀中・後葉とされる清水遺跡第V群土器に後続することが指摘されている (丹羽他 :1981)。 こ

のことから、S112の年代的は 7世紀末棄～ 8世紀初頭頃と推定され、郡山遺跡H期官衛とほ

ぼ併行する時期と考えられる。

S122に ついては、土師器不 C-23・ 24はいずれも弱い丸底で、C-23の外面には軽い稜

はあるが、内面には屈曲はみられない。調整は、外面は体下部をヘラケズリしたのち、口縁部

から底部までヘラミガキが施されており、内面はヘラミガキのち黒色処理がなされる共通性が

ある。この不にみられる特徴は、国分寺下層式 (氏家 :1961、 1967)と して設定された土器群



の中に類似するものがあるが、両者を,ヒ較すると、C-24と類似する国分寺下層式の大型の邪

が平底に近いことや、C-23の ように口縁部が直線的に外傾するものが国分寺下層式にはない

ことから、S122の ほうが古いと考えられる。 C-23・ 24と 土師器高郭 C-25を含めた類例

は郡山遺跡のH期官行外郭大溝 (木村他 :1985)か らも出土しているが、C-23の ように口縁

部ヨコナデののちヘラミガキの行われている邪は少ない。S122の出土遺物が少ないことから

比較することはできないが、高不C-25の類例は8世紀前半とされている元袋Ⅲ遺跡 (現在は

元袋遺跡)の S118(渡部 :1987)か らも出土しており、年代としては、やや幅をもたせ、 7

世紀末葉～ 8世紀前半頃としておきたい。

次に、S121、 S126、 SK9に ついては、出土遺物が少なく、すべて破片資料であること

から明確な時期はわからないが、可能性について述べておきたい。S121か ら出上した土師器

C-22は、器形としてはS112の C-18に類似しており、ほぼ同じ時期の可能性がある。 S

126については、土師器甕 C-42、 不C-41の特徴からすると、S112と 同じかあるいはそ

れよりは古い可能性が考えられ、類例は郡山遺跡でも出土している。また、S126と SK9か

ら出上している土師器邦C-40と C-145の 2点は、胎土・焼成の特徴がHB期のA種土器群

とほぼ同じであり、その系譜を引く土器と考えられる。A種土器群の邦との器形の類似性はあ

るが、口径が小さく、C-40の 内面はヘラミガキのち黒色処理がなされている。

このほか、HC期の遺物としては、基本層 I層から須恵器蓋 E-34・ 35が出上している。

以上のように、HC期は、古墳時代後期後半から奈良時代にかけて、土師器の編年では栗囲

式から国分寺下層式にかけての時期にあたり、遺構数にみられるように大きな集落の形成は認

められない。

④ 細別時期の不明なH期の遺構 。遺物

出土遺物に細別時期を示すような遺物がない遺構として、S17が ある。出上した土師器に

は製作にロクロを使用したものがないことから、Ⅱ期の遺構と考えられる。

また、遺物としてはS116の Pl出上の須恵器壷E-14がある。E-14は平安時代の竪穴

住居跡であるS116の廃絶時に伴うものと考えられるが、製作年代についてはⅡ期に属する可

能サ陛がある。

O Ⅲ期 (平安時代)

この時期の遺構としては、区画施設 2条、竪穴住居跡 12軒、清跡 4条、土坑 2基などが検出

されている。Ⅲ期は、東北南部の上師器編年では表杉ノ入式の時期にあたる。最初に、出土遺

物の比較的多い 6軒の竪穴住居跡について、土器の分類とその属性の比較から細別時期の検討

などを行い、次に、そのほかの遺構を含めて集落の変遷について考えてみたい。

① 細別時期の検討



奈良・平安時代の上師器 。須恵器の変遷については、製作技法や器形的な属性から細分が行

われてきており (岡田・桑原 :1974、 白鳥 1980、 丹羽 1982他 )、 時期が新しくなるほど不の口

径に対する底径の比率が低下する傾向や、底部切り離し後の調整が行われなくなる傾向などが

明らかにされている。本稿においても、こうした研究成果をふまえて細別時期を検討していき

たい。対象となる資料は、竪穴住居跡 6軒 :S11、 S13、 S115、 S116、 S117、 SI

20か ら出土した土師器と須恵器の不である。

第 74図 に示すように、土師器不、須恵器邪の器形は大きく6つ に分けられる。つまり、外形

線と口縁端部の計状からI～Ⅲ類、内面の形態によってa種、 b種に細分される。

I類 :体部から口縁部にかけて直線的に外傾するもの

H類 :体部から口縁部にかけて丸みをもって立ち上がり、口縁端部はそのまま外傾するもの

Ⅲ類 :体部から口縁部にかけて丸みをもって立ち上がり、口縁端部が外へ開くもの

a種 :内面の底部と体部の境に屈曲をもつもの

b種 :内面の底部と体部の境に屈曲をもたないもの

第 75図 には、器形的な属性 として口径に対する底径の比率 (口径底径比 )、 a種・ b種及び

大きさとの関係、製作技法として底部の切り離し技法と調整の有無、種類を、竪穴住居跡ごと

に示してある。口径底径比の違いと、底部の調整の有無の比率により、 2時期の変遷のあるこ

とが知られることから、古いほうをⅢA期、新しいほうをⅢB期とする。これは、遺構間の重

複関係においてS115(Ⅲ B期)のほうがS116(IIIA期 )よ り新しいことと矛盾しない。こ

の変遷と器形各類と底部の切 り離し技法との関係を示したのが第 76図である。また、他の竪穴

住居跡出土の不を比較すると、S118、 S119がmA期、S13、 S124がⅢB期に属する

と考えられる。これらの邦の大きさについては、口径と器高を第 77図 に示した。大型不との区

＼
Ia類

0                  1ocm

第74図 Ⅲ期のJITの器形分類
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別は、ⅢA期では口径 14 cm、 器高 5cm、 ⅢB期では口径 15.5cm、 器高 5cmを基準とした。

② ⅢA期、ⅢB期の上器群

次に、この 2時期の土師器不、須恵器邪を含めた土器群の内容と年代を考えてみたい。

1)Ⅲ A期

土師器不の器形は、Ha類、ma類を主体とし、須恵器不の器形は、Ha類を主体としてお

り、断面形はすべて a種である。土師器、須恵器とも、大型郷と不の大きさの違いは明瞭であ

り、邪の器高は4.5cm以下である。しかし、土師器不の口径が 13 cm前後で、器高も3.9～4.4

cmなのに対して、須恵器郷は口径が 14 cm前後と大きく、器高は3.5～ 4。 2cmと低 く、土師器

と須恵器の邦の法量の違いがみられる。口径底径比では、大型邪に 0.40前後の数値がみられる

が、郷は0,46～0.55と 0.50前後の数値が共通してみられる。また、器高口径比は須恵器邪 :

0.25～ 0,30、 土師器不 :0.30～0.41である。

邪の底部の切り離し技法と調整の有無、種類については、土師器、須恵器とも回転へら切り

と回転糸切 りがあり、切 り離し後の調整のあるものとないものの両者がみられる。しかし、土

師器においては、調整のあるものが主体となっているS117と S120に比べ、S116では無

調整のもののほうが多く、連続した変化のなかでの時期差として理解され、S117と S120の

時期をⅢA期古、S116の時期をⅢA期新とする。

ⅢA期の他の器種には、土師器の甕、灰釉陶器の長頸瓶がある。土師器の甕には大小がみら

れる。S116か ら出土している灰釉陶器の長頸瓶 I-1は、口縁端部を欠損するが、ほぼ器形

を復元できるもので、黒笹 14号窯式に比定される (愛知県教育委員会 :1983、 高島 :1971)。

ii)Ⅲ B期

土師器、須恵器とも、郷の器形はHb類を主体 としており、法量も、不の器高は 4.1～ 4.9cm、

日径は 14～ 15 cmと共通しているが、土師器は回径のやや異なるものもあり、個体差がみられ

土 器 須 恵 器

Ⅲ a 田 a Ⅱ b

S 120 □  ◎ □ □◎○ ○

ⅢA
古

S 1 17 □ □  □ ○

S 1 16 回 ○ 〇 ○ □ 新

S 1 15 □
① ①
O O ○ ○  ○

Ⅲ BSIl ○ ○ ○○○ ○  ○

S13 ○  ○ ○

凡例 □回転ヘラケズリ  ロ回転ヘラ切り無調整  ◎回転糸切りのち手持ちヘラケズリ  △手持ちヘラケズリ  ○回転糸切り無調整

第76図  杯の器形 と底部の切 り離 し技法との関係
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る。大型不と不の大きさの違いは、土師器では比較的明瞭であるが、須恵器ではその差が小さ

い。口径底径比では、大型不と不に違いはみられず、0.35～0.46と 0.40前後の数値が 3軒の竪

穴住居跡に共通 してみられる。また、器高回径比は須恵器不が 0.28～ 0.34、 土師器不が

0.29～0.37である。

不の底部の切 り離し技法と調整の有無、種類については、土師器、須恵器とも回転糸切 り無

調整がほとんどを占めている。また、須恵器の内面調整には、すべてコテナデ (小川 :1987)

がみられる。この調整痕は、須恵器邪Hb類では底部にかけてみられるが、大型の須恵器邪 I

a類では体部下半にだけにみられ、断面形の相違とも関係している。

ⅢB期の他の器種には、土師器の甕、壷、把手付の甑、高台付邦、耳皿、灰釉陶器の椀のほ

か、赤焼土器の不破片が少量伴う。土師器の甕には大小があり、内面ヘラミガキのち黒色処理

された小型の甕もみられる。S11出上の奏D-8に は赤焼土器の可能性がある。耳皿は燻し

焼成されており、内外面黒色を呈する。S13に伴うと考えられる灰釉陶器の椀 I-8は、体

部上半を欠損するが、三日月高台であり、黒笹 90号窯式に比定される (斎藤 :1989)。

iil)年代と邦の形態

ⅢA期とⅢB期の上器群の様相は、多賀城跡の上器編年 (白鳥 :1980、 1982)で は、C群土

器 (9世紀前半)～E群土器 (10世紀前半)の時期におさまるものである。ШA期 とⅢB期を

そのなかに位置付けるうえでは、多賀城跡とは遺跡の性格に違いがあることから、南小泉遺跡

における土器の変化との関係もみておく必要がある。第 78図 は、これまでの調査で検出された

主な遺構とIIIA期 とIII B期の上師器と須恵器の邪 (大型不を除く)の回径底径比と底部の調整



の有無を示した。土師器の出上していない遺構があるため、須恵器でみてみると、第 11表のよ

うに各報告の年代から大きく4期に分けられる。

第 II表 南小泉遺跡における須恵器郷の変化

遺構名 底径口径比 底部の切り離し。調整 年  代 多賀城編年

20次 S11 0.64ハ∀0.50 回転へら切 り、再調整 8C末～ 9C前
B群土 器

C群土器11次 S119・ 14次 S13 0.60ハヤ0.48 回転へら切 り主体 9C前葉

6次 S13 0.55-0.46 再調整・糸切り無調整 9C前棄～中葉
D群土器

6次 S11 0.46-0.35 回転糸切 り無調整主体 9C後～10C前 E群土 器
※遺構の年代は工藤 (1991)、 結城他 (1984)、 佐藤洋 (1987)、 渡部 (1983)、 佐藤甲 (1985)に もとづいた。

ⅢA期の須恵器不は、口径底径比は南小泉第 6次調査S13と ほぼ同じであるが、底部は回

転へら切りと回転糸切 りが主体となっている。多賀城跡では、第 60次調査で「多賀城 C群土器」

の良好な資料が、天長八年 (832年 )と 記された漆紙文書とともにS E 2101 BⅢ層から出上し

ており(真山他 :1992)、 9世紀前半代におさまると考えられている。須恵器は、底径口径比が

0.60～0.50を主体とし、底部は 59点のうち 50点が回転へら切 り無調整であり、これは南小泉

遺跡の■次S119、 14次 S13と ほぼ同じ傾向がみられることから、IIIA期 の上限を示して

いる。下限については、 9世紀後半とされる「多賀城D群土器」において、底部の切り離し技

法が回転糸切り無調整でほとんど占められていることから、ⅢA期は9世紀中棄を中心とした

時期と考えられる。ⅢA期新のS116か ら出上している灰釉陶器長頸瓶 I-1は、9世紀前葉

～中葉とされる黒笹 14号窯式 (前川 :1984、 小森 :1993)に比定され、年代的に矛盾しない。

多賀城編年との関係では、ⅢA期の土器群は、多賀城C群土器からD群土器への移行期に位置

するものと考えられる。

ⅢB期の須恵器不は、南小泉遺跡第 6次調査 S11と 底径口径比及び底部の切り離し技法は

ほぼ同じであるが、郷の形態では、 6次 S11が本稿のII a類 とHb類を主体としているのに

対し、ⅢB期ではHb類が主体になっている違いがみられる。Hb類は、多賀城Ⅳ-2期に位

置付けられている仙台市五本松窯跡C群 (河WII:1987)において「AⅢ類」として識別された

邪の多くと同じ特徴をもっており、このC群を上限とし、10世紀第 1四半世紀頃まで存続して

いたものと考えられている。このことから、ⅢB期の時期は9世紀末葉～10世紀初頭頃と考え

られる。これは、ⅢB期のS13に伴うと考えられる灰釉陶器椀 I-8が、9世紀後葉～10世

紀初頭とされる黒笹 90号窯式 (前川 :1989、 ガヽ森 :1993)に
'ヒ

定されることと、S115が 10

世紀前半 (934年以前)に降下したと考えられる灰白火山灰 (白鳥 :1980)よ り古いことと、年

代的に矛盾しない。多賀城編年との関係では、ⅢB期の上器群は、多賀城D群土器からE群土

器への移行期に位置するものと考えられる。また、 6次 S11に ついては、Ha類の底径口径
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比が、0.41ハヤ0.46と いう数値を示し、ⅢA期で主体を占めるHa類の数値よりも小さいことか

ら、ШA期とⅢB期の間の 9世紀後葉に位置付けられよう。

�)邪 の法量の変化

ⅢA期からⅢB期にかけての上師器、須恵器の不の法量の変化をみておきたい。第 74図に示

すように、土師器、須恵器ともⅢA期 とⅢB期では口径と器高に違いがみられる。これを 6次

S11、 11次 S K 28の 上器とともに大型邪を除いて平均値を示したのが第 12表である。

この表からは、土師器、須恵器ともⅢA期からⅢB期にかけて口径と器高の数値が増えてお

り、不が大型化していることが知られる。須恵器では、 6次 S11の 時期にはⅢB期とほぼ同

じ大きさとなっている。口径の平均値はやや小さいが、これは、S11の 10点の須恵器不がH

a類 (口径平均値 :14.2cm)と Hb類 (口径平均値 :14.4cm)で構成されていることにもよ

る。また、9世紀末葉～10世紀初頭の年代が推定されている 12次 S K 28か ら出土した土師器

不 (結城他 :1984)は、Hb類を主体とし、ⅢB期の上師器不 と類似しており、ほぼ同じ法量

を示している。土師器と須恵器の関係では、IIIA期にみられる法量分化がШB期にはその差が

ほとんどなくなっていることが知られ、 6次 S11の時期はその過渡的な様相を呈している。

また、数値は示していないが、大型不も同様の変化を示す傾向がある。こうした変化について

は、この遺跡での現象ともいえるが、須恵器の供給地との関係などを含めて、今後検討される

必要もあろう。

③ 遺構群の変遷

ⅢA期、ⅢB期に属する竪穴住居跡 10軒の時期については前述のとおりであるが、他の遺構

の所属時期を検討しながら、遺構群の変遷を考えてみたい。

SD4は、その堆積状況において、埋± 2層はシル トと砂が互層になる厚い自然堆積層であ

り、層中のシル ト層上面で人の足跡が検出されていることから、溝の機能が停止したあと、あ

る程度の期間はそのままにされていたことが考えられる。埋± 1層は人為的な堆積状況を示し

ており、出土遺物は少ないが、赤焼土器の不破片数点と、細弁蓮花文軒丸瓦の瓦当部が出上し

ている。この瓦は陸奥国分寺跡で細弁蓮花文鐙瓦H類 と分類されているもので、多賀城Ⅳ期に

第 12表 lThの 口径と器高

4 1cm(39～ 44)3.9cm(3.5～ 4.2) 13.2cm (12.4-144)13.9cm(13.6～ 143)

4.7cm(40～ 54)4.6cm(42～ 50) 14 0cm (12.5ハヤ152)6次 S11 14.3cm  (141^V14.7)

14 4cm(136～ 15。 1) 4.6cm(4.2～ 5.3)14.5cm  (142^ヤ148) 4 5cm(41～ 51)

14.3cm(13.4～ 153) 4 6cm  (40～51)11次 S K 28



位置付けられており(多賀城跡の分類では310B)、 埋没時期の上限を示している。これは、 S

D4と 重複関係にあり、それより新しいSAl・ 2の構築時期の上限でもある。多賀城Ⅳ期の

開始時期は貞観 11(869)年直後と考えられており (宮城県教育委員会。宮城県多賀城跡調査研

究所 :1982)、 D群土器の時期ではその半ば頃になる。 SAl・ 2では、出土遺物は少ないが、

掘り方埋土からは赤焼土器の邪破片が数点出上している。赤焼土器の郷破片はHB期の竪穴住

居跡からも出土しており、SAl・ 2は、それらの竪穴住居跡とは、S124の ようにすぐ近 く

に位置するものもあるが、重複関係はなく、構築時期の上限からも、ⅢB期に所属すると考え

られる。また、SD4埋± 1層の堆積状況をふまえると、 SD4の最終的に埋まった時期とS

Al・ 2の構築時期は近接しており、それが連続して行われた可能性もある。SD4埋± 2層

の堆積にある程度の期間を要しているとすれば、SD4の機能していた時期はⅢA期に所属す

る可能性が高 く、ⅢA期の竪穴住居跡の配置が、SD4の東側にあることは、両者の密接な関

連性を示しており、SD4は区画施設としての機能をもっていたと考えられる。このほか、 S

D4、 SAl・ 2と 近接して平行するSD5、 SD6、 SD7は それぞれの遺構とほぼ同じ時

期と推定される。SD4よ り西側に位置するS110、 SK5・ 6は、ШB期に属する可能性が

ある。S114と SBlは SD4の西側に位置しており、出土遺物も少なく、SBlが IIIA期古

のS117よ りは新しいが、細別時期は不明である。ⅢA期、ⅢB期のいずれに属するか不明な

遺構もあるが、各遺構との関係を示したのが第 13表である。

第 13表  III A期・ III B期 の遺構

竪穴住居跡 区画施設・溝跡 細別時期不明遺構

ⅢA期
古 S120
S117 S118
S119

SD4
SD5
SD6

S110
S114
SBl
SK5
SK6

新 S116

III B期

S1l S14
S13
S1 15 S1 24

SAl
SA2
SD7

この表からも知られるように、9世紀中葉のⅢA期には、真北方向のSD4を区画溝として、
その東側に居住域が展開している。竪穴住居跡の方向は、真北よりやや東偏している傾向がみ

られ、新古の 2期変遷が認められる。 9世紀末棄～10世紀初頭のⅢB期には、居住域がほぼ全

域に展開しており、そのなかをT字形に交わるSAlと SA2に よって区画している。上部構

造は材木列 と推測される。SAlは真東西方向を示しているが、竪穴住居跡の方向は、真北よ

りやや東偏しているSA2に近い傾向がみられる。竪穴住居跡には 2期ほどの変遷も考えられ

るが、遺構の残存状況が良好ではなく遺物の少ないものもあったことから、細分は行わなかっ

た。なお、Ⅲ B期の居住域の広がりについては、西南方約 200mに位置する若林城動の調査 (佐
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:1986)で ほぼ同時期の居住域が検出されており、その関連性も今後検討される必要があろ

Ⅳ期 (中世 。近世)

この時期の遺構としては、竪穴遺構 1軒、溝跡 4条、土坑 9基、性格不明遺構 1基などが検

出されている。Ⅳ期は出土遺物の年代から、A・ Bの 2小期に細分される。

① ⅣA期

遺構は、調査区東部で、溝跡 2条 :SD8・ 10な どが検出されている。時期は、S D 10か ら

渥美産の陶器 I-3が出土しており、12～ 13世紀の年代が考えられる。溝の東側にあるSD8

からは常滑産の陶器 I-2が出上しており、両者の方向性がほぼ一致することから、同時期と

推定される。また、S D 10の東側にはピットが集中しており、それに伴うものも少なくないと

考えられる。これらのことから、ⅣA期には、S D 10を 区画清として、その東側に居住域が展

開していた可能性がある。

② Ⅳ B期

遺構は、調査区の中央部から東部にかけて、竪穴遺構 1軒 :S12、 溝跡 2条 :SDl・ 2、

土坑 9基 :SKl・ 2・ 3・ 11・ 12・ 16・ 19。 20・ 21、 性格不明遺構 1基 :SXlな どが検出

されている。これらの遺構のなかで、 S K 12・ 19。 21は 出上した陶器、磁器によって年代が推

定され、いずれもほぼ同じ時期であることが知られ、共伴する他の遺物にも共通性が認められ

る。これを第 14表に示した。

第 14表  S K 12・ 19。 21出土遺物

S K 12 丹波産のすり鉢 I-4(17世 紀前半 )
白磁 (17世紀 )

燻し焼成丸瓦 F-7・ 平瓦G-10
土師質土器U-1

S K 19 肥前産の磁器 J-3(17世紀) 燻し焼成平瓦G-11

S K 21 瀬戸美濃産の陶器 I-7(17世紀前半以前) 土師質土器U-2

3基の上坑に共伴する燻し焼成瓦は、 S12、 SD2、 SKl・ 3か ら出上しており、土師

質土器はS K 21か ら出土している。A-16グ リットから出上したU-3・ 4の 2点の土師質土

器は、U-1・ 2と 同じ特徴を示しており、この時期に属する可能性が高い。また、こうした

遺物は出上していないが、遺構の配置関係や形態などからは、 SD2と SDl、 SKlと SK

2、 S K 12と S K ll、 S K 20と S K 16は ほぼ同じ時期に属すると考えられる。このほか、S

P134か らも燻し焼成瓦が出土しており、調査区東部にはこの時期のピットも分布しているこ

とが知られる。これらの遺構は、 S K 12・ 19・ 21の出土遺物から、17世紀前半を中心とする近

世初頭に位置づけられる。遺構群の性格については明確でないが、燻し焼成瓦の出上が比較的

多いことなどから、調査区西方に隣接する若林城跡との関連性が考えられる。



⑥ 細別時期不明の遺構―

SXlについては、SD8よ りも新しいが、ピットの集申する調査区東部にあって、この遺

構より新しいピットは 1基だけであることから、ⅣB期以降の時期が考えられる。

(5)時期不明の遺構

I期～Ⅳ期のいずれの1時期に所属するかわからない遺構は、区画施設 1基 :SA3、 溝跡 5

条 :SD9・ ■・ 12・ 13。 14、 土坑 6基 :SK4・ 13。 14・ 15・ 17・ 18である。このうち、他

の遺構との重複関係からは、SAlが HC期以降、S K 17、 SD 13・ 14が HC期以前、S D 12

がⅢAI期以前、SD■ がⅣA期以前であることが知られる。また、SA3については、若林城

跡の区画方向とほぼ一致する傾向がみられ、関連する可能陛もあろう。



第V章 第 23次調査

この調査に関しては、始め若林城跡隣接地に於ける試掘調査として対応していたが、その結

果、土師器片が出上し、住居跡と判断できる遺構の一部が確認されたため、平成 4年 11月 から

12月 にかけて本調査を実施したものである。また前記したように若林城跡の関連で調査を開始

したものであるが、調査内容から南小泉遺跡の内容なので、平成 5年 5月 に南小泉遺跡の拡大

の手続きをとり、その報告を第 22次調査と合わせて行うことにした。

1.調査場所  仙台市若林区南小泉三丁目 15-103

2.申 請 者  東京都杉並区浜田山四丁目20-14 阿部 武

3.試掘調査  平成 4年 10月 28日  約 25m2

4。 本 調 査  平成 4年 11月 24日 ～12月 3日  約 35m2

5.発見遺構   (第 79図 )

当調査で発見された遺構は竪穴住居跡 1軒、溝跡 5条である。住宅建築予定箇所の南側に切

り合うように発見された。以前からの住宅を解体した場所がら、所々基礎、排水管などの掘削

による撹乱が及んでいたところもあった。

①竪穴住居跡 (SI-1)第 2号溝 (SD-2)と 第 5号溝 (SD-5)に 切られており、
ほぼ 4m四方の正方形である。カマドは北辺中央に施設されている。北辺といってもカマドを

三分する軸線はN-35°一Wである。カマドは煙道部に当たるものはないタイプのものであろ

う。床面からの壁の立ち上がりが約 20 cmあるので、削平されたとは考えにくい。

床面には 6個のピットがみられる。この内、Plと P2、 P3と 4が間隔約 220 cm、 Plと

4、 P2と P3が間隔約 250 cmで四角く組むものとおもわれる。P6はカマドの対照的な位置

にある。ピットの計測値は次のとおりである。

Pl:径 約 55 cm、 深さ約 37 cm   P2:径約 45 cm、 深さ約 28 cm

P3:径 約 45 cm、 深さ約 26 cm   P4:径 約 40 cm、 深さ約 30 cm

P5:長径約 55 cm、 短径約 40 cm、 深さ約 10 cm   P6:径約 40 cm、 深さ約 12 cm

カマドの左脇の壁面外側にP7があり、土師器の甕 (C-6)が埋設状況で検出された。出

土遺物のほとんどはカマド周辺からである。

①第 1号溝 (SD-1):東西方向の溝で、西側に若干傾斜する。最大幅が約 1.2mであり、

深さは最大で約 50 cmを計る。第 3、 第 5号溝を切っている。住居跡関連遺物か、土師器片が

多量に出土した。

②第 2号溝 (SD-2):東西方向の溝である。幅が 75 cmで、深さ約 25 cmである。住居跡
を切っていることもあり、第 1号溝には及ばないが多量の上師器片が出土している。



SDl

SD5

6 75R%暗赤掘色ンルト     11
7 75R%暗赤灰色ンルト     12
8 75R%灰赤色シルト      13
9 75R%灰赤色シルト炭混じり  14
lo 10R%赤橙色ンルト      15

1 10YR%鈍 ぃ黄褐色シルト
2 10YR%黄 褐色ンルト

SD4

1 10YR%に ない黄褐色シルト表土(カ クラン)
2 10YR%に ない黄褐色シルト|こ 10YR%明 黄褐色ンルト混人
3 10YR%明 褐色シルトに10YR%に ない黄褐色ンルト混
4 10YR%明 褐色シルトに10YR%灰 黄褐色シルトをブロック
状に混入

5 10Y R%褐色灰シルトに10YR%灰色ンルト混入

生4お2m

1 10YR%に ぶい褐色シルト(表土)
2 10YR/に ぶい褐色ンルト
3 10Y R%暗褐色

i  SD2   ▲t452m

SD5   44_52m
牡

10Y R%に ない黄褐色ンルトに

10YR%明黄褐色シルト混入

どビ1452m

1 10YR%に ぶい黄褐色ンルト
2 10YR%に ない黄褐色ンルトに
10YR%明黄褐色シルト混入
3 10YR%に ない黄橙色シルト
4 75R%に ない赤褐色シルト
5 75R%に ない赤褐色シルト

10R%赤褐色シルト
10R%赤褐色シルト
10R%灰 赤色シルト

10YR晃 明黄褐色ンルト

10YR%に ぶい黄橙色シルト

第79図 第23次調査平面図・セクション図             m



③第 3号溝(SD-3):南西～北東方向の清である。幅約 90 cm、 深さ約 30 cmで、第 1号

溝と第 4号溝に切られている。土師器片が若干出上している。

④第 4号清(SD-4):第 3号濤を切る東西方向のものである。幅は 1.2m以上、深さは調

査区内で最大 80 cmを計るが凹凸が激しく、撹乱かもしれない。上師器片が若千出上した。

⑤第 5号溝(SD-5):第 1号溝に切られ、住居跡を切っている。ほぼ東西方向で、幅約 50

cm、 深さは状況の良好な北東側で約 40 cmである。上師器片が若干出上した。

6。 発見遺物 (第 80図 )

出土遺物は土師器片が殆どであるが、その他須恵器片、砥石、カマド支脚などが若干出土し

ている。遺物は住居跡を中心として、第 1号溝跡、第 2号清跡からの出土が多い。

土師器には甕、不、高邦の器種がみられる。特に甕片が多く、ロクロ未使用・長胴系で頸部

に若千の総れが見られる。口縁部は内外面ともヨコナデされ、体部は外面が太めの縦方向のハ

ケメ、内面が横方向のヘラナデとなっている。底部には本葉痕が見られる。

不片は殆どが小破片であるが、口縁部と体部の境に段を持つものが多く、内面ないしは内外

面が黒色処理されているものである。住居跡出上のものには関東系と見られるものもあるが、

小破片のため詳細は指摘できない。

7.遺構、遺物の年代観

出土遺物、特に土師器の甕の観察をまとめてみると、

①胴下部の張った長胴系であること、②口縁部と体部の境に軽く段が付くこと、③体部外面に

ハケメカゞ施されていることが挙げられる。

これらの特徴は仙台平野出上の土師器に照らし合わせると、住社式と栗囲式の特徴に重なる

ものがあると判断できるが、この二型式を比較した場合、他社式甕の頸部には段の形成が見ら

れない。また住社式の甕には前型式の南小泉式の特徴を残し、丸胴系、外面ミガキのものも若

干見られるが、本来の住社式の上師器甕は「胴下部の張った長胴形であること、ハケロ擦痕が

ない」との特徴が指摘されているものである (志間 :1981)。 今回の調査区から出土した甕片に

はハケメ痕の見られないものはない。

以上の特徴を総合してみると、これらの出土土師器は栗囲式出現時期と把握され、 6世紀末

頃と考えておきたい。

遺構の年代は住居跡については土師器の年代観に運動しよう。しかしながら溝跡の年代観は

把握できない。清跡から出上した上師器は住居跡出上の土師器片と同様であるが、住居跡を切

っているか近い清跡からの出土が多い。新しい遺物も入っていないことから、住居跡以降とし

か捉えられない。
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第80図 第23次調査出土遺物実測図
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第Ⅵ章 ま

今回の南小泉遺跡の調査は、仙台市都市計画街路南材木町古城線建設 (第 22次 )、 共同住宅

建設 (第 23次)に伴う緊急発掘として、1992年 9月 ～12月 に行われた。

この調査をとおして、以下のことが明らかにされている。

第 22次調査では、弥生時代から近世にかけての遺構、遺物が検出された。これらは、大別 4

期 (I期～Ⅳ期)に分けられ、H期以降は第 81図 に示すように細別 7期にわたる遺構群の変遷

が認められた。各期の調査成果を要約すると、

I期 (弥生時代)i遺構は検出されなかったが、後期の天王山式上器や大型板状安山岩製石器な

どの遺物が検出された。

H期 (古墳時代～奈良時代):6世紀末葉を中心とするHB期には、幅 7mの大清で居住域を区

画する集落の一部が検出された。この大溝の西方へ展開する居住域の広がりは不明であるが、

遺構から出上した土器などをとおして、関東方面からの人の移住を伴う居住形態が知られ、広

瀬川を挟んで対岸に位置する郡山遺跡との関連性が考えられた。また、その前後のHA期 (古

墳中期前後)と HC期 (古墳後期後半～奈良時代)では、遺構の数は少ないが、竪穴住居跡な

どが検出されている。

III期 (平安時代):HIA期 (9世紀中葉)と ⅢB期 (9世紀末～10世紀初)に 区画施設をもつ居

住域が検出されている。ⅢA期は居住域の西辺を清で区画しており、ⅢB期では材木列により

居住域内を区画している。

Ⅳ期 (中世。近世):ⅣA期 (12～ 13世紀)に は溝を区画施設とする居住域の存在が推定された。

また、ⅣB期 (17世紀前半)に は隣接する若林城跡との関連性が考えられる遺構群が検出され

ている。

第 23次調査では、古墳時代後期 (6世紀末葉頃)の竪穴住居跡 1軒などが検出されている。

第 22次調査の■B期に併行するものと考えられる。

これらのことは、今回の第 22次・23次調査が、これまであまり調査の行われていなかった南

小泉遺跡西端部の様相を把握するうえで貴重な成果となったことを示している。広瀬川に南面

する微高地縁辺部に立地するこの地区は、近接する南小泉遺跡第 6次調査や第 12次調査、若林

城跡の調査成果をぶまえると、弥生時代から近世にかけて連綿とした人類の営みが知られ、な

かでも、6世紀後半から7世紀初頭にかけての古墳時代後期と、9世紀から10世紀前半にかけ

ての平安時代には、大規模な集落の存在が予想され、近世初頭における若林城跡との関連性な

ど、名取川下流域の地域史理解にとって、その重要性が再認識された。

め
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詞11 こうした特徴から、2枚の平瓦は一枚作 りによる同じ工程で製作されており、凸面両側縁付近に叩き目の

漬れがみられることから2工程を経ていると考えられる(ガWII:1987)。 凹面側の工程では、側面のヘラケ

ズリが行われているが、凹面の広端から瓦の中央部にかけてみられる指ナデ状の痕跡は意図的な布目を消

すための調整としては部分的すぎる。凹面側縁のヘラケズリが時計回り方向であることから回転する凹型

台の使用を考えるとすれば(小ナ||:1987)、 瓦を押さえる必要があり、凸面側の対応する位置に叩き目の潰

れがあることは、凹面を押さえることもあったと推定される。

A種土器群の出自をめぐる他地域の土器との比較検討は今後の課題とされるが、製作地や製作者といった

要素からの変容の有無、程度をどのように識別していくのか、他の遺物などを含め、慎重なアプローチを

していく必要がある。

湖西市教育委員会の後藤健一氏のご教示による。また、後藤氏には、湖西出上の須恵器について、胎上、

色調など、実見しながらお教えいただきました。記して感謝します。

蛭子森古墳出上の須恵器について、浜松市博物館の川江秀孝氏に実見とともに種々のご教示をいただきま

した。記して感謝します。また、いっしょに実見した松井―明氏からは文献の提供並びに貴重なご教示を

いただきました。記して感謝します。

当調査地区と郡山遺跡第 2段階 (I期官衝以前)と の関連性については、以下の二つのことが今後の課題

としてあげられる。

① 小玉石の出土

郡山遺跡では「/Jヽ玉石」と称される遺物の出上が過去 15年間の調査で約 100点報告されている。その出

土は北部地区で多く、第 35次調査 (木村他 :1984)で は2軒の竪穴住居跡からまとまって出土している(S

1444:28点、S1446:36個 )。 S1444に はI期官衡に先行する時期が考えられており、S1260あ る

いはS11206と同時期の可能性もある。この小玉石が当調査で 2点出上しており、うち1点 はHB期のS

K7出上である。小玉石の性格や時期、分布などについて、他の遺跡を含めた検討が必要とされる。

② 東偏 30度線
II B期の居住域を区画する大溝SD3の方向は東偏 30度を示している。居住域の竪水住居跡の方向は

1軒を除きN-23～ 38°一Eであり、SD3の方向との関連が考えられる。郡山遺跡ではI期官行の建物跡

や材木列の方向がやや幅はあるものの東偏約 30度 を基準としており、類似性がみられる。しかし、この両

者には時期差があり、関連性を追求するうえでは郡山遺跡第 2段階における東偏約 30度線の存否、SD3

の全容の解明などを前提としなければならないが、SD3を東偏約 30度で南方へ仮想延長すると、N―

31°一Eの方向で郡山遺跡 I期官衛の区画溝 (S D 882、 881、 木村他 :1987)と ほぼ一致する。偶然とは思

われるが、今後検討してみる必要もあろう。

学主2

詞E3

詞二4

註 5
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第 15表 堅穴住居跡・堅穴遺構
No 位 置 図版 平面形 大 きさ 方向 その他 時期 写真

A-8、  9 第 6図 正方形 44m× 48m N-12-13°一E II B 6

2 A-9、 10 第 8図 島丸長方死 16m× 34m以 上 N-12°一E 堅穴遺構 Ⅳ B 7

3 A-5、  6 第 9図 方形 41m× 34m以 上 N-13°一E III B 8

4 A4、 5 第 ■ 図 長方形 42m× 28m N-12° 一E III B 9

5 A-5 第 13図 長方形 18m× 18m以 上 N-58° 一E 堅穴遺構 IB新 10

6 5 第14図 方形 16m以 上 ×16m以 上 N-25° 一E 堅穴遺構 IB 11

7 6 第 15図 方形 28m× 4m N-22° 一E

8 4、  5 第 16図 方形 44m× 5m以 上 N-4° W IB

9 B-3、  4 第17図 方形 44m× 36m以 上 N-38°一E II B新 13

A-1 第 18図 方形 36m以 上 ×38m以 上 N-8tW

l 2 第 19図 方形 62m× 66m N-23°一E ⅡB新

2、  3 第 21図 方形 56m× 52m N-7° W HC

A-2 第 22図 24m以 上 ×2m以 上 N-30°一W Ⅱ A

第 23図 正 方形 62m× 64m N-15°一E 17

14 第 25図 正方形 4m× 4m N-20°一E 埋± 1層下部 に灰白色火山灰 Ⅲ B

14 第 29図 方形 46m× 46m以 上 N-84°一E ⅡIA新

B-14、  15 第 31図 方形 6m× 34m以 上 N-7七 E ⅢA古

第 33図 方形 32m× 38m以 上 N-8° E IIA

B-17 第 35図 方形 44m× 08m以 上 N-83° 一ヽV IIA

A18、 19 第 36図 方形 24m以 上 ×5m以 上 N-6～ 7七 E Ⅲ A古 23-24

第 39図 方形 28m以 上 ×29m以 上 N-23°一E HC

A-19 第 40図 方形 56m× 24m以 上 N-75°一W

B-3 第 41図 方形 18m以 上 ×36m以 上 N-35°一E HB

A12、 13 第42図 方形 2m以 上 ×32m以 上 N-1° W III B

A16 第 43図 正方形 26m以 上 ×24m以 上 N-23°一W HB古

第 46図 方形 67m× 16m以 上 N-81°一W

第 16表 掘立柱建物跡
NO 位置 図面 向 き 術 子 梁行 方向 その他 時期 写真

SBl 第 47図 南北棟 57m以 上 37m N15°一E 桁行 3間以上、梁行 3間

第 17表 区画施設
NO 位置 図面 検出長 方向 その他 時期 写真

SAl B-8-13 第 49図 29 2m N-90° EW 柱の抜き取りあり III B 33。 36。 37

2 第 49図 110m N-8° E 柱の抜き取りあり III B 34,35

3 B-1～ 3 15 4m N-79°一MI



第 18表 溝   跡
位置 図面 検出長 幅 深 さ 方向 その他 時期 写真

SDl 10 第 49図 120m 04m 4～30 cm N-8上 E Ⅳ B

2 10-12 第 49図 276m 09m 」6～28c圧 N-7R° 一ヽV Ⅳ B

3 7 第 49図 129m 09m 124 cm N-30°一E HB新 39～ 45

4 9-10 第 49図 130m 28m 85 cm N-8° 覇ア Ⅲ A

5 11 第49図 90m 06m 20 cm N-10° 一MI SD4と 同方向 Ⅲ A

6 11 第 49図 125m 08m 8cm N-5° Vヽ SD4と 同方向 IIA

7 B-3-5 第 49図 120m 06m 12 cm N-85° 一E SAlと 同方向 III B

8 A-18～20 第 49図 158m 05m 8cm 囚 -lr biL IVA

9 B-14 27m 03m 5cm N-10°一E

10 第 49図 91m 15m 92 cm N-24°一E IVA

11 A-16 第 49図 35m 04m 20 cm N-69°一覇「

12 B14 第 49図 55m 08m 15 cm N-83°一ヽV

13 A-19 第 49図 1lm 03m 12 cm N-13°一E

14 A-19 第49図 12m 03m 14 cm N-12°一E

第 19表 土坑・性格不明遺構
位置 図面 平面形 長軸 短軸 深 さ 方向 その他 時期 写真

SKl B-10 第 67図 方形 18m 16m 8cm N-77° W SK2と 並んで配置 IV B

2 B-10 第67図 方形 16m 15m 22 cm N-81°一W Б「B

3 A-11 第67図 精円形 19m 12m 70 cm N-69°一W Ⅳ B

4 B-5 第67図 楕円形 17m 12m 17 cm N-89°一W

5 A-7 第 67図 楕円形 16m 07m 62 cm N-89° W

6 B-1^才 2 第 67図 08m 05m 30 cm

7 A-6 第67図 05m 04m 10 cm II B

A-7 第 67図 08m 06m 28 cm

A-5 第 67図 橋円形 06m 05m 12 cm

A-20 第67図 楕円形 09m 06m 8cm N-53°一ヽV Ⅱ A

11 A-19 第 67図 長方形 18m 10m 36 cm N-78°一ヽV S K 12と 並んで配置 IV B

A-19 第 67図 長方形 21m 09m 14 cra N-76°一Mた IV B

B19 第 68図 楕円形 14血 10m 18 cm

A-17 第 68図 円形 26m 1lm 86 cm

A-17 第 68図 円形 19m 12m 32 cm

A-17 第 68図 長方形 14m 1lm 64 cm N-76°一覇「 S K 20と 並んで配置 IV B

B-18 第 68図 長方形 13m 04m 20 cm

A16 第 68図 楕円形 18m 1lm 28 cm N-58°―耶r

A-16 第 68図 長方形 30m llm 44 crn N-76° 一ヽV Ⅳ B

A-16 第 68図 長方形 15m 12m 68 cm N-75°―W Ⅳ B

A-15 第 68図 長方形 12m 08m 28 cm N-19°一E IV B

SXl 42m 27m IVB―ヤ



第 20表 竪穴住居跡・竪穴遺構出土遺物数量表 (I)
SI I 出上遺物数量表  (総数 363点)        SI-9 出土遺物数量表  (総数 232点 )

出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 12

2層 1

床面 と 石器 2、 鉄滓 1

1

5 1

4層 17 瓦 1、 金属製品 1

出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 金属製品 1、 石器 1

Pl

1

P3 2

SI-2 出土遺物数量表  (総数 10点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 9

2層 瓦 1

SI-10 出土遺物数量表  (総数 137点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 7

床面 2

Pl 4

SI-3 出上遺物数量表  (総数 320点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 1

2層 3

3層

床面

7

P3 7 ユ

5

P8

貼床 6 金属製品 1

SI― H 出土遺物数量表  (総数 470点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 金属製品 1、 石器 3

床 面 2 金属製品 1、 土製品 1

Pl

P2 8 1

P3 1

P4 7

P5 l

P8 3

P9 1

貼床 5

SI-4 出上遺物数量表  (総数 143点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 3 土製品 1、 砥石 1、 敲石 1

床面 3

SI-12 出上遺物数量表  (総数 365点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 金属製品 1、 磨石 1

2層 11

床面 1

5

1

9

3

SI-5 出土遺物数量表  (総数 29点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 土製品 1、 砥石 1

床面 1

SI-6 出土遺物数量表  (総数 31点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層

SI-3 出土遺物数量表  (総数 59点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 13

貼床

SI-7 出土遺物数量表  (総数 16点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 1

SI-14 出土遺物数量表  (総数 618点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 10 弥生土器2、石器1、石製品1、砥石1

床面 金属製品

P2 5

P3

P4 砥石 1

P5 5

P6

SI-8 出上遺物数量表  (総数 148点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 1 金属製品 1、 石器 1

2層

床面

P4 6



出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 瓦 1、 金属製品 1

2層 石器 4

床面

'マ
ド底こ 4

しマド埋」 1 石器 2

Pl 3

3

7

4

4 1

4

第 20表 竪穴住居跡・竪穴遺構出土遺物数量表 12)
SI― 15 出土遺物数量表  (総数 1396点 )

SI― 18 出上遺物数量表  (総数 697点 )

SI-9 出土遺物数量表  (総数 116点 )

SI-26 出土遺物数量表  (総数 60点 )

出土状況 土師署 須恵器 その他

1層 2

2～ 5層

床面

SI-20 出土遺物数量表  (総数 1994点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

la層 1351 金属製品 2、 砥石 1、 石器 5

lb層 5

床面 2

2層 6 弥生土器 2

床面 1

3層 1

カマドa
b l

1

2 瓦 3

1

SI-6 出上遺物数量表  (総数 947点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層

2層

3層

床面 7

Pl

P4 2 1

P6 1

SI-21 出土遺物数量表  (総数 562点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層

床面 5

Pl 4

P2

P3 4

SI― 17 出土遺物数量表  (総数 1776点 )

出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 977 金属製品 2、 土製品 1

2層 77 金属製品 1、 鉄滓 3

床 面 4 1

Pl l

P2

P4 9

P5

P6

P7 4

SI-22 出土遺物数量表  (総数 360点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1～ 3層 金属製品1、石器1、石製品1、■製品1、称t土器2

床面 1

Pl 6

P3

P4 8

P5 7

貼床 石器 1

SI-23 出土遺物数量表  (総数 38点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

貼床 磨石ユ

SI-24 出上遺物数量表  (総数 228点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 1 瓦 1

2層 瓦 1、 金属製品 1、 石器 1

出土状況 土師器 須恵器 その他

l層

2層 138 7

床 面 8

しマ ド埋」 2 金属製品 1

17

賠床

SI-25 出土遺物数量表  (総数 239点 )
出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 金属製品 2、 磨石 1

床面

出土状況 土師器 須恵器 その他

1層 弥生土器 1



第 21表 遺構出上遺物数量表
遺構名 弥生土器 土師器 須恵器 陶器・磁器 瓦(わ [(いぶし) 金属製品 鉄滓

石  器
石 製 品 その他 計

SBl 111 6 4 ユ 礫 2

SAl 5 2 2 6 礫 24、 磋化木 1

SA2 4 ユ 7 礫 1、 土玉 1

SA3
SDl 1

SD2 3 3 l 3 1 騒逢2

SD3 13 2 土製品 15、 骨片 1、 礫 93

SD4 1 4 1 1 礫 10

SD5 5 騒驚1

SD6 4 1 と

SD7 4 1 騒驚2

SD8 4

SD9 1 騒(1

S D 10 8

S D ll 2 1 2

S D 12 4 4

S D 13 5 5

S D 14 4 4

SKl 10 1 1

SK2 1 2 3

SK3 9 l 3 2

SK4
SK5 桂化木 1

SK6 10

SK7 小玉石 1

SK8
SK9
S K 10 2

SK■ 1

S K 12 2 4 1 礫 2、 土師質土器 1

S K 13 3 3

S K 14 礫 1 0

S K 15 14

S K 16 2 1 土製品 1

S K 17 0

S K 18 1

S K 19 3 2 3 3

S K 20 3 3 2 礫 1、 土師質土器 1

S K 21 7 1 1 1 1 礫 1、 土師質土器 1

SXl 4 6 4 2

計 8735 17



第 22表  ピット出土遺物数量・土層註記表(1)
No 位置 出土潰物・ 埋土 その 41 No 位 置

1 B-17 10 YR3/3粘こと資シ,レ ト A

2 A-15 A 10 YR3/3粘 上資シルト

B12 土師器 1点 A-2 土師器 2点、10 YR3/3粘土質 シル ト
4 B-12 A-2 10 YR2/2黒 褐色シルト

5 B13 A-2 10 YR2/2黒 褐色シルト

B-19 A-2 土師器 3点、石 1点、10 YR3/3粘 土質シルト
7 A-2 土師器 4点、 10 YR3/3メ 古土管 シ ,レ ト
B-13 A-2 10 YR3/3粘

=L管
シ,レ ト

AB 13 A-20・ 21 土帥器 2点、古銭 1点、10 Ylt3/3粘 土質シルト

B-12 土師器 35点、須恵器 1点、石器 1点 A-20 上師器 2点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
B-12 A-20 10 YR4/4褐 色シアレト

12 B-12 土師器 21点 A-20 土師器 2点、 10 YR3/3粘 土質 シル ト
13 土師器 1点 A-20 10 YR3/3粘 土質シルト
14 A-12 A-20 10 YR3/3粘 土質 シル ト
A-12 10 YR4/3鋭 い責格色砂管シルト A-20 10 YR4/4ネ5角 シアレト
B-13 土g而器 2点、10 YR4/3鈍 い貢褐色砂質シルト A-20 10 YR3/3粘 土賃シルト

17 B-9 上師器 4点 A-20 10 YR3/3粘 土質シルト
B-9 A-20 土師器 7点、10 YR3/3粘土質 シル ト

19 B10 須恵器 1点 A-20 土師器 6点、 10 YR2/2黒 帽色 シル ト
A-14 土師器 9点、須恵器 2点 A-20 10 YR3/3粘 土質 シル ト

土師器 12点 A-20 10 YR2/2黒 率S角シ,レ ト
B-14 土師器 3点 A-20 10 YR2/2具 褐負シルト
B-11 A-20 10 YR4/4褐 色シルト
B ll A-20 土師器 2点、石 1点、10 YR4/2灰 責褐色シルト
B―H 土師器 3点 A-20 土師器24点、鉄製品8点、10 YR5/2灰 黄褐色シルト

B13 土師器 1点 B-11 lo YR4/3鈍 い黄褐色砂質シルト
27 B-13 土師器 5点、 10 YR6/3鈍 い責橙色 シル ト A-20 土師器 15点

Al 10 YR2/2黒 卑子働シアレト A-20 ■師器 1点、10 YR4/4褐角シルト
A-19 10 YR3/3粘こと管シアレト A-20 土 EIm器 11点、 10 YR3/3粘土箇 シル ト
A-1 10 YR2/2黒 褐色シアレト 土 BI器 2点、石 1点、 10Y民 2/2黒褐色 シル ト

B-1 A-20 土師器 60点、石 1点、10 YR3/3粘 土質 シル ト

A-19 土師器 7点、 10 YR3/3粘 土質 シル ト A19・ 20 土師器6点、磁器 1点、10 YR4/2灰 黄褐色シルト
A-18 lo YR4/3鈍 い責褐色シルト A-20 土師器 3点、10 YR2/2黒褐色 シル ト
A-19 10 YR2/2黒 褐色シルト B-20 土師器 2点、10 YR2/2黒 褐色シルト
A-20 10 YR3/3粘f管シアント B-20 10 YR3/3粘 f管シアレト
A-5 ±8Rl器 7点、須恵器 1点 B-20 10 YR2/2黒 45色シアレト
A-5 B-20 10 YR2/2黒 褐色シルト
A-3 B-20 10 YR2/2黒 褐色シルト
B-20 石 1点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト B-20 10 YR2/2黒 褐色シルト
B-3 B-20 土師器 3点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
B-3 B-20 10 YR2/2黒 豊́色シアレト
B-3 A-19 上 BRl器 4点 、 10 YR4/4褐 伺 シル ト

A-3 A19 土 師器 3点 、 10 YR3/3粘 土管 シル ト

A-2 A-19 上 BHl器 9点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
AB-3 A-19 10 YR2/2黒 褐色シルト
B-11 A-19 土師器 2点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
B ll A-19 lo YR4/4黎妻ヨシアレト
B-11 B-11 土師器3点、10 YR4/3鈍 い黄褐色砂質シルト

B-11 114 A19 土 師器 2点 、 10 YR2/2黒 褐角 シル ト

A-3 A-19 土 gnl器 6点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
A-3 土師器 6点 A19 10 YR3/3粘 土質シルト
B-2 土師器 2点 117 A19 lo YR3/3粘 上質シルト
A-2 土師器 20点 A19 土師器 3点、 10 YR4/4褐 色 シル ト
A-20 lo YR3/3粘土質シルト A19 土師器31点、須恵器 1点、10 YR2/2黒 偶色シルト

A-18 黒色土 ―鰤 器 3点 、 10 YR3/3粘 上管 シル ト

A-2 土師怒 1点 B-20 10 YR2/2黒 率舒負シアレト
A-3 土 gHl器 10点、須恵器 1点、石 1点 122 B-19 10 YR3/3粘 上質シルト
A-8 B-19 10 YR2/2黒 褐色シルト
B-19 lo YR3/3粘土質シルト B―H 10 YR4/2灰 責褐色シルト
A-19 10 YR3/3粘土質シルト B-12 土師器 3点、 10 YR3/2黒 褐色 シル ト
A-19 土師器 1点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト A19 10 YR4/4褐 (ヨンアレト

十師器 7点、須蕉器 1点、石器 2点、10 YR3/3膳傷角シルト A19 十師器 3点 、 10 YR3/3粘 上管 シル ト

B-17 土師器 5点 A19 10 YR4/4ネ 5色シ,レ ト
A-18 土帥器 14点 A19 土帥器 1点、 10 YR3/3粘 土質 シル ト

A-17 土師器 6点、10 YR4/3鈍 い黄褐色 シル ト A-19 土師器 4点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト

139



第 22表  ビット出上遺物数量 。上層註記表12)
No 位 置 出土遺物・ 埋土 その他 No 位 直

A-19 土師器 7点、 10 YRZ/2黒 褐色 シル ト B-14 lo YR5/3鈍 い黄褐色シルト

A-19 土師器 4点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト B-14 10 YR4/3鈍 い責褐色シルト

土師器 1点、須恵器 1点、10 YW/2黒褐色シルト B14 土師器■点、須恵器 1点、10 YR3/4暗掲色シルト
A 土師器 15点、瓦 1点、10 YR3/3粘 土質 シル ト B13 10 YR5/6責 褐色シルト
A 土師器 9点、10 YR5/4鋭い責褐色 シル ト O YR4/33Tい 音褐色砂冒シアレト

A 8 土師器 4点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト B-14 10 YR4/4段 葬乳シ,レ ト

A 8 十師器 3点、 10 YR5/4鋭い責躙郭乳シアレト 202 B-14 10 YR3/3粘 土質シルト

138 10 YR5/4鋭 い責褐色シアレト lo YR4/4黎 妻ヨシ,レ ト

A 8 10 YR5/4鋭 い責黎妻ヨシ,レ ト A-13 土師器 5点、10 YR4/4褐色 シル ト

A18 土師器 1点、10 YR2/2黒 褐色シルト A-13 土師器 3点、 10 YR5/6黄 褐色砂質シル ト

A 土師器7点、須恵器 1点、10 YR3/3粘 土質シルト B-19

B 2 lo YR3/2黒 卒勁色シアレト A12・ 十師器 7点 、 10 YR5/4飯 しヽ音袖 シアレト

A 8 土師器 10点、鉄製品 1点 A-18 10 YR4/3責 串身負シ,レ ト

A 8 十師黒 6点 、須 烹器 1点、10 YR4/4務 負 シル ト A-14

A 24貞、須烹器3点、10 YR3/2具 4BLシルト、柱覆跡あり A-14 土師器 1点、10 YR4/3鈍 い黄褐色シルト
A 8 23点、鉄製品1点、10 YR2/2黒 褐色シルト A-21 土師器 1点、 10 YR2/2黒 帽色 シル ト

A 8 10 YR3/3粘 土質シルト A-20 土師器 6点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト
A 8 土師器 6点、10 YR4/4掲色 シル ト A-20 10 YR4/4褐 てヨシアレト

B 8 土師器 1点、10 YR3/3粘土賃 シル ト A-20 キ師器8点、痴東器1点、10 YR3/3 jFF土管シルト

B 8 lo YR3/3粘 土賃シルト A-20 10 YR3/3粘
=L管
シアレト

A 8 十師器 10点、 10 YR3/3粘 十 シルト A-13 10 YR4/2灰 責褐色シルト

A 十師器 6点、 10 YR3/3粘 ンルト B-13 土師器 2点、10 YR5/2灰 貴褐色シルト質粘土

A 8 土師器 4点、 10 YR3/3粘ユ ンルト B-13 lo YR4/2灰 黄褐色シルト

B 7 土師器 2点、10 YR4/4褐色シルト B-13 10 YR4/2灰 責褐色シルト
155 B 土師器 6点、10 YR3/3粘土質 シル ト B-13 土師器 1点、 10 YR4/3鈍 い責褐色砂質 シル ト

B lo YR3/3暗 褐色シルト A-13 土 BRl器 2点、 10 YR3/2黒 褐負 シル ト

B 7 土師器 4点、10 YR3/3粘土質 シル ト A-18 10 YR4/2灰 責褐色シアレト

B 7 十師器 1点、 10 YR4/4雅 許■シル ト A-13 10 YR5/3鈍 い責褐色砂質シルト
■師器 1点、石 1点、10 YR3/3粘 土質シルト A-13 土師器 2点、10 YR4/3鈍 い責褐色砂質シルト

B-12 10 YR4/4褐てヨシアレト A-13 土師器 1点、10 YR4/3鈍い責褐色砂質 シル ト
A-17 10 YR4/4褐色シルト B-15

A 7 土師器 2点、 10 YR5/2灰 責褐色 シル ト A-13 10 YR4/3鈍 い黄褐色砂質シルト
B 土師器 5点、 10 YR3/3暗 褐色 シル ト 10 YR4/2灰 脅詔勇角シ,レ ト

A 7 土師器 17点、鉄滓 1点、10 YR4/4褐 色 シル ト 229 A13 10 YR6/6明 責褐色シアレト
B-17 土BRl器 7点、 10 YR3/3メ 占土管 シアレト A-13 土師器 4点、10 YR4/3鈍 い責褐色砂質シルト

B17 10 YR4/4ネ旨色シ,レ ト A-13 10 YR4/3鈍 い費褐色砂質シルト
B-17 土帥器 ユ 点、 10 YR3/3粘 土資 シル ト A-13 10 YR4/3鈍 い黄褐色砂質シルト

A-14 lo YR3/3暗 褐色シルト
169 A12 土師器 7点、 10 YR3/4暗 褐色 シル ト A-17 10 YR5/2灰 責褐色シルト
B-16 土師器4点、鉄製品1点、10 YR3/2黒 褐色シルト A-18 土師器 3点、 10 YR3/3焙土管 シル ト

B-16 土師器 15点、10 YR3/3粘 ! 管 シル ト A-18 土師器 16点、須恵器 1点、10 YR4/2仄 貢褐色シルト

B-16 上師器 6点 、 10 YR5/3飢 い :章褐色 シアント 土師器1点、須恵器 1点、10 YR3/3粘 土質シルト

B-16 土 ERl器 1点、 10 YR3/2黒 4 シルト A-19 土師器 4点、10 YR2/2黒 褐色 シル ト
B-16 土師器 9点、10 YR3/3粘土質シルト A-19 土師器 2点、10 YR2/2黒褐色 シル ト

175 B-16 土師器 8点、10 YR3/3粘土質 シル ト A-19 上師器 1点、10 YR2/2黒褐色 シル ト
B-16 土師器 10点、石 1点、 10 YR3/3粘 土賃 シル ト A20 10 YR3/3粘 I冒シアレト
B-16 土師器 3点、10 YR4/4褐色 シル ト B-4
B-16 lo YR2/2黒 ネ5色シ,レ ト A14

土師器 1点、 10 YR2/2黒 シルト A18
B-16 土 BIB器 8点、 10 YR2/2黒 褐色 シル ト A19

10 YR3/3粘 土質シルト 246 A-20
A-15 土師器 1点、10 YR5/3鋭い責褐色 シル ト A-20
B-12 10 YR4/4禁説ヨシアント A-20
B-12 10 YR3/2黒 孝勁色シ,レ ト A-20
B-17 10 YR2/2黒 率酵血シアレト B-20

B-1 土 師器 7点、 10 YR4/3鈍 い責褐色 シル ト B-20

B-13 10 YR3/3暗 褐色シルト B-12 10 YR3/3暗 褐色シルト
B-13 lo YR4/3鈍 い黄褐色シルト A-19
B-13 lo YR4/3鈍 い責褐色砂質シルト B-19

B-13 10 YR4/2灰 責褐色シルト 255 A-16
B-14 B-19
B-14 10 YR2/2黒 褐色シルト A-7
A18 土師器 1点、10 YR2/2黒褐色シルト A-7
B-14 lo YR4/4黎 妻ヨシ,レ ト 259 A-7
B-13 土師器6点、須恵器 1点、10 YR4/4褐 色シルト



第 23表 グリット遺物出土数量表
グリット 惟 ■l 土師器 須恵器 匂器・磁器 瓦 (布 ) こ(サ )ぶし 鉄滓 その他 計

A-1 3 17 礫 98、 土製品 1

A-2 1468 1 4 5 礫 ■ 2、 産化木 1

A-3 2 1 13 2 礫 45

A-4 4 1 3 礫 50

A-5 2 2 3 1 礫 60、 土製品 3、 土製支脚 1

A-6 1 2 4 2 礫 39、 土製品 1

A-7 4 3 9 13 9 礫 16、 土製品 2、 准化木 2

A-8 2 7 礫 77、 と化木 1

A-9 4 5 2 2 礫 12、 木片 1

A-10 5 1 礫 4

A-11 1 礫 12

A12 8 2

A13 1 2 1

A14 12 5 3 ] 礫 4、 薩化木 1

A-15 6 9 3 2 礫 18、 木片 1

A■ 6 4 1 3 礫 1、 土師質土器 2

A-17 12 1 9 6 礫 21、 本片 2

A-18 9 礫 10

A-19 6 1 1 l 礫 3

A-20 ユ 5 1 礫 3、 本製品 2

A-21 2 2 穫化木 1 5

B-1 9 6 礫 ■、土製品 2

B-2 4 1 礫 5

B-3 4 6 礫 7

B-4 13 7 2 1 礫 12

B-5 7 礫 20、 木片 1

B-6 5 礫 25、 准化木ユ

B-7 3 7 9 2 土製品 2、 磋化木 2、 礫 17

B-8 2 6 1 ユ 礫 23

B-9 ユ 11 1 礫 8、 磋化木 1、 古銭 1

B10 7 7 礫 25

B-11 ユ 2 礫 17

B-12 4 3 l 礫 1

B-13 4 1 2

B-14 9 6 1 礫 1、 磋化木 1

B-15 1 ユ 3 礫 15、 磋化木 2

B-16 3 語驚1

B-17 7 層驚1

B18 1

B19 4 2 礫 1

B-20 1 3 1 礫 2

B-21 1 ユ 2 1 5

計 9 20953



第 24表 第 23次調査 遺物出土数量表

通騰名 層位他 土師器 須恵器 他

SI-1

1層 l

2層 1 土製品 2、 と化木 1

3層

1-3 騒達1

カマド 騒逢1 支脚 1

7

石 2

4

SD-1
1層 5

2層 2

SD-2 1層 石 4、 砥石 1

SD-3 1層 石 1

SD-4 1層

SD-5 1層 鉄淳 1

SR-1 1層

基本層 I層 1 鉄製品 1、 陶器 2

基本層Ⅱ層 2



第 25表 弥生土器観察表

第 26表 非ロクロ土師器観察表(1)

単位 :cm

単位 :cm

41板 出土状況 器種 内面 残存 高 さ 回径 蜃径 備考

S120埋 1層 議 洸線文、粛J突文 上端部の相対する

S122連 1層
列点刺突文

回縁部破片 口唇都に連続刺突文

S120埋 2層 単節LR縄文樹立沈線文 体部破片

Sr 20埋 1層 単師LR縄文 体部破片

S120埋 2層 単節LR縄文、交互則突文 ナデ 口縁部破片

S122埋 1層 横位沈線文 体部破片

出土状況 外 面 内面 残存 高 さ 口径 備考 写真

S15仄面
ココナデ

口、体 :ヨ コナデ 残 :49 (160) 胎■ :級密 (細かい)

S15埋 1層 イ
体:ヘラケズリ

口縁部破片
胎■ :級密(細かい)

S15埋 1層 イ
体 :ヘラケズリ

口縁部破片
内外画黒ヨ仕上げ

胎土 :級密 (細がい)

C-4 S15埋 1層 日、体 :ヨ ヨナデ
回稼～体郡
破片

内外面黒ζ仕上げ

C-5 S16理 I層 イ
口iヨヨナデ
体:ベラケズリ

口、体 :ヨ コナデ 口縁部破片
胎土 :級密(組かい)

〔A

C-6 S16埋 1層 イ
ラケズリ

回縁部破片
胎土 :織密(細かい)

C-7 S18床面 回:ヨ コナデ
1/2 残 :96 胎上 :級密 (vb泣やや含

S18床面 奏
回:ヨ コナデ

体 :ベラナデのちヘラミガキ 胎■ :砂泣を含む

S18床面 不
体 :ヘラケズリのちベラミガキ

口縁～体部
胎土 :級書制かい)

C10 S19賠床 イ ヘラケズリ 残 :39 (142)
胎土 :撤密(組かい)

C ll SI θ貼床
口:ヨ コナデ
体 :ヘラケズリ

回、体 :ヨ コチア 口縁部破片 胎土 :撤密(細かい)

SI n埋 1層 イ
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ 体 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ(放射状

残 :4 0
胎土 :級密で細かい

C-13 SI H埋 ユ層
ラケズリ 残 :33 (148)

胎■ :級書で細かい

S111埋 ユ層 lr
体 :ベラケズリのちヘラ〈ガキ(都今的)

口:ヨコナデ
1/6 胎土 :緻密(細かい)

S111埋 1層
口:ヨコナデのちヘラミガキ

口、体 :ヘラミガキ(放射伏) (130) 胎■ :級密で細かい

SI■ 理 1層 甑
口:ヨ コナデ
体上:ハケ自体下:ベラケズリ (212) 胎土 :砂粒を含む

S111埋 1層 甕
体 :ハケロのちベラナデ

ヨヨナデ
4/5 残 :245

胎上 :砂粒を含む

S112埋 1層
体 :ヘラケズリ

口、体 :ベラミガキ
ツ4 残 :3つ 胎土 :級密

S112埋 1層 甕
口:ヨコナアのち

残 :135 (249) 胎土 :砂泣を含む

C20 S112床面 イ
口、体 :ヘラミガキ

口縁部破片
胎■ :級客

C21 S113貼床 イ ベラケズリのちヘラミガキ
口:ヨ コナデ

2/5 胎上 :l1/1t含 む

C22 S121理 1層 体:ヘラケズリ 体 :ベラミガキ 体部破片
胎■ :級密(lmかい)

C23 S122埋 1層 不
体:ヘラケズリのちヘラミガキ

ド
朧

残 :2 4
胎土 :線密で砂泣を

含む

C-24 S122床面 イ
体下～底都:ヘラケズリのちベラミガキ

口、体 :ヘラミガキ
3/4 胎■ :緻な

C-25 S122埋 1層
ヘラケズリ

1/2

級密で細かい

欄イ方コ)

S122埋 1層 奏 蜘搬
残 :60 調整は器面則落で不明

S125床面 j4N

体 :ヘラケズリ
完形 胎土 :緻密で細かい

S125床面 郷
体 :ベラケズリ

口、体 :ヨ コナデ
残 :49 胎土 :級密

S125床面
ヨヨナテ

口、体 :ヨ コナデ 胎■ :級密(秒粒を含

S125床面 不
口:ヨ ヨナテ

日、体 :ヨ コナデ 残 :55 (161) 胎土 :緻密で組かい
IA

C-31 S125床面 不 日、体 :ヨ コナデ(部分的ヘラミガキ)

C-32 S125床面 不
体 :ヘラケズリ(部分的にベラミガキ)

皓■ :親密で細かい

※カット内は復元した数値



第 26表 非ロクロ上師器観察表 確) 単位 :cm

出土状況 外面 内面 残存 高 さ 口径 備 考 籟

S125床面
体 :ヘラケズリ (部分山ヘラミガキ)

回、体 :ヨ コナデ (158) 胎土 :級笞で細がい

C-34 S125床面 壺
口!ヨ コナデ
体:ベラナデ

口縁部 残 i62
胎上 :線密で細がい

口霰を下にして出土

C35 S125床面 齋 ベラケズリのちベラミガキ
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ

口縁部破片 胎■ :級密で細かい

S125床面 甑
テケズリのちヘラミオキ(部分的)

口:ヨコナデ
体:ヘラナア

ほぼ完形 残 :171 胎土:砂粒を含む

C-37 S125床面 奏
体 :ハケロのち軽いナデ

口〔ヨコナデ
体:ヘラナデ

(152)
胎■ :砂泣多く含む

体下部器面の則落が著しい

C38 S125床面 節
口:ヨ ヨナデ
体:ヘラナデ

(150)
胎土 :砂粒を多く含む

体下部器面の制落著しい

C39 S125床面 鉢
ヨヨナテ 口:ヨ コナデ

体:ヘラナデ
9/10 TH■ :級密

S126埋 1層 イ
回:ヨヨナデ
体:ベラケズリ

口体 :ヘラミガキ
(124) 胎土 :緻密で細がい

S126埋 1層 イ 黒色処理 破片 残 :50 胎■ :級密

S126埋 1層 甕
口:八ケロのちナデ

体:ハケロ

ケロのちナデ
ラナデ

破片 残 :145 胎■ :砂粒を含む

C43 SD 3埋 1層 イ
口:コ コナデ
体:ヘラケズリのちベラミガキ

口、体 :ヨ ヨナデ 1/2 (144)
胎土:lTl密で細かい

内外面黒色仕上げ

C44 SD 3埋 1層 イ
口:ヨ コナデ
体:ヘラケズリのちヘラミガキ 体:ヨ ヨナデのち疵針伏ベラミオキ(剣賜

1/6 残 :35 (137)
胎上:級密で細がい

内外面黒色仕上げ

SD 3埋 1層 IT
口:ヨ コナデ

体:ヘラケズリのちヘラミガヤ
1/3 残 :3つ (143)

胎■:級密で細かい

内面黒色社上げ

SD 3埋 1層 イ
口:ヨ コナデ

体!ベラケズリのちヘラミガキ

口縁部
1/4

残 :38 (132) 胎土 :級密で細がい

内外面黒色仕上げ

SD 3埋 1層 イ
口:ヨ コナデ

体:ベラケズリのちヘラミガキ
(112) 胎土 :緻密で細かい

SD 3埋 1層 鉢
口:ヨヨナデ
体:ヘラケズリ

残 :42 (218) 胎■ :級密で砂粒

を含む

SD 3埋 1層 不
回:ヨ コナデ
体:ヘラケズリ

破片 残 :44
胎■:緻密で細かい

内面黒色仕上げ

SD 3埋 1層 鉢
口:ヨ コナデ
体:ヘラケズリのちベラ ガヾ

残 :88 胎土:級密で細かい

口縁部内外醸 色仕 げ

SD 3埋 1層 蓋 ナデ 破片 残 :19 胎土 :緻密でF17粒を

含む

SD 3埋 1層 甕
ヨナデ
ラケズ
'の

ちベラナデ ヘラミガ
口:ヨコナデ
体:ヘラナデ

胎土 :緻密で砂粒を

含む

SD 3埋 1層 甕
ヨコナデ
ヘラケズリ

回:ヨ ヨナア
体:ヘラナデ

破 片 残 : 10 6
胎土 :級密で砂粒を

含む

SD 3埋 ユ層 甕
ハケロのちヨコナデ
ハケロ

口:′ ケヽロのちヨコナデ

体:ヘラナデ
(216)

胎上 :緻密で砂粒を

含む
II

SD 3埋 1層 奏
口:ヨ コナデ
体iヘラケズリ

口:ヨ コナテ
体:ヘラナデ

残 :9 6 胎土 :織笞で細かい

SD 3埋 1層 粘土組積上開真 ラナデ 腿
脚
砂粒を多く含む
ヘラケズリ

C-57 SD 3理 2層 邪
口:ヨ ヨナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ

口、体 :ヨ コナデ 残 :37 (130) 胎土:級密で細かい

C-58 SD 3埋 2層 郵
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリ

残 :3 7 胎土 :級密で組かい

C59 SD 3埋 2層 イ
口:ヨヨナデ
体:ヘラケズリのちヘラミガキ

口iヨ コナテ

体:ヨコナデのちヘラミガキ(あい伏)

ぽ

彰

ほ

辛

胎と:緻密で細かい

外面景色仕上げ

C-60 SD 3埋 2層 イ
□:ヨヨナデ
休:ヘラケズリのちヘラミガキ

コナデ
(130) 胎■ :級密で細がい II

C-61 SD 3埋 2層
口:ヨ コナデ
体:ヘラケズリのちベラミガキ

口:ヨヨナデ

体!ヨコナテのち放射状ヘラミガキ(剣先形)
(134) 胎上〔lr/密で細かい

SD 3埋 2層
口:ヨ コナデ
体:ヘラケズリのちベラ ガヽキ

口:ヨ ヨナテ

体!ヨ コナデのち放船伏ヘラミガキ
残 :54 (154) 胎上 :級密で細かい

C63 SD 3埋 つ層 If
口:ココナデ
体:ヘラケズリ

口、体 :ヨ ヨナデ 残 :38 (36) 胎■ :緻密で細がい

C-64 SD 3埋 2層 14
口:コ ヨナテ
休:ヘラケズリ

口、体 :ヨ コナデ
胎■ :緻密

~lmがい

SD 3埋 2層 邦
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ(紛硼

回、体 :ヨ コナア
胎土〔緻密で細がヽ
内外面具色仕上げ

SD 3埋 2層 芥
口:ヨ コナデ
体 ;ヘラケズリのちベラ ガヾキ

口:ヨ コナデ
体:ヨ コナデのちベラミガ

残 :42
胎土 :緻密で細かい

SD 3埋 2層 14N
口 :ヨ コナデ

体 :ヘラケズリ
口、体 :ヨ ヨナテ 残 :4 8 (148)

胎土 :緻密で細かい

SD 3埋 2層
口:ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ

口〔ヨコナデ
体:ヨコナデのち放針伏ベラくガキ候!賜

残 :41 路主 :緞密で細がい

SD 3埋 2層 イ
口:ヨ コナテ
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ

口:ヨ ヨナデ
体:ヨ コナ

'の

ちヘラミガキ
ぼ
形
ほ
ル万

胎土:級密で細かい

内外面景色仕上げ

SD 3埋 2層 イ
ヨコナデ
ベラクズリ

口、体:ヨヨナデ 1/? (130)
胎上 :縦密で細かい

内外画黒色仕上げ

C-71 SD 3埋 2層 イ
ヨコナデ
ベラケズリ

口:ヨコナデ
体:ヘラミガキ

(140) 路土 :級密で細がい

C-72 SD 3埋 2層
ヨコナデ
ベラケズリ

口、体 :ヨ コナデ 残 :35 胎土 :緞密で細かい

Xカ ッコ内は復元した数値



第 26表 非ロクロ上師器観察表 13) 単位 icm

図版 出土状況 外面 内面 残存 高 さ 口径 備考 手据 軍真

C-73 SD 3理 2層 雰
口:ヨ ヨナデ
体:ヘラケズリのちヘラミガキ

口:ヨコナデ
体:ヨコナデのち腕 伏ヘラミガキ(剣翻

1/2
胎土 :級密で細かい

内外面具色仕上げ

SD 3理 2層 郵
口:ヨ コナデ
体:ヘラケズリのちヘラミガキ

残 :4 6
胎■ :級密で細かい

SD 3理 2層 邦
口:ヨ ヨナデ
体:ベラケズリ

残 :4 1 (150)
略■:緞密で細かい

内外面具色仕上げ

SD 3埋 2層
体 :ベラケズリのちヘラミガキ

惰■ :激密奪削かい

SD 3埋 2層
体 :ヘラケズリ

晴土 :釈雹■綱かい

C-78 SD 3埋 2層
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ

残 :4 3 胎上 :級密で細かい

C-79 SD 3理 2層
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ 体 :コ コナデのちヘラミガキ

残 :58 崎土 :徹密で細かい

C-80 SD 3理 2層
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ

晴土 :級径で珊かい

C81 SD 3理 2層
体 :ヘラケズウ 体 :ヘラナデ

残 !61 胎土 :砂粒多く含む

C-82 SD 3理 2層
体 :ヘラケズリのちヘラミガキ

残 :48 胎土 :級密で組かい

C-83 SD 3理 2層 残 :52 (126) 胎土 :緻密で細かい

C-84 SD 3理 2層 器面劉語のため不明 回縁部 1/5 残 :30 (160) 胎上:線密で細かい

内面黒色仕上げ

SD 3理 2層 破片 残 :4 4

中］
嗣
離

SD 3理 2層 イ
ヨコナデ 口、体:ベラミガキ

具色処理
破 片 残 :4 0 胎■ :級密で細かい

SD 3埋 2層 イ
ヨコナデ
ヘラケズリ

口、体 !ベラミオキ

黒色処理
破片 残 :3 7 胎上 :緻密で剤かい

C-88 SD 3埋 2層 イ
口、体 :ヘラミガキ

黒色処理
破片 残 :2 3

級密 (砂粒を

SD 3埋 2層 イ 口、体 :ヨ ヨナデ 破片 残 :30 内面丹盪り

胎土 :級密で細がい

C-90 SD 3埋 2層 イ 口、体 :ヨ ヨナデ
口、体 :ヘラミガキ

景色処理
破片 残 :23 胎上 :緻密で細がい

C91 SD 3埋 2層 イ 口:ヨ コナデ 破片 残 :17 内外面丹塗り

胎■ :級密 r・8がい

C-92 SD 3埋 2層 イ 口、体 :ヘラケズ, 口、体 :ヘラナデ
胎■ :級笞で測がい

口唇部ケズリによる面取り

C93 SD 3埋 2層 イ 回、体 :ヘラケズリ
ラケズリ
ラナデ黒色処理

破片 残 :32 (107) 胎■ :級密で細がい

口唇部ケズツによる面取り
IV

C-94 SD 3埋 2層 蓋 ナテ 残 :24 胎土 :線密で砂粒を含

SD 3埋 2層 イ:ベラケズリ
脚:ヘラケズリのちベラミガキ

残 :36 胎■:級密で細かい

内外面黒色仕上げ

SD 3埋 2層 イ:ベラケズリのちミガキ
脚:ヘラケズリのちヘラミガキ

イ:ベラミガキ
脚!ヘラケズリ

残 :56 胎土:緞密で細かい

内外面具色社上げ

SD 3埋 2層 脚:ヘラケズリ 残 :40 胎■ :撤密で細かい

舶 :鶏世帥面:離煙
コ

SD 3埋 2層 脚 :ナデ 脚:ナデ 破片 残 :60 胎上:緻密で細かい

C99 SD 3埋 2層 脚 :ベラミガキ 脚 :ヘラケズリ、ナデ 脚部の1/2 残 :73 胎土:緻密で砂粧を含
む

C100 SD 3埋 2層 TH:ハケロのちベラミガキ
tlN:ナデ
脚:ヘラタズリ

脚部の1/2 残 :88 胎土 :縦密で細かい

C101 SD 3埋 2層 口:ヨヨナアのちベラミガキ 口:ベラミガキ
口縁部
1/4

残 135 (136) 胎上 :171密で組かい

C102 SD 3埋 2層 蓮 口:ヨヨナデ
口:ココナデ
体:ヘラナデ 醐影

残 :61 胎土 :級密で砂粒を

含む

C103 SD 3埋 2層 歳 口、体 :ヘラミガキ 口、体 !ベラミガキ
口縁部
1/4

残 :63 (128) 胎土 :級密で細かい

口縁部内外面景色社上げ

C104 SD 3埋 2層 歳 体 :ヘラケズリのちベラミガキ 体 :ベラナデ 体部 1/2 残 114 6
胎土 :級密で細かい

外面景色仕上げ

C-105 SD 3理 2層 箆
口:ヨ ヨナテ
体:ベラナアのちヘラミガキ

ヨヨナデ
ヘラナデ 完形

胎上 :緻密で砂粒

含む

C-106 SD 3理 2層 甕
口:ヨ ヨナデ
体:ハケロのちヘラナデ

ヨヨナデ
ヘラナデ

完形
胎上:級をで砂粒を
含む、底部木棄根

C-107 SD 3理 2層 甕
口:ヨ コナテ
体:ベラナデのちヘラミガキ

ヨコナデ
ヘラナデ

2/3 残 :21 0 胎土 :砂粒を多く含む

C-108 SD 3理 2層 甕 体 : ラナデ 体:ヘラナデ 残 :22 0
胎■:砂粒を多く含む
底部木菊恨

C109 SD 3埋 2層 甕
口:ヨ コナデ
林!ベラナデ

ヨコナデ
ベラナテ

〔/3 残 :139 (216) 胎と :撤密 trtlri含む

C SD 3埋 2層 甕
口!ヨ コナデ
体!ベラケズリ

ヨコナテ
ベラナデ

残 :73 (173) 胎土 :秒泣を多く含む

C SD 3埋 2層 甕
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリ

ヨコナデ
ベラナデ

破片 残 :69 砂粒を多く

SD 3埋 2層 甕
ヨコナデ
ベラナデ

破片 残 :78 胎■ :砂粒多く含む ID

※カッコ内は復元した数値



第 26表 非ロクロ土師器観察表 佃) 単位 :cm

出土状況 外面 内面 残存 高 さ 口径 備考 分類 写真

C l13 SD 3埋 2層 変
ヨコナデ
＼ラケズリのちヘラナデ

曰 :ヨ ヨナデ
体 :ベラナデ 破片 残 :84 胎土 :砂粒多く

含む

SD 3埋 2層 整
ヨコナデ
ベラナデ

ヨヨナデ
ヘラナデ 螂第

残 :6 4 (240)
胎土 :緻密で砂粒

含む

SD 3理 2層 甕
ヨヨナデ
ヘラナア

口:ヨコナデ
体:ヘラナデ 残 :83 (186) 胎■ :緞密で細がい

SD 3埋 2層 甕
ヨヨナデ 口:ヨ コナデ

体:ヘラナデ
破片 残 :9 4

胎土 :緻密で砂粒

含む

SD 3運 2層 甕
ヨコナデ
ヘラナデのちヘラミガキ

口:ヨ コナデ
体:ヘラナデ

破 片 残 :64 胎土 :級密で砂粒

含む

SD 3埋 2層 甕
コナデ
ラナデ

口 !ヨ ヨナデ

体 :ヘラナデ
破 片 残 :10 9

胎土:砂粒多く
含む

IC

C l19 SD 3埋 2層 霙
ヨコナデ
ナデ (単位不明)

口:ヨコナデ
体:ヘラナデ

破片 残 :6 6
胎土 :砂粒多く

含む

C-120 SD 3埋 2層 斐
ヨコナデ
ヘラケズリ

口:ヨコナデ
体:ヘラナデ

胎■:級密で糾かい

外面黒色仕上げ
HI

C121 SD 3埋 2層 口、体 :ヨ ヨナデ (137) 胎土 :撤密
~・

ldか い

C122 SD 3埋 2層 甕
ヨコナテ
ヘラケズリのちベラミガキ

ヨヨナテ
残 :i03 胎■ :級密で砂粒

含む

C123 SD 3埋 2層
回
器

片

土

コナデ
ラナデ

ヨコナデ
ヘラナデ

1/5 残 :7 8 (138)
胎■:緻密で剤がい

内外面黒色仕上げ

C124 SD 3理 2層 整 口:ヨ コナテ 回:ヨコナデ
口縁部
1/4

残 :4 6 胎■ :緻密で細かい

SD 8理 2層 粘と紐積上痕
ぼ

杉

ほ

辛
胎と:砂粒多く含む
底部木葉根

C126 SD 3埋 2層 胎■ :砂粒多く含む

SD 3埋 3層 坪
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ ヨコナデのちヘラミガキ

ぼ
形

ほ

を
乃

胎土 :級密で細かい

内外面黒色仕上げ

SD 3埋 3層 イ
曰:ヨ コナデ
体:ヘラケズ

口!ヨ コナデ
体:ココナテのち放射伏ヘラミガキ(複線)

破片 残 :3 4 胎土 :級密で細かい

SD 3埋 3層
口:ヨ コナデ
体:′ ケヽロのちヘラミガキ (部分的)

ヨナデ
ラナデ 残 !14 0

胎土 :級密砂粒を

含む

SD 3理 3層 棗
回:ヨヨナデ
体:ヘラナデ

破片 残 :57 胎土 :級密で砂粒

含む

SD 3埋 3層 筒
形

土器
ベラケズリのちヘラミガキ

粘土粗積上項
ナデ 残 :191 60 胎■ :級密で砂粒含む

SD 3埋 3層
形

器

筒

土

ヘラケズリのちヘラミガキ
火はなの痕跡あ,

粘■継積上痕 残 :94 胎■ :緻密で砂粒含む

SD 3埋 3層 妻 ヘラナデ 破片 胎■ :砂粒多く含む

C134 SD 3埋 4層 ベラミガキのち黒色処理 破片 残 :20 胎土 :緻密で砂泣

を含む

C135 SD 3埋 4層 邦
ヨヨナデ
ヘラケズリ

口,体 :ヘラミガキ黒色処理 破 片 残 :53 胎■ :級密で細がい V(

C136 SD 3埋 4層
ヨヨナア
ヘラケズリ 黒色処理

残 :4 1
胎土 :級Zで砂粒
を含む

SD 3埋 4層 賓 口:ヨコナデ 破片 残 :54 胎■ :砂粒多く含む

C138 SD 3埋 4層 甑 ラケズリのちヘラミガキ ベラナアのちヘラミガキ 爛勲
90 胎■に砂粒多く含む

C139 SD 3埋 4層 高郭 脚 :ヘラケズリのちヘラミガキ 脚 :ナ デ 圏
ψ

残 :60 胎■:緻密で砂粒
を含む、外面丹塗り

IV

C140 SD 3埋 ユ層 不 口:ヨ コナデ 破 片 残 :35 胎■ :級密で組かい

内外面黒色仕上げ
VC

C141 SD 3埋 1層 蓋 破片 残 :07 胎土 :緻密で細かい

外面丹≧り、端部刻み目

SD 4埋 1層 ヘラケズリ
口、体 :ヘラ ガヽ 破片

胎土:級密で砂粒
を含む

C143 SK 7埋 ユ層
ヨヨナデ
ヘラケズリ 体 :ベラナデ

胎土 :級密で砂粒

含む

C14И SK 7埋 ユ層 奏
口iヨコナデ
体!ヘラナデ

口:ヨコナデ
体:ヘラナデ

ぼ

形

ほ

一
万

胎土 :砂粒を多く含む

外面器面の割落著しい

C145 SK 9埋 I層 不
口:ヨコナデ
体:ベラケズリ

口:ヨ コナデ
体:ヨ コナデのちヘラミガキ

1/5 残 :34 胎■ :4rt密で細かい

C146 SK 10埋 I層 高イ 脚 :ナ デ 脚 :ナ デ 脚1/2 残 :75 胎土 :級密で砂社合む

C147 SK 10埋 I層 高イ II:ナデ 脚 :ヘラケズリのちナデ 脚 1/2 残 :7ユ
胎■ :緻密で砂泣

含む

C148 A3GI層 イ
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちナテ

口:ヨ ヨナデ
体:ヨコナアのちベラ ガヾキ (放射状)

胎土 :級τで砂粒

含む

C149 A3GI層 イ
口:ヨ コナデ
体:ベラケズリのちヘラミガキ

回:ヨコナデ
体:ヘラミガキ (放射伏)

胎土:緻密で細がい

内外面黒色仕上げ

C150 B2GI層 重
□:ヨコナアのちベラミガキ
頸部:ハケロのちナデ

口:ヨヨナデ
体:ハケロのちナデ

口縁部
1/3

残 :4 5 (173)
胎土 :級密でFljXL

を含む

*カ ッコ内は復元 した数値



第 27表 ロクロ上師器観察表 (け 単位 icm

出土状況 外面 残存 高 さ 口径 備考

S11掘 り方 イ クロ調整
黒缶処理 回転糸切り無調整

S11掘 り方 不 クロ調整
黒有処理 回転糸切り無調整

SI I床面 不 クロ調整
ミhtl理 (146) 回転糸切,無調整

S11掘 り方 芥 クロ詞整
ミ付Л理

回転糸切り無調整

S1lP5 イ クロ調整
具付加藤 回転糸切り無調整

S11床面
ム
ロ
メ クロ調整 底部 1/2 残 :26 再酸化

S11床面 蓋台 ロクロ調整
厘 :放射状ミガキ
具付加揮 底部 V3 残 :19

S11床面 整 ロクロ調整 体 :ヘラケズリ ロクロ調整 口縁部 V3 残 :66 (270)

SII P 5 霙 ロクロ調整 ロクロ調整 口縁部 1/3 残 :4ユ (156)

S13P8 ロクロ調整
黒色処理

(140) 回転糸切り無調整

S13'8 ロクロ調整
ヘラミガキ (放射状)

黒色処理
回転糸切り無調整

イ ロクロ調整
ヘラミガキ
景色処理

ぽ

形

ほ
完 回転糸切り無調整

ロクロ調整 クロ調整 1/3 残 :79

憂 ロクロ調整 クロ調整 体下 :ベラケズリ 1/4 残 :46 (210)

S13埋 1層 /」 甕ヽ ロクロ調整 クロ調整 体下:ヨ ヨナデ有 残 :107 (144)

S13埋 2層 甕 ロクロ調整 クロ詞整 1/2 残 :84

S13埋 1層 甕 ロクロ調整 クロ調整 1/5 残 :191

S13埋 2層 甕
ヨヨナデ
ハケロのちナデ

ベラミガキ
黒色処理

残 :69

S14理 1層 ロクロ調整 クロ調整 1/2 回転糸切り無詞整

S14埋 1層 甕 ロクロ調整 体 :ベラケズリ クロ調整  体 :ヘラケズリ 口縁部 ツ3 残 :72

S14埋 1層 ベラケズリ、ベラナデ ラナデ 体部破片 把子剣落

S110床面 ロクロ調整 体下 :ベラケズリ クロ調整 残 :12 1 口縁内面保付着

Sl 15床 面 イ ロクロ調整
ヘラミガキ
具色処理

手持ヘラタズリ

切り離 1フ不明

Sl 15埋 2層 不 ロクロ調整
ヘラミガキ (底 :跡伏)
黒色処理

回転糸切

'無

調整 Hb

Sl 15埋 2層 イ ロクロ調整
黒色処理

回転糸切,無調整

S115埋 2層 イ ロタロ調整
ヘラミガキ (底 !政射状)
黒ttl理

ぼ

杉

ほ

■ 回転糸切

'無

調整

S115埋 1層 イ ロクロ調整
ヘラミガキ (底 !放舛伏)
黒色処理 回転糸切り無調整

SIユ5埋 2層 不 クロ調整
ヘラミガキ
黒色処理

ぼ

形

ほ

完 回転糸切り無調整

S115埋 2層 クロ調整 タロ調整 残 :8 ユ

S115埋 2層 甕 クロ調整
ヘラミガキ
具色処理

口縁部ユ/4 残 :70

S115埋 2層 甕 クロ調整 体 :ベラケズリ 日 :ヨ コナデ 体 :ベラナデ 残 i175

S115埋 2層
把手
クロ調整 体下 :ベラケズリ ヨコナデ 残 :240

S115埋 2層 壺 クロ調整 体下 :ベラケズリ クロ調整 残 :93 頸部媒付着

S115埋 1層 耳Ш クロ調整 ロクロ調整
ぼ

杉

ほ

■

創 16床面 イ クロ調整 体下 :ヘラケズリ
ぼ

形

ほ

↓
一

回転糸切,無調整

S116理 1層 不 クロ調整
ヘラミガキ (底 :放射状)

(132) 回転糸切,無調整

S116理 2層 14N クロ調整
ヘラミガキ

回転糸切,無調整

S116埋 1層 霊 クロ調整 体〔ヘラケズリ クロ調整
ぼ

杉

ほ

■ 回転ヘラ切り無調整

Sl 17床 面 イ クロ調整 体下 :ヘラケズ
ぼ

形

ほ

宇
回転糸切り手持ベラケ
ズリ

Sl 17埋 1層 イ クロ調整 体下 :ベラケズリ (144) 手持ヘラケズ

:カ ッヨ内は復元した数値



出土状況 外面 内面 残存 一局 口径 備考 事碧 写真

S117埋 1層 14N 口調整
ベラミガキ (ほ :放射状) ぽ

影

ほ

ウ
一

回転糸切 り子持ヘラケ

S11郷 1l ll クロ調整 ロクロ調整 残 :74 回転糸切り無調整

Sl 17埋 1層 甕 タロ調整 体 :ヘラケズリ 残 :22 6

S118理 1層 甕 クロ調整 回転ヘラナデ 残 :26 3

S118カ マド
埋土

贅 クロ調整 ロクロ調整 1/5 残 :131 (216)

甕 ロクロF・l整 体 :ヘラケズリ ロクロ調整 1/5 残 :27 1 (227)

S119床面 イ クロ調整 体 :ヘラケズリ 子持ヘラケズリ

S119床面 甕
ヨコナデ
コクロ調整のちハケロ

口:ヨヨナデ
体:ロ タロ調整のち′ヽケロ

1/5 残 :30 3 (206)

S120埋 1層 ロクロ調整 体下 :ヘラケズリ 4/5
回転糸切り手持ヘラケ

S120埋 1屑 イ クロ調整
ヘラミガキ (F5:放剃大,

完形 子持ヘラケズリ

S120埋 1層 整 クロ調整 口〃口調整 残 172 (180)

S120埋 1層 塞
ロクロ調整 体上 :ヨ ヨナデ
体下 :ベラケズリ

ロクロ調整 体 :ヨ コナデ 1/3 残 :21 1

S124埋 1層 イ クロ調整

S124埋 l層 甕 クロ調整 ロクロ詞整 残 :96 (235)

SA 2理 2層 ロクロ調整 底部 回転糸切,無調整

SD 4埋 ユ層 イ 底部破片 回転糸切り無調整

SK 5理 1層 イ クロ調整
ヘラ ガヾキ
黒色処理

破片

SK 6埋 2層 饗 ロクロ調整 ロクロ調整 醐ИA5CI層 言 ヘラクズリ ロクロ調整 残 :26 残幅73

※カッヨ内は復元した数値

第 27表  ロクロ土師器観察表 ②

第 28表 須恵器観察表 (1)

単位 :cm

単位 :cm

図版 出土状況 外面 内面 残存 高 さ 口径 備考 分類 写真

SIユ 掘 り方 不 クロ調整 ロクロ渤整 1/2 回転糸切り無調整

Sl l掘 り方 クロ調整 ロクロ調整 2/3 回転糸切り無調整

S14埋 1層 イ クロ調整 ロクロ調整 (146) 回転糸切り無調整

E-4 S14埋 1層 イ クロ調整 ロクロ調整 (145) 回転糸切り無調整

S110埋 1層 霊 ロクロ調整 オサエロ、ナデ ロクロ調整、平行叩目 体部破片
2点が溶着した

S112床面 盤 クロ調整 底 :ケ ズリ ロクロ調整 残 :2 4

Sl 14埋 1層 イ クロ調整 ロクロ調整 口縁部 1/4 残 :33 1)

S115埋 2層 ロクロ調整 ロクロ調整 回転糸切り無詞整

Sl 15埋 1層 不 クロ調整 ロクロ調整
ぼ

杉

は

じ
ヤ

回転糸切り無調整

S115埋 2層 イ クロ調整 ロクロ調整
ぼ
形

ほ

完 回転糸切り無詞整

S115埋 2層 露 体部破片

S116埋 2層 イ クロ調整 ロクロ調整 1/2 回転ベラ切,無調整

S116埋 2層 タロ調整 ロクロ調整 完形 回転糸切り無詞整

S116埋 1層
のち回転ヘラケズリ

ロクロ調整のち押え国 残 :148 ほ部列返

S117埋 1層 イ クロ調整 ロクロ調整 回転糸切り無詞整

SIユ B理 1層 ロタロ調整 ロクロ調整
回転ヘラ切りのち

埋土
イ クロ調整 ロクロ調整 完形 回転ヘラ切,無調整

S118理 1層 イ クロ調整 ロクロ調整
ぼ
形
ほ
と死

火はなの為調整不明

S120床面 ロクロ調整 ロクロ調整 回転糸切,無調整

※カッコ内は復元した数値



出土状況 器獲 外面 内商 残存 一局 口径 備考 】寒 了真

S120床面 ロクロ翻整 ロクロ詞整 手持ちヘラケズリ

S120床面 イ クロ調整 クロ調整 手持ちヘラケズリ

S120埋 1層 イ タロ調整 クロ調整 2/3
手持ちヘラケズリ

E-23 S120埋 1層 郭 クロ調整 クロ調整 回転糸切,無調整

S120埋 1層 鉢 ロクロ調整 体 :手持ちヘラケズ, クロ調整 1/3 残 :6 7 手善ちヘラケズリ

SBI、 P8埋 I層 イ クロ調整 クロ詞整 ユ/6 回転ベラ切,祭調整

SA 2埋 2層 邪 クロ罰整 クロ調整 回転糸切,無調整

SA 2理 1層 ロクロ調整 ロクロ詞整 底部破片
手種ヘラケズリ(平 E)

SA 2理 1層 イ タロ調整 クロ詞整 底部破片 回転糸切,無調整

SD 3理 2層 クロ調整、刺突文 クロ調整
のツ3

残 :5 1 (103)

SD 4埋 1層 ロクロ調整 ロクロ罰整 底部破片 回転ヘラ切り

SD 6埋 ユ層 イ ロクロ翻整 クロ調整 破片 回転糸切,無調整

SD 7埋 ユ層 イ 破片 79

A2CI層 蓋 タロ調整 クロ調整 残 :2 1

A2CI層 蓋 ロクロ調整 クロ詞整 残 :2 6

B10C I層

A4Gl層
壷
クロ調整

顕部 :輪積み痕跡あり
頸部 残 110 5

※カッコ内は復元した数値

第 28表 須恵器観察表 (21

第 29表 丸瓦・軒丸瓦観察表

第 30表 平瓦・軒平瓦観察表

単位 icm

単位 :cm

単位 :cm

出上状況 名称 凸面 凹面 備 考 写真

S11掘 り方 丸瓦 縄叩目、ナデ 布 目

S116埋 2層 軒丸瓦 重弁連花文軒丸瓦、残存 :瓦当部

丸瓦 縄叩目、ナデ 布 目 幅 :185、 高さ :75、 残存 :1/2

SA l埋 1層 丸瓦 縄Πロロ、ナデ 布 目 破片

SA 2埋 1層 丸瓦 縄叩目、ナデ 布 目 破片

SD 4理 1層 軒丸瓦 細弁蓮花文軒丸瓦、残存 :瓦当部

F-7 SK 12理 1 丸瓦 ナデ 燻瓦

出■状況 名称 凸面 凹面 備考 写真

S12埋 2層 平瓦 療瓦

S115壇 1層 平瓦 縦縄叩目→ナデ 布目→ナデ

C-3 嚇継
平瓦 縦縄叩目 布目、部分的ナデ 広端 :275、 狭端 :245、 高さ :85、 長さ :380

平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、部分的ナデ 広端 :推定 310、 狭端 :245、 高さ :35、 長さ :410

C-5 S124理 1層 平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、ナデ 広端 :不明、狭端 :25、 高さ i30、 残存長 :335

C-6 S124埋 2層 平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、ナデ 広端 :不明、残存長 :230

C-7 SA 2埋 1層 平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、ナブ 破片

C-8 SD 4埋 1層 平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、ナデ 破片

G-9 SD 6埋 ユ層 平瓦 縦縄叩目、ナデ 布目、ナデ 破片

G■ 0 SK 12埋 ユ眉 平瓦 ナデ 輝瓦、破片

G■ 1 SK 19埋 ユ層 平瓦 ナデ ナデ 燻瓦、破片

平瓦 燻瓦、破片



第 31表 その他の瓦観察表
図版 出土状況 名称 凸面 凹面 備考

SD 2埋 1層 道具瓦 ナデ ナデ 燻 し瓦

SD 2埋 1層 災斗瓦 燻 じ瓦、幅 :125

SK l埋 I層 災斗瓦 ナデ ナ デ 燻し瓦、幅 :135

SK 3理 2層 災斗瓦 ナデ 療 し瓦、幅 :125

第 32表 陶器観察表

第 34表 金属製品他観察表

第 35表 石器 。石製品観察表 (1)

単位 :cm

単位 icm

単位 :ch・ g

コ汚 出土状況 器種 外面 内面 残存 高 さ 口径 重径 備考 写真

I-1 S116埋 2層
瓶
ロクロ罰整 体下部回転ヘラタズリ ロクロ調整 残 :242 灰釉陶器、K14

SD 8埋 1層 破片 常滑 (中世)

SD 10埋 1庭 破片 渥美 (12～13C)

SK 12埋 I尾
鉢 破片 丹波 (17C前半 )

SK 16埋 1雇 破片 近世

I-6 SK 20埋 1雇 鉄絵型押 破片 美濃 (17C前半 )

SK 21連 1嬉 破片
瀬戸美濃 (17C前
半以前〕

A6GI層 碗 ロクロ調整 ロクロ調整 底部 残 :2 1 灰釉陶器、 K90

B■ 5Cカ クラン
Щ耳

破片

A5CI層 破片

第 33表 磁器観察表
出土状況 外面 内面 残存 一日 口径 備考 事漠

J-1 SD■ 埋 1層 破片 中国産自磁

J-2 SK 12埋 1層 碗 破片 白磁 (17C初頭 )

」-3 ,Klつ 埋 1層 碗 破片 】剛 (17C)

出土状況 名称 最大長 最大幅 最大厚 備考 写真

S112埋 1層 鉄鏃

32 S117埋 2層 鉄斧

N-3 SX 17埋 I層 喰 ?

SIユ7埋 1層 刀子 茎長 60

S125埋 1層 鎌 31 棟厚さ 02～04

N-6 S125埋 1層 紡錘車 54(直径)、 04(孔直径)

SA l埋 1層 腕形淳

出土状況 名称 最大長 最大幅 最大厚 重 さ 石材 備考

S14埋 1層 祗石 砂質凝灰岩

S14窪 l層 敲石 石英安山岩質藻灰岩 磨面あり

S15埋 ユ層 砥石 石英安山岩質凝灰岩

S114埋 1層 砥石 石英安山岩質凝灰岩

S115埋 1層 砥 石 石英安山岩質凝灰岩 断面四角形

K-6 S116埋 2層 祗石 石英安山岩質凝灰岩 断面四角形

S116埋 1層 砥石 石英安山岩質凝灰岩

S116埋 2層 石製模造品 頁岩



第 35表 石器・石製品観察表 12) 単位 :cm・ g

出と状況 名称 最大長 最大幅 最大厚 重 さ 石河 備考 写真

S120埋 1層 砥石 石英安山岩質凝灰岩

K■ 0 S122埋 1層 臼玉 直径  045 貢岩 ? 貫通孔の直径 015

(■ 1 SD 3埋 1層 石製品 頁岩

SD 3埋 1層 磨石 安山岩

SD 3埋 2層 敲石 安山岩

SD 3埋 2層 砥石 石英安山岩質凝灰岩

SD 3埋 2層 凹み石 石英安山岩質凝灰岩

SD 3埋 2層 磨石 石英安山岩

SD 3埋 2層 石核 黒曜石

SD 3埋 2層 石 裂 模 造 品 (有 子
し円

頁岩

SD 3理 2層 石製模造品素粥 ? 頁岩 (粘板岩)、 石製模造品の未製品 ?

SD 3埋 3層 磨石 砂質頁岩

SD 3埋 3層 石製模造品素材 ? 貢岩 (粘板岩 )、 石製模造品の未製品 ?

SK 3埋 2層 石製紡錘車 蛇紋岩 貫通孔直径 08、 羨面ヘラミガキ、線刻あり

SK 10埋 1層 劉片 黒曜石

SK 10埋 1層 二次加工のある剣片 黒曜石

S122賠床
大型板状安 山岩製石

器
安山岩 榜伏節理、刃角 68～ 74°〈推定縁辺角 10～ 11

S120理 1層 石錐 13 頁岩 折損品

S120埋 1層 微細 tll離痕
のある剣

片
322 流紋岩

S120埋 1層 則片 貢岩

S120埋 1層 則片 石英安山岩

S120埋 ユ層 石核 石英安山岩質凝灰岩 剣片粗材

S122埋 1層 石核 流紋岩

K-3つ A2CI層 百製模造品 (剣形 ) 緑色片岩 先端だけ側面研磨

K-33 S114埋 1層 臼 玉 直径  035 緑色片岩 貫通孔の直径 02

K-34 SD-3埋 1層 磨石 安山岩

第 36表 土製品観察表 (I)
出土状況 名称 最大長 1最大幅 最大厚 備考

S14埋 1層 土 玉 直径  10 貫通孔の直径 03

S15埋 1層 土玉 直径   31 貫通孔の直径 03

SI■ 床面 直径  045 貫通孔の直径 01

S116埋 1層 土 玉 直径  41 貫通孔の直径 06

S117埋 1層 上玉 直径  11 貫通孔の直径 03

】D-3理 1層 上玉 直径   21 賢通孔の直径 03

】D3理 2層 上製紡錘車 能定直径  52 ヘラミガキのち黒色仕上げ処理ギ貫通孔の直径 06

】D-3埋 2層 土製紡錘草 佳定直径  52 ヘラミガキ、貫通孔の直径 06

;D-3埋 2層 土玉 直径  3ユ 貫通子との直径 01～02

SD-3埋 2層 土玉 直径  12 貫通孔の直径 015

SD 3埋 2層 支脚 残存長  92

'12
B7GI層 土製紡錘車 推定直径  51 ヘラミガキ、孔の直径 07



第 36表 土製品観察表 12)

第 37表 土師質土器観察表

第 38表 第 23次調査非ロクロ土師器観察表

第 39表 第 23次調査上製品観察表

単位 :cm

単位 :cm

単位 :cm

単位 icm

図版 出上状況 名称 最大長 最大幅 最大厚 備考

SA2 土 玉 直径  31 貫通孔の直径 07～10、 ナデの単位不明確

A5GI層 直径 孔は貫通していない

P15 B7CI層 土玉 直径   26 貫通孔の直径 06

B lCI層 土玉 直径   12 貫通孔の直径 02

P17 A7CI層 土 玉 直径  095 孔は貫通していなⅢ

P-18 A7CI層 ■製品 上下からの孔は貫通していなヤ

A lGI層 土製品

B lGI層 土製品 表裏に縦方向のスリット

A-6GI層 上錘 孔の直径 (05)、 中央のぶくらみは部分的にケズリによる整形

A5CI層 土製品 残27 多孔式甑の底部の再利用か ?

A5CI層 土製品 残:27 0 95 土製模造品勾玉 ?

出土状況 外面 内面 残存 一局 口径 備考 写真

U― ] イ ロクロ調整 ロクロ調整 3/4
回転糸切 りのち

不 ロクロ調整 ロクロ調整 底部 残 :16 回転糸切りのち
ナデ

U-3 A-16CI層 不 ロクロ調整、体下 lffl:ク ズリ ロクロ調整 ほぼ完形
回転糸切りのち
ナデ

A-16GI層 ロクロ調整、体下端 :ケ ズリ ロクロ調整 完形
回転糸切りのち
ナデ

出土状況 外面 内面 残存 高 さ 口径 備考 写真

C-1 S11カ マド
口

体

ヨヨナデ
ヘラナデのちミガキ 残 :36

S11埋 2層 イ
口
体

ヨコナデ
ヘラケズリ

ヘラミガキ
基れ航理 破片 残 :2 8

S11カ マド イ
体 :ヘラケズリ 口、体 :ヨ ヨナデ 破片 残 ,27 内外面黒色仕上げ

C-4 S卜 1埋 3層 14N
口 :ヨ コナデ
体 :ヘラケズリ

口

体

ヨヨナデ黒色処理
ヨヨナデのちミガキ 破片 残 :34

C-5 S11埋 1層 指ナデ 完形

C-6 葵
体 ケヽロのちミガキ

口

体

ヨヨナデ

S[1埋 2層 甕
体 :ハ ケロのち禁いナデ 体 :ヘラナデ

C-8 S■ 1埋 3層 甕 ケロのち軽いナデ 底部付近煤付着

C-9 SD― ュ埋 1層 密
口 iヨ ヨナデ
体 :ハ ケロのちヘラミガキ

口
体

ヨヨナデ

望版 出上状況 名称 最大長 最大幅 最大厚 備考

SIユ カマド 土製支脚 ケズリによる面取 り
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